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10月3日 囲 午前の部における説教
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実践の時代

環境 を美 化 し､菜 園 を造 リ､樹 木を植え､

安息 日を守 り､伝 道 し､身 体 を清 く保 とう。

大管長

ス ベ ンサ ー･W･キ ンボ ール

た ちは､こ の総大会 にあ たって､私
この会場 にお られ る方々､な らび

にテレ ビや ラジオで視聴 してお られ る

方 々､皆 様 を歓迎 したい。 また､心 か

らの愛 を皆様 にお伝 え したい と思 う。

本 日私 た ちは､4名 の新 しい教 会幹

部の召 しを発表 した い。 彼 らは主 のみ

業の 中で特に伝道 の業 に携 わ るこ とに

なる。 これ まで七 十 人最 高評議 員会の

幹部書記 を務 め て きた､バ ウ ンテフル

の ジー ン･R･ク ッ ク長老 は､七 十人

最高評議 員会会 員に なる予定 であ る。

また､七 十 人第一 定 員会 が組織 され る

予定 であ る。.この定 貝会 には将来70名

の会 員が召 され､7名 か ら成 る会長 会

が管理 す るこ とにな る。 本 日､3名 の

兄弟 が七十 人第一 定 員会 に召 され るこ

とにな って いる。ベ ルギー出身､現 在

ドイツの フラン クフ ル トに在住 して い

る七 十人のチ ャール ズ･A･デ ィデ ィ

ア兄弟､テ キサ ス州サ ンア ン トニ オか

ら現 在チ リ･サ ンチ ャ ゴ伝 道部 の伝 道

部長 を務 め てい る七十 人の ウィ リアム

･ロ ウセ ル･ブ ラ ッ ドフ ォー ド兄弟 ､

そ れに コロラ ド州 トワオ ク出身でニ ュ

ー メキシコ州 シプ ロ ックに在住 して い

る現 ア リゾナ･ホ ルブ ロ ック伝 道部長

であ る七十 人の ジ ョー ジ･バ トリッ ク

･り 一 兄弟の3名 であ る
。以上4名 の

兄弟 たちはこ教会幹部 の責任 に就 くこ

とに なる。 これ ら4名 の教会 幹部 は､

後 ほ どこの大会 で､他 の教会 幹部 と共

に皆様 の支持 をいた だ くこ とに なって

いる。

私 た ちは本年2月 と3月 に､ブ ラジ

ルのサ ンパ ウロ とア ルゼ ンチ ンのブエ

ノスア イレス､次 いで8月 には､台 湾､

香 港､フ ィ リピン､韓 国､日 本 で それ

ぞれ地域総 大会 を開催 した。過去5年

間に開 いた地域総 大会 に出席 した人 々

は約11万4,000名 を 数 え る。 この よ う

に私 たちは､ソ ル トレー クの総大 会に

来 るこ とめ で きな い人々の ため に､大

会 を開 いて い る。

南 米 の人 々のため に､サ ンパ ウ ロに

神 殿 を建 て るこ とを発表 し､次 い でア

ジアに おいて も､東 洋 の人 々の ため に

日本に神殿 を建 て るこ とを発表 した。

これ は発展の しる しであ る と思 う。 こ

れ らふ たつの神 殿が建 て られ､献 堂 さ

れ る ときに は､両 地 域に住 む人 々に と

って､神 殿へ の距離 は大幅 に頬 縮され､

時 間 と経費 は節約 で きるこ とに な り1

容 易に神殿 に参 入 して､聖 な る儀 式 に

あずかれ る よ うにな るであ ろ う。

人々は､こ れ らの地域 総大会 に出席

す るため､自 動 車やバ ス､列 車､飛 行

機､ま た船 で遠 方か らは るば るや って

来 た。大会 に出 るために､多 大 の犠 牲

を払 っ たの であ った。ひ と りの姉 妹 の

手紙 か ら引用 したい と思 う。
ら

｢最:後の一般大会は特 に素 晴 らしい

会でした。キンボール大管長は人々に

別れの言葉 を述べて手を振 られました。

そして一同は､『 神 よまた逢 うまで』

を歌 い､私 たち夫婦は抱 きあって涙 を

流しました。

私は教会員であって どでも祝福 され
幣

てい ます 。｣

別 の姉妹 は こ う書いて いる。

｢す べ て は 終 わ りました
。何 が。地

域総 大会 が。彼 ら指 導者が この地 に も

っ と長 く居 て下 されば と思 い ます。･･…

予 言者の飛行 機が到着 す る 日は ど しゃ

ぶ りで した。 ところが不 思議 なこ とに､

飛 行 機が空港 に着 く直前に､太 陽が さ

んさん と照 り始め たではあ りませ んか 。

台 風の予報 が出て い ました。 しか し､

幹 部 の方 々がお帰 りにな るまで､台 風

はや って 来 ませ ん で した。私 は キンボ

ー ル姉 妹 に同伴 した折
､彼 女 と一緒 に

歩 け るなんて信 じられ な いこ とです と

言 い ま した。す る とキ ンボー ル姉 妹 は､

あ なた と全 く変わ りが な いです よ､と

お っ しゃい ました。姉妹 は洗濯 もすれ

ば､皿 洗 い もす る し､料 理､野 菜作 り

な ど､私 が す ると同 じこ とをす るとお

っ しゃるのです。｣

別 の手紙 には次 の ように書いてあ る。

｢地 域 総 大 会 は 本当に素 晴 らし く
､

フ ィ リピンの モルモ ン全員 に とって貴

重 な経験 で した。初 めて 大管長が会場

を訪 れ､会 衆が 『感謝 を神 にささげん』

を歌 い始 めた とき､私 は泣いて しまい

ました。

私 たちはマニ ラか らさほ ど遠 くない

所 に住 んでい ます 。 そのため､大 会 後

は毎晩家 に帰 るこ とに していま した。

口曜 日の大会が終 わ ったのは午 後10時

頃で した。そ こで私 たちは､12時 の 外

出禁止 の合 図が鳴 るまでに帰宅 しよ う

と道 を急 ぎま した。 とこ ろが途 中 で､
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らに与 え らるべ し。す なわち 野の獣､

空 の鳥… …

然 り､ま た汝 らの食物､衣 服､家 屋､

小 屋､果 樹 園､野 菜 畑､葡 萄 園 な ど何

れに して も､そ れ らのため に地 よ り生

ず る諸 々の草 と善 き もの､

然 り……地 よ り生 ず る ものは､皆 人

の為 人の用 いん ため に造 られ､眼 を楽

しませ､ま た等 しく心 を悦 ばせ ん ため

な り。
すこやか

然 り､こ れ らは 肉体 を健 に し人 に元

気 をつ くるよ う､食 物､衣 服､味､香

りのため に造 らる。｣(教 義 と聖約59:

16-19)

少 女 か らも次の よ うな手紙 をい ただ

いてい る。｢私 は お 父 さん の畑作 りを

手伝 って い ます。 そ して弟 は庭の掃 除

をして い ます 。｣

デ ゼ レ トニ ュー ズ社 とユ タ州 美術協

会 も､ユ タ州 の カル ビン･ラ ンプ トン

知事 の提 唱に よ り､合 衆国独 立200年

記 念 として1100万 州 民の ため に100万

本 の樹木 を植 えた。私 たちは皆 様が こ

の こ とを真剣 に考 え るよ う願 って止 ま

ない。樹 木は美 と祝 福 を もた ら し､果

樹は生活 に必要 な もの を提供 して くれ

る。

田園地 方に住 むあ る方 か らいただ い

た手紙 には､次 の よ うに あ る。｢私 た

ちは大管長ゐ助 言に 従 っで 屋敷 を見直

したのですが､恥 ず か し くな りました。

私 の家は開拓 時代の 田舎 家 で､普 通 の

納 屋 と鶏 小屋､家 畜小 屋がつ いて いま

した。 また､棚 は壊 れた ままで した。

私 たちは古 い納屋 を取 り壊 し､棚 を

立て直 してペ ンキを塗 りま した。 その

他の戸 外の建 物 は 白色に塗 り､納 屋 の

跡は掘 り起 こして菜園 に しました。本

当に楽 しい仕事 で した。 あ りが とうご

ざいます。｣

ア フ リカの あ る行政官 が､嵐 で荒廃

した土地 を視察 した ときの こ とで ある。

彼は 自動車 で､た くさんの 巨大 な杉が

根 こそ ぎ倒 れて いる地 方 を訪 れ た。 そ

して担 当官 に言 った。｢こ こに 杉 を植

林 しなけ ればな りませ ん ね。｣す る と

担 当管 は答え た。｢こ の よ うな大 きさ

の木 にな るに は､2千 年 々か ります よ。

お まけに､50年 経 た ない と種 もとれ ま

せ ん二｣

36

｢そ れ では
､今 す ぐに植 林 しな け れ

ば｣と 行政 官 は言 った。 これは皆様 に

対 す る勧告 で もあ る。

｢す べ ての者に 各 自の家 の ドア の前

を掃 かせ よう。 そ うすれ ば全世 界が 清

め られ るだ ろ う｣と ゲー テは語 ってい

る。

もうひ とつ大切 な事柄 につ いて述べ

たい。今 日ク リスチ ャンの住 む 多 くの

地方 で､人 々 は聖 な る安,曹､日に､商 店

を開かせ営 業 させ て いる。 これ を正せ

るのは私 た ちであ る。 もし私 たちが買

わない よ うにす るな らば､商 店 は店 を

開けな いこ とだろ う。 どうぞ このこ と

につ いて もう一度 考 えてい ただ きた い。

家庭 の 夕べ に子供 た ち と話 し合 って い.

た だ きたい。今 後一 切安 息 日に 買物 を

しない とす べ ての家族が 決心す るこ と

は､全 く素 晴 らしい こ とであ る。

主 イエ ス･キ リス トは言 ってお られ

る。｢わ た しを主 よ､主 よ､と 呼 びな

が ら､な ぜ わた しの言 うこ とを行 な わ

ないのか 。｣(ル カ6:46)私 は主 が悲

しみの気持 を もって これ を言 われた と

思 う。

エゼ キエ ル書 には この よ うな一 節が

あ る。｢わ た しの民の よ うに あ な た の

前 に座 して､あ なたの言葉 を聞 く。 し

か し彼 らは それ を行 なわ ない。｣(エ ゼ

キエ ル33:31)

･主 を愛 してい なが ら
､な ぜ 主 の律法

を破 るの だろ うか。 私 たちは皆 様 が､

安 息 日に物 を買 うこ とをや め るよう心

か ら切 に願 って い る。

私 た ちは また､伝 道の業 を続 けて い

る。今年宣 教師 は数 千名 の増加 を見､

現 在約21,000名 に達 してい る。福 音を

宣べ 伝 え るグループ として は､世 界最

大 で あ る。

新 しい次元 が開かれ て､南 ア メ リカ

や ヨー ロ ッパ､東 洋､南 洋諸 島 その他

で何千 名 もの地元 の宣 教師 が働 くよ う

にな ったこ とは､･注 目に価 す る。私 た

ちは彼 らの献身 と働 きに非 常 に満足 し

て いる。地元 の宣教 師 は伝 道 を始 め る

に あたって､言 語の訓練 を受 け る必要

は な く､一 般 に ビザ も必要 な い。また､

人 々 の生活様式や 物 の考 え方 もよ く知

ってい る。私 た ちはまた､
､全 世 界の教

会 におい て地 元の指導 者 を召 してお り

彼らの誠実な態度と優れた能力そして､

献身的な姿 を目にしている。

私たちは､離 婚率の増加についても

心を痛めている。離婚はすべて､悲惨な

生活､誓 言の破棄､子 供に対する義務

の放棄 と権利の喪失､家 庭の破壊 を意

味す る。離婚は好 ましいことではない。

正 当化できる離婚 は､ご くわずかであ

ると思 う。婚姻関係 を持つにあたって

は､十 分な注意 を払 う必要がある。次

いで男女は､最 善を尽 くして､そ の結

婚 を幸せに保たなければ ならない。こ

れは可能なことである。

侭 とん どの離婚 は､わ がままや､そ
の他数々の罪による。使徒パウロはそ

の解決策を知 っていた。夫はその妻 を

愛 し､妻 はその夫 を愛するように とパ

ウロは言っている。結婚生活を送る男

女は､夫 婦協力して入念に予算 を組み､

その通 りによ く従 う必要がある。多 く

の結婚は店先で破綻 をきたしている。

無計画な買物が原因なのである。結婚

は夫婦の協力な しには成､り立たないこ

とを覚 えていただ きたい。協力して計

画 を立て､家 族の しつけにも共同であ

たるべ きである。民事結婚が破綻をき

たしている割合は非常 に高い。私たち

は､神 殿結婚 により夫婦の関係が一層

親密 なものになることを感謝 している。

主が次のように言われた とき､悲 し

みの内にその言葉 を発せ られたように

思 う。｢わ た しに むか って1主 よ､主

よ』 と言 う者 が､み な天国 にはい るの

で はな く､た だ､天 にい ます わが 父の

御 旨 を行 う者 だけが､は い るの である。

その 日には､多 くの者が､わ た しに

むか って 『主 よ､主 よ､わ た した ちは

あな たの 名に よって預言 したでは あ り

ませ んか 。 また､あ なたの名 に よって

悪霊 を追 い出 し､あ なたの名に よ って

多 くの力 あるわ ざを行 ったでは あ りま

せ ん か』 と言 うであ ろ う。

その とき､わ た しは彼 らに は っき り､

こ う言お う､『 あな たが た を全 く知 ら

ない。不 法 を働 く者 どもよ､行 って し

まえ』。｣(マ タイ7:21-23)

家 庭 の安定 度 は､社 会 の離 婚率 にか

な り正確 に反映 され る。

その他数 多 くの大切 な理 由か ら､私

たちは若 人に､結 婚 を慎重 に考 え､こ
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10月3日 ㈹ 午前の部における説教

メ 鋲,

実行!

大管長の机上 に示された座右 の銘 を､私 た

ちはぜ ひ 自分 のものと しな けれ ばな らない。

､
十二使徒 評議員会補 助

ロバ ー ト･L･シ ン プソ ン

する兄弟姉妹 たち､私 が教会の総:
愛
大会 に出席す るよ うに なってか ら

何 年かの年が過 ぎた。今 朝､私 は あな

た方に､イ ギ リスの ロン ドンで も､ニ

ュ7ジ ー ラン ドの オー クラ ン ドで も､

トンガの ヌ クア ロファで も､ユ タ州 の

ソル トレー ク･シ テ ィーで も､福 音 は

真 実で ある との確 信 をお伝 え した い と

思 う。私 は今 この大 会 に出席で きるこ

とを感謝 してい る。

キンボー ル大管長､私 は この数 ヵ月

間､あ なたの愛の メ ッセー ジ と挨拶 と

を海外の教会 員に携 えて まい りま した。

そ して今 この場で､私 は あなたに､南

太平洋の10万 人以上 の教会 員の真心 か

らの愛 と変 わ らぬ忠 誠 とをお伝 え致 し

ます。教会 史上初め ての､広 域 に 及ぶ

意欲的 な総大 会の一 環 と して､来 年2

月 に大管長 を迎 え る日を､彼 らは指折

り数 えて待 って い ます。

9つ の地域 で延べ17日 間にわ たって

大会のセ ッシ ョンが44回 も開かれ る こ

とは､考 えた だけ で驚異 であ る。 た と

えそ うでないに して も､時 差 に合 わせ

て時計の針 を18回 も変 えなが ら､4万

5千 キロ も空の旅 をす るこ とを考 えて

もみて いただ きたい。

それが､民 に｢歩 み を早 め よ｣と チ

ャレンジす る人の スケ ジュールで ある.

それが､｢私 の 言 うよ うに しな さい｣

に とどまらず､も っ と肝心 な こ とには
コ

｢私 のす るよ うに しな さい
｣と 宣 言す

る入のスケ ジュー ルなの であ る。 ラ ッ

パが確 かな模 範 の音 を吹 き鳴 らす とき､

それにこたえることははるかに容易に

なる。

キンボール大管長の机にひ ときわ目

立つように掲げ られているのが､｢実

行!｣と いう短い言葉である。この霊感

豊かな指導者にとっては､個 人の都合

は二の次である。すべてのことが主の

都合に合わせ て行なわれている。働 く

ということ1こ関 してキンボール大管長

の模範はなかば伝説のようになってい

る。これはすべての教会員が従 うべ き

模範である。

私が第2次 世界大戦中にワイオ ミン

グの空軍基地に配属 されていたとき､

支部の聖餐会で､翌 週の支部大会には､

もしかした らソル トレー ク･シ ティー

か ら教会幹部が訪問 して来るか もしれ

ないという発表があった。次の日曜 日

の朝､私 たちが支部大会に行 くと教会

幹部が訪問 したとのことで､ひ とりの

人が紹介された。だれもが初めて会 う

人だった。それが､十 二使徒に召され

たばか りで､支 部大会訪問 も初仕事の

ひとつであったスペンサー･W･キ ン

ボール長老であった。彼の物腰は穏やか

で､証は堅く､語ることからしても､そ のよ

うな大きな召しを受けるの もなるほ ど

と思わせるものであった。 そのとき彼

は確信を新たに､こ のようなことを述

べた。｢兄 弟姉妹たち､私 は主がどう

して私のような者を召されたか､よ く

わか らない。 しかし私には捧 げること

のできるタレントがひとつある。私の父は

私に､い かに働けばよいかを教えて く

れた。 もし主が働 き手 を使いたいと望

まれるとしたら､私 はそのお役 に立て

ると思う｣と 。確かに主は働 き手 を使

われた。実際に主は､最 も大切 な時期

に最 も大切な責任 を務める用意のある

熱心な働 き手を必要 とされたのである。

今がその時である。いかに働けばよ

いかを知っている予言者が､行 く手を

導いている。 そして確かな事実がひと

つある。 この末 日の業には､予 言者 と

足並みをそろえて進 もうとする何千名

もの人が必要 だとい うことである。

ひとりで歩む予言者は､力 が無いに

等しい。 どの神権時代 にも勤勉に働 く

優秀な弟子たちが必要 とされてきた。

今 キ･ンボール大管長は､教 会歴史上 こ

れまでにな く､熱 心な働 き手を大勢求

めている。

私たちは予言者 と足並みをそろえる

用意の手始め として､次 の3つ の目的

を一緒に考 えてみようではないか。

第一は教義にもっと精通すること､

第二はもっと喜び進んで実行すること､

第三はみたまの賜をもっと受けられる

ようになること。

ある立派な教師がある時こう言った。
｢読 まない人は読めない人 と何 ら変わ

らない。｣近 代 的な教授法の確 立した

文明の時代にあって､福 音に無学なこ

とは言い訳が立たない と言って も､ほ

ぼ過言ではない。特に水のバ プテスマ

を受け､毎 週聖餐 を受 けて誓約を新た

にしている私たちにとってはそうである。

2番 目の事柄は喜び進んで行 なうこ
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時 間か ふ えるな らば､私 たちは この上

な く豊か な恵み を受 け るて あろ う。 し

か しただ悪 い方向へ私 たちの歩み を早

め るたけな らは､敵 との戦 いに負け る

の てあ る。

願 わ くは私 た ちに心 を動 かす 力か 恵

まれ､力 を奮 い起 こ して､救 い主の生

涯 と現 在の地 上の生 け る予 言者 の模範

に従 え るよ うに な らん こ とを。 たた実

行す るこ とか､私 の心か らの祈 りであ

る。 主 イエ ス･キ リス トの み名 によ り､

ア ー メン。
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の説教壇 か ら宣べ られ ないのた。

背教 か極限 にまで達 し､全 世 界か く

まな くその闇の 中に埋 没 して いたので

あ る。 かの卑 しいナ サ レ人の宗教 は ど

こに も見 出せ す､す べ て の宗教､教 派

か邪 道に陥 っていた。 サ タンは歓喜 し､

そ の使 いた ちはあ ざけ り笑って いた。

当時の社会や宗教 界は､み な この よう

な状 態であ った。

しか し､万 物 を知 りた まい､こ の世

と地 獄の いす れに対 して も力 を持 って

お られ る神の深 い知 恵 に よ り､約 束 さ

れていた 回復 の時か訪れ た。1820年､

偉 大 な るエホバ は､世 の始 めか ら聖 な

る予 言者 たちの 口を通 して語 って こら

れた万物 更新の業 を開始 され るこ とに

なったの である。 こ うして子孫 の こ と

につ いてア ブラハ ム､イ サ ク､ヤ コブ

と交わ され ていた誓約か まさに成 就 さ

れ るこ とになった。

植 え込み､刈 り取 る季 節に な ると､

ぶ どう園の主 人は必要 な人数 をふ ど う

園に送 る。 人々の問 におけ る主 のみ業

は入に よって行 なわれ るので あ る。す

なわ ち､選 ばれた者 た ちか主 の僕 とな

って働 く。 この よ うに して､定 め られ

た時に､定 め られ た人 ジ ョセ ワ･ス ミ

ス･ジ ュニアが この世 に誕生 した。 こ

の偉大 なみた まの 人につ いては次 の よ

うに 言 われ て い る。｢主 の 予 言者 に

して聖見者 な るジ ョセ ブ･ス ミスは､

た だイエ ス･キ リス トを除 くのほ か､

この世 に生 を受け た る何 人 よ りもこの

世 に於 ける人類の救 いに尽 した り。｣

(教 義 と聖 約r:3)こ う して この

予 言者 は､予 任 一れて いた通 り､偉 大

な末 日の業の到来 に際 して主の器 とな

て働 いた。

聖 な る市 シオン を築 くため に主 か エ

ノクを必要 とされた とき､彼 はそこに

いた。'イス ラエ ルの偉大 な律 法学 者モ

ーセ を主 か必 要 とされていたとき､モ ー

セはいた。また約束 されたメシヤか人々

を蹟 うため に 自らの命 を捧 け る時か来

た とき､大 いな る救 い主 は そこにお ら

れ た。 そ して､｢時 満 ちた る神権i時代

の先駆 をなす｣者 として､偉 大 な末 日

の予言者 ジ ョセブ･ス ミスか そ こに い

たので ある。(教 義 と聖 約128:18)

主 は ジ ョセブ･ス ミスに次 の よ うに
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言っておられる。｢地 のいや果にある

者すら汝の名を訊ね､愚 なる者 ども汝

を嘲弄 し､地 獄は汝に向いて怒 りを起

さん。

然るに心の潔 き者､賢 き者､貴 き者､

徳ある者たちは汝の手の下 よりいさめ

と権威 と祝福 とを常に求めん。｣(教 義

と聖約22:1,2)

1820年､ま さに時は熟 し､み こころ

にかなう人かそこにいた。時を待たす

して示現は開け､福 音の真理の燃えさ

かる炎は､主 のぶどう園にはびこる宗

派のいはらと雑草を焼 き尽 くすことと

なったのである。

その 日に備 えるかのように､将 来の

主の予言者か世 に知 られぬままひっそ

り平和に暮 らしていた辺境地方には､

宗教に対する関心 と不安か高まってい

た。堕落したキ リス ト教界の牧師たち

は狂ったように自分の宗派の教 えを説

き､｢こ こを見よ｣｢か しこを見よ｣

と叫んでいたのてある。(ジョセブ･ス

ミス2:5)

宗教 を公言す る者たちはみな､あ ら

ゆ る理 屈 と論弁 を弄 して､自 らか救

いをもたらす と信ずる組織に改宗者 を

得 ようとしていた。それはやかて激 し

い感情の対立にまで発展 し､大 勢の人

々は互いに苦々 しい気持を抱いていた。

黙L亭.･』 魁 騰 ド､･L

そ して｢言 葉の争 い と信念 の動 揺｣か

ら憎 悪か広 か り､人 々 はい ろいろな宗

派に分裂 して しまっ たの で ある。(ジ

ョセブ･ス ミス･2:10)こ う した論争

のただ 中に あって､将 来 の神 の予 言者

は 自分 の胸に何度 もこ う問いか けた。

｢私 は何 を為すべ きか。 すべ てこれ ら

の ともか らの 中､何 人 か正 しいか。 或

いは彼 らは共 に こ とご と く間違 ってい

るのか。 もし彼 らの 中で誰かか正 しい

とす るな らば､そ れ は何 れ であって､

ど う して､そ れか わか るのか｣と 。

(ジ ョセ ブ･ス ミス2:10)

神 か 聖 な る｢言 葉｣で あるイエス･

キ リス トに命 じて生け る光 を輝 かせ た

まい､真 理 を求 めて思 い悩 む少年の心

を照 らした もうたの は､ま さに この時

で あった。

聖典 を調べ､福 音 の真理 を心 に銘記

していた だ きたい。 この世 において永

遠 の生 命の 言葉 を心 ゆ くまで味 わ い､

来 た るべ き世 にお け る不 死不滅 の光 栄

を待 ち望 ん でいた た きたい。予言者 た

ちか記 した言葉 を残 らず読み､深 く考

え､祈 って欲 しい。 これ こそ主 か､主

の聖 な る言葉 に対 して私 たち人間 に

た どって欲 しい と願 ってお られ る道 で

あ る。 そ して時の始 めか ら終 りに至 る

まて万事 を見通 し､す べ ての子供 た ち
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彼は神に願い求めなければならなか

った。すべての人がそうである。そし

て彼はそれを実行 した。家からさほど

遠 くない森に入 り､人 目につかない と

ころでひとりひざまずいて祈ったので

ある。彼は身も霊 もすべて造 り主に託

し､心 の願いを神に訴えた。

人類の将来 と希望が開かれる時であ

った。陰 うつな背教の暗の中に一条の

光が投 じられ､天 地創造の ときのあの
｢光あれ｣と の宣言が再 び発せ られ る

時であった。 そして､福 音の光､｢永 遠

の言｣の 光が､今 まさに全地に降 り注

がれようとしていた。

しか し､重 大な事柄は容易に進むも

のではない。地 を揺 るがす ような出来

事は､山 ほ どの抵抗 にあうものである。

すべての物事には反対の ものがある。

真の教会を見出そうとす る人は､世 の

反対にあうのである。ジョセブ･ス ミ
タ

スも例外ではなかった。

祈 り始め るや否や､悪 魔の運勢が恐

るべき力をもって戦いをい どんできた。

ジョセブはこう語る。｢… …私は何 と

も知れぬ力によって捉えられ､っ いに

私は全 く抵抗力を失った。 またその力

は私の舌 さえしびれる程の驚 くべ き力

を振ったので私は物言 うこともできな

かった。そしてあた りはだんだん暗 ぐ

なり､一 時はあたかも私はこのまま急

に死んでしまうかのように思われた。｣

(ジ ョセブ･ス ミス2:15)

これがサタンのや り口である。天に

住 まう神が､あ ら』ゆる時代 を通 じて最

も大いなる光 をこの世 に送 ろうとされ

たとき､悪 魔の運勢は､彼 らの暗黒の

王国において最 も深い闇と罪悪 とをも

って対抗 したのである。約束されてい

た回復の業に対 してこのように戦いを

いどんだ私たちの共通の敵ルシフェル

は､成 就 したこのみ業に対 して今もな

お戦いを企てている。
｢しか し､私 は 自分 を捉 えたこの敵

の力か ら何 とぞ逃れ しめた まえと､全

力を振 りしぼって神を呼び求め たが､

私が今にも絶望に打ち沈んでわが身を

破滅に任せ ようとしたその瞬間､そ れ

は考えただけの滅亡 というようなもの

ではなぐ､目 に見えぬ世界から来た何

ともわからぬ生き者で､全 くこれ まで
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私がどんな者に逢っても覚えたことの

ない程の驚 くべき強い力を見えた者の

力に打ち負けて､わ が身を見捨てよう

としたその瞬間､こ の非常 な驚 きの瞬

間である､私 は自分の真上 に太陽にも

増 して輝や く一つの光の柱 を見た。)

(ジ ョセブ･ス ミス2:16)

こうして天は裂け､幕 は開かれた。

長い間閉ざされ続けた天か らは祝福が

雨のように降 り注 ぎ､光 明と真理､そ

して啓示 と奇跡の時代が遂に到来 した

のであった。

神の偉大な末 日のみ業の開始には､

時､必 要性､人､神 のみこころ､こ れ

らの条件がすべて整 っていた。天変地

異は起こらなかった。シナ イ山の雷 と

雲のような先触れはなかった。それは

マグダラのマ リヤが､開 かれた墓の前

で復活 された主に .｢ラボニ｣と 畏敬の

念をもって呼びかけたときの､あ の静

寂の中で起こった出来事であった。

そしてこの瞬間､重 々しい暗黒は吹

き払われ､か つて人に下され記録され

た中で最 も崇高な示現が開かれて､古

代の神々が再びそのみ姿を現わされた

のである。

｢私は 自分の真上に太陽にも増 して

輝や く一つの光の柱 を見た。 そしてそ

の光の柱は次第に下 りてきて､光 はつ

いに私の上にふ り注いだ。

その光の柱が現われるや否や､私 は

わが身を縄った敵から救い出された事

に気が付いた。そしてその光が私の上

に留った時､私 は筆紙に尽 し難い輝き

と栄光 とを有ちたもう二人の御方が私

の真上の空中に立ちたもうのを見た。

そしてその中のお一人が私に言葉 をか

けて私の名を呼びたまい､他 のお一人

を指 して 『こはわが愛子な り､彼 に聞

け』 と仰せ られた。｣(ジ ョセブ･ス ミ

ス2:16,17)

この御方こそ天におられる大いなる

神である。何 とい う驚異であろうかb

天が開かれ幕が開き､宇 宙の造 り主が

降って来られ る。 そして､天 父と御子

が地上の人間に言葉 をかけ られるので

ある。再び聞かれる神のみ声､神 は死

んだのではなかった1実 際に生きてお

られ､言 葉 をかけ られる。私 たちは今

や､古 代の人々 と同じよう』に神のみ言

葉 を聞 くので ある。

ジ ョセ ブ･ス ミスはこ う語 る。｢私

が主 に伺 お う とした 目的は､私 が何 れ

に加入すべ きか を知 るためにすべ ての

教 派の 中で何 れが正 しいか を知 るこ と

で あった。 それで私 はわれ に返 って言

葉が 出せ るよ うに な るや否や､私 の真

上で光 に包 まれて 立 ちた もう御 方 に.､

す べ て これ らの教 派の 中で何 れが正 し

いか そ して私 は何 れに加 わ るべ きか を

伺 った。

ところが その御 答に 『汝は その何 れ

に も加 わるべ か らず､彼 らこ とご と く

誤れ るを以 って な り』 と言い た もう･た。

そ して､私 に話 しかけ た もうたその御

方は 『彼 らの信条 は こ とご と くわが 目

よ り見て悪むべ きもの な り。 また彼 ら

信 条 を口にす る者 た ちは こ とご と く腐

敗せ り。 また彼 らは唇 もてわれ に近づ

け ど､そ の心 はわれ に遠 ざか れ り。彼

らは人の誠命 を教 え として教 え神 を敬

う様 をすれ ども神 の 力を否む』 と宣 う

たひ｣(ジ ョセ ブ･ス ミス2:18,19)

千 年 に1度 か2度､新 しい扉が 開か

れ る。 この世 にお いて平安 を得､来 た

るべ き世 において永遠 の生命 を受 け継

ぐ者 にな り.たい と望む者 はみ な､そ の

扉 を く ぐらなければ な らない。

2(胆 代 に1度 か2度､新 たな時代 の

世 が 明ける。 東か ら照 る光 は､人 の心

か ら地 の闇 を追 い払 う。

人 目の届かな いあ る静 かな森 の中で､

天 と地 との親 しい交 流が あっ た。1820

年春 のニ ョー ヨー ク州パ ルマ イラでの

こ とであ る。 そ して､こ れに比肩 し得..

る 出来事 は､も う二 度 と起 こ らない。

人 間が神 を求め､神 がそれ に答え ら

れ た。

ジ ョセブ･ス ミスが 天父 と御子 に ま

み えた。

私 はこの こ とを知 って お り､そ れ を

証す る。 イ エスは神 の御 子 であ り､私

たちはその証 し人 であ る。主 イエス･

キ リス トのみ名 に よ り申 し上 げ る。 ア

ー メン。
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来 て､私 は シュ リブポー トに行 った。

土曜 日の午後 は集 会か 幾 つ もあった。

ステー キ部 長会 との 会合､神 権指導 者

た ち との集 会､祝 福 師 との面接､ス テ

ー キ部 の指 導者会
。 ステー キ部長 のチ

ャール ズ･F･ケ ー ブル兄弟か 少々遠

慮か ちに､か ん を病 んでい る10歳 の少

女 を祝福 す る時 間か あ るだ ろ うか と､

罫 に尋 ね た。 少女 の 名前 は クリスタル
･メ ス ビンたった

。私 は､で きれば祝

福 したい と答 え､彼 女 は大会 に来 るだ

ろ うか､そ れ ともシュ リブ ポー トの病

院 にい るの だろ うか と尋 ね た。 スケ ジ

ュールか詰 まって いるのは重 々承知 し

ていた。す る とケー ブル ステー キ･部長

は消え 入る ような小 声で､ク リス タル

は家 か ら外 に出 られ ないの てす と返事

した。 シュ リブ ポー トか ら実 に130キ ロ

の場 所 であ る ノ

私 は その 晩 と翌朝 の集会予定 と､帰

りの飛行便 も調べ てみ た。 時間 は全 く

なか った。 す る とその とき､別 の方 法

か頭に 浮かん だ。大会 の公の祈 りて そ

の子の ため に祈 れない ものか と。主 は

必ず わかって下 さ るは すた。 そ っい う

こ とに して､私 た ちは予定 の集会 をそ

の まま続け た。

その こ とか メ スビン家 に伝 え られ､

了 解 は した ものの､み んな いさ さか失

望 した。主 は 自分 たちの祈 りを聞 いて

下 さらなか ったのか。主 はモンソン兄弟

をシュ リブポー トまで 遣 わ して下 さっ

たてはないか。 家族 は もう一度 祈 った。

最 後の願 いを聞 いて下 さい､大 事 な ク

リスタルの願 い を聞 き とどけて下 さい

と。

メスビン家 の 人た ちか ひ ざます いて

祈 った ち ょうどその とき､ス テー キ部

セ ンター の時計 は7時45分 を指 してい

た。指導者 会は霊 的だ った。私 は メモ

を区分 け して説教壇 に立つ 用意 を して

いた。す ると､私 の霊 に語 りか け る声

か聞 こえて きた。その 言葉 は短 か く､

日頃 聞 き慣 れ た この言葉 だ った。.｢幼

な子 らをわ た しの所に 来 るままに して

お きな さい♂ 止めて はな らない。神の

国 はこの よ うな者の 国であ る。｣(マ ル

コ10:14)メ モ を見 る目か かすみ､

私 の心 は祝福 を求め てい るいたいけ な

少女 の こ とてい っぱいに なった。私 は
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10月3日 ㈹ 午後の部 における説教

予言者の信仰

‡ ンボール大管長が霊感 によ リ伝道 の召 し

を受 けた1974年 以来､多 くの出来事が起 き､

今後 もそれ はさ'らに続 くであろう。

七十人最高評議員会会員

A･セ オ ドァ･タ トル

癖

/

ミル トン･R･ハ ン ター長老 を失

今
った こ とは実 に残 念で ある。彼 は

偉大 で才能 豊か な し もべ で あ り､誠 実

な友 であ った。 しか し､私 は今 日S･

デ ルワー ス･ヤ ング会長 と七 十人最 高

評議 買会 を代表 し､そ の一員 と して ジ

ー ン･R･ク ッ ク長老 を心か ら歓 迎 申 し

上 げたい。彼 は充分 な資格 と充分 な訓

練 を受 けた､偉 大 な才 能 の持 ち主 で あ

る。彼 は主 を愛 し､み 業 が何 であ るか

を知 ってお り､全 身 全霊 を捧 げて働 く

人であ る。私 たちは､七 十人 第一 定員

会が組織 され るこ とを聞 いて､あ なた

方 と共 に喜ぶ もので ある。 この定 員会

の3名 の会貝､す な わちチ ャー ル ズ･

A･デ ィデ ィア､ウ イリァム･R･ブ ラ ヅ

ドフ ォー ド､ジ ョー ジ･P･リ ー の 各

長老 を真心か ら歓 迎す る。彼 らは雄 々

し く､人 も知 る有能 な人物 であ り､立

派な宣教師 であ る。私 た ちは彼 ら と共

に働 く特権 を心待 ちに して い る。

信仰 に は 大 き･な力が あ る。｢信 仰 は

あ らゆ る行動 の 原動 力 であ る。｣(ジ ョ

セ ブ･ス ミス､Lec施7e50ηFα 麗ん

｢信 仰講話｣p .8)

予 言者 ジ ョセブは次 の よ うに語 った。

｢天 地 が組織 され たのは信仰 に よるの

である。 神が語 られ､混 沌が 聞 き従 い､

世 界は秩 序 だっ た。 これ は神 が信仰 を

持 ってお られ たか らであ る。 人 もそ う

で ある。 人 は神 のみ名 を信 じる信仰 に

よって語 り､太 陽 はその運行 を とどめ

月は従 い､山 々 は動 き､獄 は落 ちた。

人々に信仰 が なか った な らば､太 陽

と月と山々と獄に語っても……空しか

ったであろう。

か ように､信 仰は万物 を治め る力 と

支配 と権威 とを持つ第一の大いなる統

治の原則である。……これなくして力

はな く､力 な くしては創造 も存在 もあ

ろうはずが ない!

人が信仰によって働 くとき､彼 は肉

体の力によらず,精 神の力によって働

く。肉体の力 を行使す る代 りに､言 葉

により働 く。信仰によって働 くのであ

る。｣(同 上p.9,10,61)

私は.基本的に信仰には2種 類あると

思 う。私がこれまで話 して きた信仰､

すなわ ち神 は生 きて諸天を治めてお ら

れるという信仰は､人 生の試 しに立ち

向か う私 たちにとっては支えとなるも

のである。私たちはその信仰によって､

だれ･もが人生で 遭 遇す る試 練 に屈服

することなく耐 えてい くことができる。

その信仰はこの民の生活を､全 歴史を

通 じて貫いてきたものである。これは

また:､･私たちの子孫に残す大いなる遺

産である。

信仰には､も.う ひとつある。よ り強

い､`し か じ人にあまり知 られてお らず ､

気づ くこともま礼な信仰である。神へ

のこの信仰は､私 たちの正 しい望みを

遂げる能力を増 して くれ る。それは創

造的で極めて重要な信仰である。それ

が行使 されなければ物事が発生 しない

という大切な信仰である。･それは人間

の生活に活気を与える大 きな力であ り､

山をも動かす信仰である。パ

聖典は､天 の力には､こ の世の人間

の信仰に支配され るものがあることを

教えている。私たちが成功す るように

助ける主の力は､私 たち自身の信仰に

よってのみ発揮 され るのである。｢世

の人々の中に信仰がなければ神は人の

間に奇蹟 を行 うことができないので､

人々が信仰 してか らでない.と神 は人に

現われたま.わなかった。

いつ何時でもまだ信仰のない中に奇

蹟 を行った者はない､す べて奇蹟を行

った者はまず神の御子を信 じた。｣(イ

テル12:12,18)

行 ないのない信仰が死んだものであ

るの と全 く同 じように､信 仰のない行

ないは死んだ ものであ右。私たちは正

しい望みを実現 させ ることができる。

主が言 ってお られる通 りである。｢あ

なたがたの信仰 どお り､あ なたが た

の身になるように。｣(マ タイ9:29)

この1年 半の間に､私 はこのような

信仰が事 を引き起こすのを見た。それ

は予言者によって始 まった。彼は語 り､

その言葉 はそれまで眠っていた行動に

霊的な力を吹き込んだ。その結果民は

行動 し､悔 い改め､変 わ り､事 態は変

化 した。

予言者は将来を予言するだけではな

い。予言者は信仰 を行使 して､事 を引

き起 こすのである。

予言者が語った ときか らどんなこと

が起 きたか をお話 ししよう。

彼は､さ らに 多 くの宣教 師 と語 っ

た。すると大勢が応 じた。それまで宣

48
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】

に､長 男が伝道に出.る年齢になったg

大半揮改宗者の小 さな宰部でぐ1彼が初･

めての宣獅 であっ概 彼磯 齢 の

閉会の祈 りを改宗 したばか セλ②人グ捧

げたが､彼 は心の思い｢をこう表現 した。

｢父なる神様 ､私 たちの ところに宣教

師たちが何人 も来ましだ。彼 らは私た

ちの生活を祝福 して くれました。私 た

ちは今､今 度嫉こちら期ら寧教師を送.

らなければならないと思います。息子

たちを主に仕える者 とし℃育てること

ができるように助けて下 さい。｣

この信仰の祈 りは答えられた。その

会貫の子息は19歳 でイタリアへ伝道に 『

召された。私は彼が働 いている支部の

"　

暴

魑 嘱
輝 ～㍉

噛
響 鞭 筆 ㌦､

慧
識 ド嘱 蕊 ＼､

鹸 魅 噸

主の教会 はこの末 日の神権時代に予

言者 ジョセブ･ス ミス を通 して回復

された。マホンライ･ヤ ング作。

(テ ンプルスクウェア)
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支部長から､彼 について次のよ､うな手､

舞 授 け と?た1.1.･

｢ラ ブ オ ノラ長 考が 着任 してか り6

.､ヵ 月 たち ま した。･…… こごにい た短 い､
r

問に､彼 は9人 もの人にバプテズマを

施 しました。.･

あなたは以前から彼 を御存知ですか

ら､私 のち.よ.っとした経験をお伝 えし ､

たいと思 います6あ るとき､私 たち は

入院 している教会員を見舞いに行 きま

したる･･20人 ほどの病室に､生 まれ

てす ぐに捨て子にされた3歳 の男の子

がいました。彼を愛 して くれ る人はだ

れもいなかったのです。その子は鼻を

たらしたまま､.ベ ビーベ ッ ドの中で遊･

んでいました。ラブオノラ長老は実の.

讐1腿縫際
した。子供の顔には驚きと安堵が入 り

混 じったような表情が見えました。あ

難鎌 を憲裕1諜 驚
の伝道部のこの支部に来て下さったこ

と紫 霊 難 隷
上げるこ

とができるように祈 ったあの改宗者は

後にラブオ ノラ支部長 となり､次 男を

も伝道に送ったことは､.信 仰のたび重

なる証である。

懸1雛
しあげ よ うと思 ってい ま したのに。 み

1蘇 蓋灘:瀦
兄弟姉妹､､私 たちはもうひ とつのチ

ャレンジを受けている。それは 自分が

宣教師になることで ある。私 たちは宣

教師を送 り出そうとばか りしていて､

このことをあまりしていない。 しか し.

これこそ､私 たちがあの2番 巨の種類

の信仰 を働かす機会である。

私たちは 自分 自身 と家族の 目標 を立

て､そ れが達成できるように真剣に祈

らなければならない。柑終 め信仰 き働
`

へ･､

かせなさい6そ うすれば成功するであ

ろう5｢…. ､一

1年 半前に､キ.ン ボ7ル 大管長 は次

･のよフに舜へた .
｢ステーキ部や地芳蔀 の伝道 活動 は

…… ようや く始 まったばか りである。
'私たちカ1 …泊 分の視点誉変え､自 分

の目.樗を立七るべ き時がすでに来てい

:うど･.私 は考える･バ 恥 囎 ㍗｢土 ン
サイン｣.19弩 年10月 号＼P.14)

亙 綾 立陥 導活郵 ま眠れ る巨人で

あ 阪 目をぎます事業ほすでに蛉 まっ

ている6私､た ちぽ今全ズテーキ部長に､

この活動にご裡まで以上 の関心 を注ぎ･

以下ゐ､3っ のこ.とを実行す るようお勧

めする。(1)､ス テーキ部の目標 を立て､

(2)r七 十人を正･しく.組織 して正 しく働

かせ る。.(3)…全家族が福音 を他の人に

分か.ち争 之紅 淑 たちρ指導者が して

いるように1こ の業のために､.す べ て

の教会員ぼ歩みを昂めなければならな

レ 今朝｢あ 毒 よッに素晴 ら七い事実

...となって予･され 病ように。

宣教師 と存?1て:奉 仕する場はどの教

会員にもある。,国内､国 外 を問わず､

またこの世 と霊 界のいずれに住む人々

のために も働 けるのである。

今から1年 半前､ひ とりの人が伝道

活動はもっと改善できる､も っ一と効 果

的に､も っと多･くの人を導 くことがで

きると､そ の信仰 を披摩 した。当時そ

れは不可能に思えた。レかし彼を補佐す

る人たちは直ちに自分たちの信仰 を彼

の信仰 と合わせ､信 仰は3 .倍になった。

次に十;使 徒がそれに加わり､教会指導

者 と大勢の教会員がその信仰 を幾倍に

も幾倍にも増 しできた6信 仰は信仰 を

呼び､そ の業は現在力強く進展 している。

私たちの救いと天父のすべての子 ら

の救いは､生 ける予言者の勧告 に私た

ちが どれほ ど従順 であるかにかかって

いる。願わくは､私 たちが さらに大 き

な神への信仰 を奮 い起こして､そ れを

働かせ るこヶができるように。

私は､こ の業が真実であ り､キ ンボ
･}ル 大管長が生ける予言者であること

を証する。1イエス･キ リス トのみ名に

よって､ア ー メン。
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る。主から自分の証を受けたその とき

から､｢私 は人々を悔い改めさせ､私

と同し喜ひを感 しさせるために､ま た

これらの人 も神によって生れ聖霊に満

されるようにたえすはけんて働いた。

さてわか子 よ､見 よ､王 は私の働 き

から生 した結果によって私 を非常に喜

はせた もう。

王か私に下 した もうた御 言葉 のため

に多 くの人 々は神 に よって生れ､私 の

味 わっ たよ うに味 わい､私 か 目のあ た

りに見 たよ うに見 た。 それ てあ るか ら､

こ れ らの人 は私 か知 ってい る と同 し通

りに今 私の話 した こ とを知 ってい る。

私 の もって い るこの知識 はす なわ ち神

か ら与 えられた もの てあ る。｣(ア ルマ

3624-26)

こ の こ とはアルマ 自身か知 って いた

のて､多 くの 人た ちか それ と同 し祝 福

を受 けて いた。彼 は喜 ん て良 い働 きを

す る主 の器 となって､人 々に 真理 の知

識 を伝 えて いた。

しか しアルマ は､こ れ だけては満 足

しなか った。 みた まの証 を得 てお り､
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10月3日 ㈹ 午後の部における説教

匝
ｰn

家庭の夕べ

このプログラムは､家 庭の愛 と理解 の絆を

強めるものと して､教 会外の人々か らも賞讃

を受 けている。

十二使徒評議員会補助

ジ エ ー ム.ズ･A･カ リモ ア

す る兄弟姉妹､私 はきょう家庭の愛
夕べについて少 しお話 したいと思

う。スペ ンサー･W･キ ンボール大管

長は､ス トックホルム地域総大会の説･

教の中で､世 にある問題 を解消す る手

だてとして､ホ｢ム ティーチングと家

庭の夕べがきわめて大切であることを

指摘 した。キ･ンボール大管長は次のよ

うに語 っているめ｢今 日の世情 はあ ま

りにも世俗的であ り､不 法が横行 して

いる。立派な家庭の若者 も反抗心のは

け口を破壊的な行為に向けているよう

に思える。そして多くの者が､司 法官

に反抗 してい･る。一般の組織で も宗教

組織でも､政 治組織 でも､権 威を敬 う

気持は低下 しているように思われる。

不道徳､幻 覚剤乱用､ま た道徳的､精 神

的頽廃 は目をおおテばか りであ})､世

の中は混乱 している。 しか しこの時代

に､主 はいっの時代にも変わることの

ない主のプログラムを再び示されたの

である。それは健全な生活､真 の家庭

生活､信 頼の上 に築かれた家族 を世 に

取 り戻す約束 を与えている。この計画

は､家 庭の父親 を家族の長.としての正

しい地位に引き戻 し､母 親を職場や社

交場か ら家庭に戻 し､そ して子供 をた

わいない遊びだけの生活から引き戻す

ものである。両 親が家庭で､素 晴らし

い活動 を交たながら子供たちを教える

家庭の夕べのプ ログラムを行ないさえ

すれば､そ れらの悪を阻止することが

できるのであう。｣.(Eπ8喀π｢斗 ンサイ

ン｣1975年1月 号p.3,4)

1964年10月 大 会 で､デ ビッ ド･0･

マ ッ ケイ大管長 は再 び家庭 の夕ベ プ ロ

グラム を紹介 し､.両 親が この プロ グラ

ムに よって寡庭 で福音 を教 えるこ とが

で きる ように され た。似 来.教 会 は こ

gプpグ ラム の重 要性 を強調 してい る。

月曜 日の晩は､家 庭の 夕べ を開 くため､

教 会の あ らゆ る集 会 は開かれ ない よう

に なってい 観 さらに毎年､す ぐれ た

著 者陣 に よって､.美 しいテ キス トが出

版 され てい る。

家庭 の夕べのテキス トは毎年907,000

部 以 上 も印 刷 され て い る。英 語 で約

830,000部､そ あ他17力 国語 で77,000部､

に も達す る。 そ して これ らの本 は48力

国で販売 され てい るの であ る。

1973774年 度 の家庭 の 夕べ ⑳ テキ ス

トで､大 管 長会 は次の よ うに述べ てい

る。｢私 たちは､皆 様 に 天 父1が計 画 さ

れ た家族 とい う単位 の重要性 を､再 び

思 い起 こ して いただ きたい と願 ってお

ります。誠 に教会 は､家 族 を助 け るた

め に､ま た会員一 人一 人の昇 栄 を助 け

るために存 在 して い ます。

末 日聖徒 の家庭 の本来の役割 は､･家

族 各人が成長 す るために よい環 境 を整

え､各 入が 全 き人 ζな るよ うに助け る

ことに あ りますσ そのなめ には､親 は

子供なちの物質的な必要 をただ満たす

だけでよいというのではなく､そ れこ

そ時間とエネルギー を存分に捧げなけ

ればならず､子 供たちは､自 分 自身を

よくコン トロール しヤ利己的になりや

すい気持を抑えるように努力 しなけれ

ばな りません。

皆様は､社 会的なまたは職業上 の成

功のたあに時 を費やす と同 じように､

家族 と客庭の成功めために時を費や し

てお られるでしょうか。

また､.社 会の最 も大切 な単位である

この家庭の冷めに､最 大限のエネルギ
ーを捧げておられるでしょうか。それ

ともあなたの寒庭とのつなが りは､人

生の中でのおだ単なる決 まりぎりた､

報いのない時間で しょうか。

親 と子が､一 稼 して家族の昇栄のた

めに､喜 んで家族の責任 を果たされ る　

よ う､切 に願 ってお ります。｣(p.4)

合 衆 国 では､こ の家庭 の夕ベ プ ロ グ

ラム は教会 外部 か ら も注 目されて い る。

大勢 の個 人､グ ルー プ､組 織か らこの

プ ロ グラム につ いて問合せ が あ り､ま

たテ キス トの注文 が きて いる。 その い

くつ か を紹介.したい と思 う･。

ネブ ラスヵ州 リン カー ンの インマ ヌ

エル ルーザ ン教会｢先 日､貴 教会 の家

庭 の 夕べ の テキ ス トを拝 見 させ て い た

だ き ました。 その内容 と進め 方に､私

は深 く感 動 いた しま した。｣

イ リノイ州 デ ィア アィー ル ド､三 位

一体 福音神 学校
､｢貴 教 会 の家 庭 の 夕

ベ テキ ス トを先 日拝 見 させ て いただ き

ました。 とて も興 味深 く思 い､ぜ ひ.と

もこの テキ ス トを数冊 手 に入れ たい と

思 い ます 。｣

オ ク ラホ マ州 保 健 部､｢貴 教 会 では

『家 庭 の 夕べ』 とい う家族 関係 を強め

る新 しいプ ログラム を始め られ た とう
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10月3日(金)午 後 の部 にお け る説教

成功例

入がいかなる方法 をも って達成 したかを研

究するならば､私 たちも達成 を見る ことがで

き=る。

十二使徒評議 員会補助

ス ター リング･W･シ ル

簿
蹴窒

'影

孤
1966年 の四半期ステーキ部大会の指
導者会 において､短 い成功例 がふ

たつ紹介 され た。 成功例 は 目標 を首尾

よ く達 成 した経 験で あ り､他 の大 勢の

人々にとって も得 る ところが あ る。

人間の お もしろい ところだ と思 うが､

だ れに も生 まれ もっての収 集本能 が あ

る。 リスが どん ぐりを拾 って蓄 えるよ

うに､私 たちは切手や 蝶や コイ ンを集

め､株 や債券 や保 険証 書や不動 産や銀

行預金 を持 つ。 また 自分で 身につけ る

もの もあ る。 態度や技能､習 慣､個 性

といった もので あ る。

ところで､`私 は1966年 か らこれ まで

に72の 成功例 を集 めた。私 が 自分 で末

長 く用い るつ もりで整 理 し､推 敲 を重

ね､記 憶 し､記 録 して きた他 人 の経 験

であ る。 き ょう私 に与 え られ た12分 の

時間 を使 って､3分 の成功例 を4つ ご

紹介 した い と思 う。

その第1話 として。 ジュ リア ス･シ

ーザーの暗殺後
､国 はブルニ タスの率

い る陰謀者側 と､オ クタビウス･シ ー

ザー とジュ リアス･シ ーザー の友マー

ク･ア ン トニ ーに率 い られ る人々の二

大陣営 に分 かれ た。 その後の長 く厳 し

い戦争 の中で､マ ー ク･ア ン トニー は

史上並ぶ者 の ない闘士 と しての頭角 を

現 わ した。｢そ れ は どう してだ ろ う｣

と考 えてみ るが よい。 も し彼 の成功 の

秘訣 を発見で きた ら､私 たちは それ を

自分 に も応用 で きるの である。

次の言葉は､マ ー ク･ア ン トニー の

偉 業に対 して寄せ られ た､秘 訣 を知 る

糸 口の一例 であ る。｢説 得 力のあ る演

説､し っか りした論理､大 胆 な指 導､

そ れに 自制心 を身 に まとって､彼 は眼

前 のすべ ての もの をな ぎ倒 した。 彼 は.

自 ら実 に素 晴 ら しい快 活 さを もって最

も苦 しい仕事 を引 き受 け た。 昆虫 と木

の皮 を食べ て何週 間 も生 き延 び た。 こ

うして彼 は､部 下 の変 わ らぬ忠誠 を勝.

ち得､人 民の歓呼 とオ ク タビウスの支

持 と自信 を得 たのだ った。｣

こ の ような献 身と手腕 に阻 まれて､

敵 の将 軍 たちは間 もな くひ とりふ た り

と戦 線か ら落伍 して いった。 その 戦争

に勝 った と き､マ ー ク･ア ン トニー は

ジュ リア ス･シ ーザー が世 界の覇者 と

して君臨 した と同 じ地位 に上 って いた。

しか しマー ク･ア ン トニー は戦いか ら

遠 ざか る と怠惰 にな り､怠 惰 のゆ えに

最:も悲劇 的な.挫折 を招 いたので ある。

マー ク･ア ン トニ ーはエ ジプ トベ遠

征 し､そ こで美 しい女王 クレオパ トラ

と恋 に落 ちた。彼 は華やか で優雅 で甘

く豪奢 な生活 と､退 廃 したエ ジプ ト宮

廷 の え じきに なった。 その偉 大 な精神

は美酒 の香 りに曇 らされ､プ ル ター ク

が｢釣 ざおの将 軍｣と 彼 を呼 んだ通 り

に なった。マー 久･ア ン トニーが よ り

良 い 自己 を放棄 した とき､部 下 の忠誠

と人民の歓呼 とオ クタビ ウスの支持 と

己れ の 自尊心 は失わ れた。 そ してつ い

に兵 が送 られ､マ ー ク･ア ン トニー は

監禁 され､鎖 につ なが れ たままローマ

に連 れ戻 され たので あっ た。､

今 やマー ク･ア ン トニビ を捕 えるの

に軍隊 はい らなかっ た。数 人の兵卒 だ

けで充分 で あった。 しか しマー ク･ア

ン トニ ーは捕 縛 を嫌 い､剣 を胸 に突 き

立 てた。 そ して息 を引 き取 る間際 に ク

レオベ トラに向か って､自 分 を倒 す こ

とので きる もの は世 界に 自分 だけだ と

言 った。｢ア ン トニ ーのみ､ア ン トニ
.
一 を征 服 で きた｣と 。『そしてロー マの

兵士 が到着 す るの を眺め なが ら､自 分

が祖 国 に着せ たゆゆ しい汚名 と家名 に

与 えた恥 と屈辱 を思 いつつ､最 後の 演

説 をしたので ある。 ウィ リアム･ヘ イ

ン ズ･リ トル訳 の詩の 中で､ア ン トニ

ー はクレオパ トラに こ う言って いる。

シー ザーの 寵臣 たちに､地 に伏 した

この獅 子 を嘲笑 させ な いで くれ

おれ を倒 したの は陪審長 の手 では な

い

汝の胸 を枕 に して栄光の 輝 きか ら顔

をそむ け

汝の抱 擁 に溺 れ狂 い､己 の誉 れ を捨

てた この おれが

おれ 自身の手 で倒 したの だ

『ア ン トニー とクレオパ トラ』

TんeBes置 五〇"θdPoe?ηSO∫ 抗e

ん π碗cα ηPeople,へ 一 ゼル･フ ェ

ルマ ン編,p.203

マ ー ク･ア ン トニー は世 界の支配権

を確 実 に掌握 した。 そ して それ を奮 う

こ との で きる もの は世 界にただ ひ とり､

自分 だけであ った。 ところで私 たちは

皆､マ ー ク･ア ン トニ ーの世 界 よ りも

は るか に大切 な世 界を手の届 く所 に持

ってい る。私 たち と日の光 栄の 王国 を
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10月3日 ㈹ 午後の部における説教

噸%
､

証

私 たちの思いと愛 と行動を､イ.エ ス･キ リ
ス トのみ業 に捧 げよう。

.七十人最高評議員会会員

シ ー ン･R･ク ッ ク

一 の壇上 までの距離が非常に長 く感
...

じられ ました。 兄弟姉妹 たち､私

は胸が いっぱい です。 何 よ りもまず､

天 父 に対 す る私 の愛 をあ りの ま まにお

話 したい と思 い ます。 け さ､私 は 明け

が たに妻 の言 った言葉 を考 えてい ま し

た。｢き ょうの 準備 はで きてい らっ し

ゃるの?｣と い う言葉 です。その言葉

がず っ と心 に鳴 り響 いて います。 で も

その とき､も し準備 が で きて いなか っ

た ら､も う遅 す ぎる と思 い ました。私

は この頃､こ れ まで の34年 間が準備 の

時代 で あったこ と､き ょうではな く､

す でに過 ぎて1しまったぼ う大 な数 の き

の うとい う 日が 準備 の 日であ ったこ と

を､改 め て感 じてい ます 。 その準備 が

で きたの も､私 や 私 の家族 に親 し く接

して下 さっ た神権 指導者､伝 道部 長､

長 年 働 いて きた七 十 人最 高評議 員会の

素 晴 ら しい兄弟 たちの おかげ です。 闘

いのほ とん どに勝利 を収 め る こ とが で

きるの も､今 ここで言われ た よ うに､

過 ぎ去 ったきの うとい う日々 と新 し く

迎 える 日々 の 明けが た､長 い長 い時 間

の 中にこそあ るの だ と､実 感 しています。

兄弟姉妹 た ち､私 は き ょうひ とつの

ことを皆 さん にお話 ししたい と思 い ます。

シル兄弟 のお っ しゃ ったこ とが ち ょっ

と頭 に残 ったの です が､.そ れ はアルマ

の言葉 を少 し言 い換 えた もの です。 ア

ルマ はこの ように言 いま した。

｢ま た悔 い改め ねば な らぬ こ と
､主

イエ ス･キ リス トを信 ず る こと､へ り

くだって柔和な心 を保つ こ と､主 イエ

ス･キ･リ ス トを信ずる信仰 を以て悪魔

の誘惑 をことごとくうち破 ることなど

を教えよ。

汝の要する一切の助けを神に祈 り求

めよ。何事で もすべて主のために為せ。

どこへ行 くにも主のために行け。常に

主を念頭に置いて心の愛情をとこしえ

に主に向けよ。汝のす る一切の働きに

ついて主のみこころを伺 え。そうすれ

ば主は汝の為になる善い誠め を与えた

もう。眠っている問 も主が見守 りたも

うよう夜寝 る時には自分の身 を主に任

せ て寝 よ。 そして朝起 きる時には神に

感謝す る念を胸に満せ。 この ようにす

れば終 りの 日に高 く挙げられる｣。(ア

ルマ37:33,36-37)

兄弟姉妹 たち､こ の教会がイエス･

キ リス トの教会であること､キ リス ト

が頭であること､キ リス トは私 たちの

救 い の岩 であることを､私 たちは愛

情をすべ て主 に向 けるべ きことを 証

申し上げます。 また､私 たちが愛情 を

そのほかの ものに向けたな らば､終 り

の 日に高 くあげられるとい う約束が受

け られないことを証します。 このよう

に､私 たちは心を奮い立たせ る言葉を

数多 く受けていますが､私 はこれらを

別にして もこの教会が全地の表にある

唯一 まことのイエス･キ リス トの教会

であることを確信 しています。 なぜな

らば主がそう宣言 しておられ るか らだ

と証 します。私はキ･ンボール大管長が

神の予言者であることを証 し､私 の前

にすわってお られる素晴らしい兄弟た

ちに､私 は力 と時間 と才能 と持 て るす

べ て を もって､主 とこれ らの兄弟 た ち

に求 め られ る限 り､ど ん な こ とで もす

るこ とを誓い ます。 この証 をイエ ス･

キ リス トのみ 名に よって 申 し上 げ ます。

アー メン。rI
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徒 及び長老 らの按 手に よ りて､聖 きみ

たまの賜 を受 くべ し。'

こ のみた まは､我 らの証 が真実 な り

と､汝 らに証 を為 す な り。 また汝 らの

心 に光 を与 うる ものに して､汝 らの中

に在 りて､予 言 と啓示 のみた ま として

働 くもの な り。 また汝 らの理 解 と記憶

の 及ばぬ もの をもた らす もの に して､

更 に来た るべ､き事 柄 を汝 らに示す もの

な り。

聖 き使 徒職 及び神権 の権 威 と権i能 と

によ りて儀式 を施 されて得 たるこのみ

た まの光 に よ り､汝 ら理 解の 力 を賜 り､

光 の子 とな り､而 して､地 上 に来 たる

べ きあ らゆる事 か ら逃 るるため の備 え

をな し､は た また 人の子の御 前に立つ

ための備 えをなす な り。

我 らは証せ ん。 か く述 べ た る 教 義

は､1イ エ ス･キ リス トの 完 全 な る教

義 す なわち福 音に して､唯 一 の真実 に

して永遠 の変 わ るこ とな き福 音 な りと。

また､人 が救 われ んため に地上 に 啓示

され たる唯一 の御計 画 な り と。｣(MeS-

sαgeoノ 孟んθF齢 孟Pγe蕊deηcy｢大

管 長会 メッセー ジ｣1:252-254)

私 は､こ の宣言文 の 中で言 われ てい

る偉大 な真理 を再確 認 し､新 たに世 に

対 して宣 言す るこ とが､ま こ とに時宜
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にかなったことであると考えている。

すべての国々の統治者 と民に対 し､

私たちは厳かに､天 の神が予言の成就

としてこの地上に末 日の王国を設立 さ

れたことを再度宣言する。聖なる天使

たちは､こ の世の人々と再び親 しく交

わ りたもうた。神は再び天か ら御 自身

を現わされ､ま た神の子らの昇栄に必

要なすべての聖 なる儀式を執 り行なう

権威 を持つ聖なる神権 を､地 上に回復

された。主の教会は､い にしえに享受

された と同様の霊的な賜をすべて有 し

て､現 在人々の中に再度確立されてい

る。これはすべて､キ リス トの再臨に

備えるためである。主の大いなる恐る

べ き日は間近に迫 っている。この大 い

なる出来事に備えるために､ま た差 し

迫った裁 きか ら逃れる方法を教えるた

めに､霊 感 を受け･た使いたちは､こ の

証 と警告 とを携えて地上の国々を巡っ

て来たし､現 在 も巡っているのである。

地上の国々は､い まだに罪深い､不

義の道 を歩み続けている。人はこれ ま＼

で与えられてきた際限のない知識を､

主の意図されたように人の子 らを祝福

するためではな く､人 類を破滅に陥れ

るために使 ってきた。2度 にわたる世

界大戦 といい､恒 久平和を標ぼ うしな

妻

尋 r

が ら達せ られ ない空 しい努 力 といい､

こ れ は皆､民 が邪 悪 なために地上 か ら

平 和が取 り去 られ たこ とを証 明す る も

の であ る。 国 々『は罪の うちに生 き延 び

るこ とはで きず､衰 退 す るであろ う。

しか し神 の王 国 は永遠 に存 続す る。

それ故､私 たちは､主 の謙遜 な僕 と

して､国 々の指導者 た ちに向か い､神

の み前にへ りくだ るよう､ま た神 の霊

感 と導 き を求 め る よう勧め る。 また､

統 治者 と民 に対 して も､そ の邪 悪 な行

ない を悔 い改め る よ う勧 め る もの で あ

る。主に心 を向け､主 の赦 しを求 め､

へ りくだ って主 の王国 の も とに結 束･し

てい ただ きた い。他 に道 は ない。 もし

この よ うに行 な うな らば､あ なた方 の

罪は消 され､平 安 が もた らされ､そ し

てそ れが持 続す るであろ う。 また キ リ

ス トの再 臨 に備 えて､神 の王 国の一一員

とな るで あろ う。 だが､も し悔 い改 め

るこ とを拒 み､神 の霊 感の下 に語 る使

い たちの証 を受 け 入れず､神 の王国 の

も とに結 束 む なけ れば､邪 悪 な人 々に.

約 束 され たあの恐 るべ き裁 きと災難 が

あなた方 に下 るこ とだ ろ う。

慈 悲深 い主 は､逃 れ る道 を備 え られ

た。 警告 の声 は､僕 たちの 口に よ り､

す べ ての人 々に伝 え られ ている。 この

趨
聾

℃｣∵

㌧
緊

､罎

.
置

サ

旛

.懸驚

嫌
顎
盛

麹

黙

･

露
薩
熱

.

魏.騰

鍮

懇.無

.嚇麟

ダ

60



19

･〈〆一払。?望弘(∠)黛9(潔曙({ア

=冴》(∠)寸γrlキ･xてン'←甲?勲

覚縁且コヨ星(〃コ)1秘⊃lzγYω)心!↓

?q⊃,耳}手母詣租一⊇!iε。管覧へ).り｣耀畢D.

｢季⊃1(〃(}?⑪(ゴ(孝(2(ぎ⊃1中(〃鼎'孝

ぞ⊃管･へ)曳へ詳マq孝聖いへそ?(払)

業》⑦刺:藻業(〃日率尋¥割(∠)コ'凋推
。(Σq)つ口善)重磁睾孝ぞコq尋(ゴ尋津僻

ぞ,尋ミμ⊆コ弾沼(∠)毒～導(∠>4球⊃1¥2Y?

Φ(で(44準'マ》準⊃1王6幕つ。遅壱Ψ

《6目宰1推。9量;～･へ:γ｢籔畢聖(∠)=:)

し(}孝つ･(〃〔身当孝､Q､;γ〉〔そv(ゴ4つ･
。伽へ}し蒔母ぞ=}q身彙

,)遅2コ管η禦(ゴ･4婁導(〃払)弾暴(〃

隊…畢(〃罷喜7⊥⊃IY(〃}〉!享:γ翠'つ

･へ尋別2='(Ση(ぞ弊⊃1国王(∠)紮謁c(〃日

⑦魁'集}ユ4詳割昇二丈へ身'酵Y毛1吾1孝葬

》(〃コ'宰1推'コ劇喜}つを。伽A).

し鳴孝=～コ受･へ)･へ鉢孝劃目》(〃⊃,素

昔(〃(ゴ士(〃妾ぞ平詣(〃申孝'き判畢赫尋赫

ω珊(〃妾壱竜着鳥¥'宰1推。4舅》Q

量母〔μ〃を。管･へ)し膨畢ぞ2⑫畔(ゴ

鉢).気へ彙孝》聯(〃コ)し甲⊃1璽輩§4…F
曳辞尋目く

7'宰1推。(髪堅)甦図(ま昇魁

罷(〃剰o?望弘身二?名誉蓼婁最'昇省

竈'(1(払)昇呈を(∠)職宰1ム砕Eぐ。管

q)しロ労尋ぞコ?(ぎ⊃脛}(〃老⊃1翼)些}

つ2鎚(〃等博日暴戯(〃コ尋:¥:専♪(豪警ユ申

ω鵠翻禦劇:(〃皐盟曾⑪匂(4')丸へ)霞

､弔コ£!郵へ'⑦ω撃411宰喉暖⊃,(浮認

ω毒〔覚㌧字×ミ×･乙牙Eぐ'宰1慰.

。(Σ望ユ(が毫認(～得4遅乙キEぐ⊃1

ぞ黛(〃婁昌半(〃戯(〃罷否ア屡(∠)コ。管準

≡理孝2コ4畔拳Olサ聯尋暑早謝2誕吾(〃を

コ1劔4管勲購尋業(〃日牢昂:¥二寧D/1を

'ぞコ4q蚤;孕剥葺4翠'2コ4泊i募つ

箪;孕業(〃コ4ムキE〈'尉慰。駆う)

し日芳尋ぞコ4η§浸({ア魁⊃1(汐4管享

軍罷沿:量孝導罐4×li美･γ丁髪i彰竈

日寧(49尋.卜'国王(〃を§4×ミ芸･ム

身εぐ'4季'尋2コ4η§9盈畢者

目晦1(ゴ4茎の:量黛21:¥:駆き4由*'宰1推
。管q)し鳴

尋2コ?η書暴聡=1翼平)｢マ王き4寸

Yl[キ･xTン'つ蔀索畢4(〃口星葦(Σ

Φ(ゴ(ぎ､ユ=｢耳』{21ら厚r渉豪碧､〉身2コ?儲.

:狛)つ迅4葬(〃を⊇!季'孝2コ4η§

瓢箪畢呈去'つ軍黎;孕国王♂〕量=:1=丁町

ωコき4牌'宰腱。伽へ)し購母マ⊃管

望ユ…トへ賄(1(ぎ弘年慕陽(〃租(〃コ曳(1

望ユ召智(〃(44推'(1(弘)士鶴(〃申恥4

4×r[キ･×丁レ'割推。受穿(ゴ亀)
!ソ溺←ア管享盟辮孝)

一ン幸(44慰宰1魁

。(Σ･へ)一つ口iサ)重孝ぞコ7(払)(≧ココ》(〃

瞬老=ぞコ⑫昂;1劉幸躍(セ士(〃軒'享1

推。豚へ)(ンn労蓼2コ受呼(ゴマ量'婁

陛1孝(泊躯ぺ1i話ξ)〕蚤;孕(ざ士(〃養4申孝

⊃1(ゴ§'多マ⊃7μ(ゴ(弘)膨(〃i窒ω昨

こ!推'(1(払)卑鶴4し碁孝弔1割4申き4

寧'孝ぞコ管1ノ(ゴ鉢)婁弔遅睡宰1推
o(Σ(ぎ
･ユ.二～=⊃(髪こ〉皿孝

聖(〃首目推割τ絃。･へ払へ)し籔･4つ

c･ぞ0ぞ(ぎ利ぞコ葵こv喜尋遅推日･←

(7gz

一ε99:1｢ζで一;ヒ/て･～ピミチ≧壬鳥¥｣)

｢oつ訴!(Σ(4マ嫌コ導ぞ逞(〃4/て4×

髪'(理暗孝盈章'勲吾孝i窒竈(44凝緋

§o甲毛1吾孝ム×壬.乙y)一(ビrコ牙》

ω寸Xli･¥･×丁髪⊃1(解=γ(髪〉吾濠'1

導(〃奮o甲(潔)免･へ矧,oγ9暴)一･乍4[引

⊃恕(〃)一こv喜(ゴ～窪)畔:璽kマΦηを

oつレ留4尋ぞコ身爵吾聯

箪撃3マ丈へそ厘1一草一'寧1叢呈口罪埋4

η§雲最(〃王'秘マ〉些嬢駅宰1町坐

。弘へ)し鳴孝儲一ン(き%マ推).つを

､12γ臼･輯旧コ幕鯉孝¥晃尋董蹄
'(}マコσき4｢甥i副⊃1(4←(〃平廉遅…τ

＼》;β⊆轟4窒鰯(〃習⊃1(潔4(〃瑚:量(〃…ξ

'穿§⊥
き仏呈最(〃(ゴ畔コ06マ呈宰1牌

。管q}し口弄;孕

η妾祭卑4推》｢を。マγ吾興購

蓼町(〃コ囲(〃毒士1宰1(ゴi韓竈(ρ》こ)喜

⊃1無ぞ年'つ鯛劃別…F婁ぞ(〃妾'婁マ

?管(ゴ為弓こ〉耳コ,～ン国(髪(以`ゴ(ぎ》つマ

韮聾暴劉受身弓:睾;……。(17呈靴母
。(Σq)

し贈孝耳妾(き(44推》!1を。!yη

喜2灘勲石手》撒窮)瑳§溜戦〔1甲恥}

つ〉身晋坐'宰1(ゴ…貿痔目(〃を'勲誰(潔鳶尋

｣～尋管身密》!鼻鼻隠4耳劉'…撃畢'醇

畢畢馳(∠)[皇満'膏陛塾'呈翔'Y融一･･
り

誰臼認峯コ1ぞ(ま(〃繹鳴(〃雷壬覚')れ善

個)免q珊(ゴ職∩黛。(1窒呈4季寧坤孝
。(Σq)
.(ンロ等孝η妾(表(4鐸推)!1を

。(
理4q等2Tン製尋聖(〃を⊃,ぞ

Yを萎τぞ昇二(〃(1轍(〃蛋丁4x髪コ1¥

}(鰐4(4アY刻羊雷毛準'⊃,(》～}鍵坤孝
。駆へ}し鳴母･ηを(}臼

臨.･

4獲》!1老一。Q吾雲最⊃1薫ぞ竿劉

劉辮'昏亘(〃妾'孝皐劉管尋薪輩尉曝
。(Σ【へ)し塒母η老黛臼4推)!1妾

。(
1吾9最(豪}薬し⊇1¥〉身(〃

灘筈(〃を4準'つ雲最)一婁しコ1剴`酵(〃

をぞ醤2呈(〃灘笛罫第(〃4r[～♂よ別軋
o受q)し口善孝η妾

黛臼4推)a老。Q義難回孝(〃秘

?(軌(ざ(ぎ〉04(身4耳§革鰐=1'臼暑呈を

婆竈(〃マつ⊃1焔博1;誹濠=～欝ω国王ω

申R紬聖挿Ri射申孝'(髪昂竈⊃1(ゴ～窪ア1酎
。身q》し既孝穿そ(誉｢(4

畔推)つを一一…一一。2〔電ソ呈呈つ.し望⊃1等ン

釦(〃コ割申*管澤tへ¥'尋.呈耳'〉母』(1

94畔⊃R者(〃日ヨ.目ぞ峯率五4､〉澤o(4

･4･4⊃騒弔(〃{ゴ推雫1(ゴ誰』').〉･字｣

。⑫(払)(が表管〉
/璃⊃に脅峯》｢マ;理(〃

臼4推尋〕二呈耳(〃を'(}(44慰(Σ(払)

製:賜ω翠監o身丸へ).η1(会･1製呼聖⊃,←

TO回'(豪;坤(〃単呈耳尋¥専}4ηき

墾髪}しT⊃1(44製酎(〃寸γ1〔美･x

T'搭享⊃1由･9セ81。←朱屡聖毛∬宰1τ孝を

凄2受η(プざ雪こ〉耳〉コ4卓(〃皐最
o(を(払)(ゴ4

身幸丞盗尋略誰卯寧鷹。←(を(払)←季

つ).の製誰∬。?η§⊥躍疇ゑ帝凄

マoヨ季孝コ～=←剥⊃1翼砲ω込4々国壱

Y。駆へ)つ;孕葦}つマ狸週⊃1茎嘉i睾
'4尉謁(〃箪±(〃曝o唱(払)･4臼舶宰1

夏吸穿製。q昂亀)雫Rコ?の簸婁耳享

⊃,(4←(〃薔劉々国(〃租一。←9(弘)管τ客

§⊥4疇昂薬:¥誰･π一写D/1乳羊⊃1量脇

写←了(〃コ。受(払)難團(》r昇7卒省描彰

孝ぐ一}ん～♂(〃鶉'･ぎ(溜準尋竈申孝(〃瞬
'4季。･(尋η§)繰)つ認蓼3尋星諺

ω晋与冒を辞將Y巖愚泄壱苗(〃剰戻立尋

ら明ヌド宰坤*。吸(払)(ゴ･4kへ尋瓢)卑口魁

尋9甲唱マ(ゴ3昂(4掌坤孝Q7儲袈誰π･

き4盈轡へ昂(〃習儲脾季'〉㍗玄粧(〃丁

鷺鐸し9蜘払1隙¥ψ第'(4剖q尋(潔･謡

尋ぞコo乎畢戻尋】辮±払量曲(∠壕'}

姻)戴へ劃諺習(〃老ぞ昇暴聡09(を(払)

ぞコ9(孝狛孝奥[･呈(∠)";～重ウ丸へ尋吾〉魯くへ

呈'2身塾竪膏房漁尉卑4昂(ぎ'津僻

勲泓)(〃曾蟄卑軍⊃1…耳}(～?)免丸へ糾)(ン

耳〉〔4》。9(≧(弘)管η鯉Ψ留彰砦尋弄

当Q蟹=γ穿(ぞ(～律;へQ⊥⊃,々国4つ9

必4(圏つ､(冒覇(〃戯(〃嬰専'葵壬払)叩}

り匙孝導(〃妾聡へ丁丸へ}学(44劉星(∠)〉

〔1謡'宰に,薬㍗へ尋η(ゴリY葵陛14稟



10月4日 田 午前 の部 にお ける説教

轍

アメ リカの将来

アメ リカ は｢約 束 の地であるから､お よそ
つか

この地 を所有する民は神 に事えな くてはな ら

ぬ。｣さ'もな ければ､滅 ぼ し去られる。

第二副管長

マ リ オ ン･G･ロ ム ニ ー

す る兄弟姉妹。私の話の問に私た愛
ちが共 にみ た まを受 け るこ とが で

きるよ う､一 緒 に祈 って いた だ きた い

と思 う。私 は き ょう､主 が私 たちに伝

えよ うと苦心 され たひ とつ の教 えにつ

いて お話 した い。

この国(ア メ リカ合 衆 国)建 国200

年 に 関連 して よ く聞か れ るの は､｢基

本的 な 自由 と平和 と繁 栄 を､も う200

年 維 持 で きるだ ろ うか｣と い う話 であ

る。

その答 えは､｢で きる｣で あ る。私 た

ちが それ ぞれ悔 い改 め､こ の地の神 で

あ るイエ ス･キ リス トの律法 に 従 うな

らば可能 であ る。

主 は律法 の基 本 を､十 戒 と､山 上 の

垂 訓 と､さ らにはふ たつ の大切 な戒め

の中 で述 べてお られ る。

｢心 をつ くし
､精 神 をつ くし､思 い

をつ くして､主 なるあな たの神 を愛せ

よ。

…… 自分 を愛す る ようにあなた の隣i

り人 を愛せ よd(マ タイ22:37,39)

2,000年 以 上 も昔 に､主 は宣言 され

た。｢こ の土 地 は主 のつれ て来た もう

者 が所有す るため に神聖 に されて いる。

もしもこの 人々が､主 の与 えた も う命

令 に従 って主 に仕 え るな らば､こ の土

地 はか れ らに とって 自由 の 国 とな り

……
。｣(II二Lフ ァイ1:7)

ま た もうひ と りの古代 の予 言者 はこ

う語 った。

｢こ の土地 はす ぐれた土地 であ るか

らこの土地 を所有す る民 はこの地 の神

つか

に事 え さえすれば､奴 隷 とな らず 自由

を奪 われず天下 の どの よ うな国か らも

すべ て支配 を受 け るこ とが ない。 この

地 の神 とは私 た ちがす でに記 した言葉

に よって明 らかに示 され るイエ ス･キ

リス トで ある。｣(イ テル2:12)､

古 代 ア メ リカの住民 の記録 か ら､前

述 の言葉 が成就 され てい るこ とを指摘

す るの が､私 の話の 目的 であ る。

ニ ュー ヨー ク州の西部 ､パ ルマ イラ

の近 くに､｢ク モ ラの丘｣(モ ルモ ン6

:6)と し て知 られ る有名 な丘 が ある。

今 年の7月25日 に､私 は その丘 の頂上

に立 って､目 の前 いっぱ いに繰 り広 げ

られ る息 を飲 む ような パ ノラマ を､畏

敬 の念 に打 たれなが ら見守 ってい たが､

そ の とき私 は､そ の近辺 で25世 紀の昔

に起 きた出来事､す なわ ち偉大 な ジェ

レ ド人 の国家 の終焉 を告 げ る出来事 に

遠 く思 い をはせ た。

モル モ ン経 を読 ん でお られ る皆 さん

は､シ ズの率 いる軍 とコ リア ン トメル

の率 いる軍 の問 で繰 り広 げ られ た､兄

弟 同士相争 う戦 いで､コ リア ン トメル

側 は200万 人 近 くを失 い､200万 人 の

男ばか りで な く｢そ の妻子 もまた一 し

ょに｣死 んだ(イ 勇ル15:2)こ と を

思 い出 され るであろ う。

戦 いが 激 し くな って くる と､生 き残

りの人 たちが｢こ とご と くみ なその妻

子 を伴 って｣(イ テル15:15)､ク モ ラ

の丘 の 周辺 に集 まった。(イ テル15:

11参 照)

｢コ リア ン トメルの方 を善 い と思 う

者は コ リア ン トメル の軍へ集 り､シ ズ

の方 を善 い と思 う者 は シズの軍へ集 っ

た。

… … ここに於 て 男 も女 も子供 もみな

武器 を持 ち.楯 と胸 当 とかぶ ととを身

に着 け､完 全 な武装 を整 え相対 して出

陣 した。 そ して一 日中互 いに戦 ったが

勝 敗 はなか った。

その夜 に なる とか れ らは疲 れて各 々

その陣 に帰 り､そ の 味方の死者 を非常

に悲 しみ歎 き……d(イ テル15:13,

15,16)

こ の戦 い は何 日に もわた って繰 り返

され､や がて｢コ リア ン トメル とシズ

との二 人 を除 いてその ほかの者 はみ な

剣 に か か っ て 命 を落 とし｣､シ ズ 自身

も｢多 く血 を失 ったか ら気絶 して しま

って いたq｣

｢そ こ で コ リア ン トメルは その 剣 に

よ りかか って しば ら く休 んでか らシズ

の首 を打 ち落 した。 この時 シ ズは その

首 を打 ち落 され なが らも一度 は手 をっ

いて身 を もた げたが また倒 れて､息 を

つ こ うと身 をもが きなが ら最 后 を遂げ

た。

コ リア ン トメル もまた地 に倒 れて ま

る で死 んだ 者 の よ うで あ った。(イ テ

ノレ15:29-32)

こ う して､か っ ての強 国､主 が｢全

世 界の 中､汝 らの子孫 を もて わが ため

.に起 す国民 に勝 る国民 ば なか るべ し｣

(イ テル1:43)と 言 われ た ジェ レ ド

人国 家の末喬 は､ク モ ラのふ もとで滅

び たので あ る。
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烈 しい怒 りを招 いた よ うな こ とをさせ

ないため に この歴 史 をあな たたちに伝

える。

ご らん､こ の土地 はす ぐれ た土 地 で

あるか らこの土地 を所有 す る民 は この

地の神 に事 えさえすれ ば､奴 隷 とな ら

ず 自由 を奪 われ ず天下 の どの よ うな国

か らもすべ て支配 を受け るこ とが な い。

この地 の神 とは私 た ちが すで に記 した

言葉によって明 らかに示 され るイエ ス･

キ リス トであ る。｣(イ テル2:11,12)

｢主 の 御手 に よ って導 かれ なけれ ば

何人 も この 土 地 に は来 れな い｣(IIニ

ー ファイ1:6)と い う主 の言葉 の通

り､1492年 に､コ ロ ンブ スは神 に導か

れてア メ リカへ来 た。

時 をさか のぼ る紀 元前590年 か ら600

年 の 間 に､ニ ー ファ イは時 の流れ を越

えて未来 の示 現 を見､｢眺 め る と､私

の兄弟 たちの子孫 と大 海 をへ だて てい

る異邦 人の中(つ ま りヨー ロ ッパ の国

々の 中)に 一 人の 男が見 えた。す る と

神 の 『み た ま』が降 りた もうて この男

に霊 感 を与 えた も うたか ら､こ の 男は

大 海 を渡 って約 束の地 ……へ行 った。

私 は.それか らまた神 の 『みた ま』 が

ほかの異邦 人に も働 きた まい､こ の人

たちが……大 海 を渡 って行 くのが見 え

た。私に は また約束 の地 に多 くの 異邦

人が いるの が見 え… … 。｣(1ニ ー フ ァ

イ13:12-14)

コ ロ ンブス 自身が､自 分 は神 に導 か

れて この地(ア メ リカ大陸)へ 来 た と

は っき り語 って いる。

｢イ ザベ ラ女王の御 前 でアー ビン グ

(宮 廷 歴史家)は こ う述 べて い る。 『コ

ロンブスは雄弁 に力 強 く自分 の計画 を

披 露 した。彼 は 自 ら後に語 った よ うに､

天 か らの 力で心 に火 をと もされ､自 分

をこの壮 大な計画 をなすべ く天 か ら選

ばれた使者 だと考 えた。 ……

コロンブスの息子 フ ェルナ ン ドは父

の伝 記の 中で､あ る ときこ う言 った と

父 の言 葉 を残 してい る。『神 は私 に信

仰 と､そ の後 勇気 を与 えた もうたか ら､

私 は いさんで旅 立 とうと思 った。』

『この計 画 について私 に霊感 を与 え ､

後 には､海 を西 へ向か って行 け ばスペ

イ ンか らイ ン ドへ航 海 で きるとは っ き

り教 えた もうた聖 な る神 のみ名 に よっ
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て 』 と､.コ ロ ンブ スの志 も記録 されて

いるd(ニ ー ファイ･ロ ー ウェル･モ

リスP70PんecJesoブJoseρ んS7πゴ疏 αηd

Tんe∫γF昭 方〃観ε鋭｢ジ ョセ ブ･ス ミ

スの予 言 とその成就｣1945年p.289,

294,295)

コロ ンブ スが導 きを得 た こ とか ら､

私 たちは現 在 このす ぐれ た土地 にい る

の であ る。

神 は独立戦 争 で勝 利 を与 えて 下 さっ

た。 この国 の独 立 は神 のお陰 であ る。

神 は これ まで義 にか な ったあ らゆ る業

に おいて､私 た ち を栄 えさせ て下 さっ

た。 また､｢こ の 目的 の た めに わが挙

げ た る賢 き人 々 の手 によ りて｣(教 義

と聖約101:80)合 衆 国 の憲 法 を制 定

した と､主 は語 ってお られ る。

神が御 自 ら愛す る御 子 と共 に予 言者

ジ ョセブ･ス ミスに現 われ た まい､イ

エ ス･キ リス トの福音 の新 しい神権 時

代 を開 かれ たのは､こ の地 であ る。神

は この地 に神 の教会 を設立 し､こ の地

の隅 々 と可能 な限 り全世 界 に使 い を送

って､こ の地 の神 であ るイエ ス･キ リ

ス トの律 法 を宣 べ､教 えてい る。

主 は この地 につ いて古代 の宣言 を新

たに 啓示 し､何 度 も繰 り返 して こ られ

た。｢こ の地 は すべ てのほ かの地 よ り

も勝 って いる地 で あ るか ら､こ の地 を

所 有す る者が神 に事 え ない時に亡 びて

しま うことは神 が とこ しえに定 め た も

うた ところであ る㊤(イ テル2:10)

この ことが私 た ちに啓示 され てい る

のは､｢神 が定 め た も うたこ とをあな

たた ちが知 る ように､ま たあな たたち

に悔 改 め をさせ､あ なた たちが罪の極

るまで罪悪 をつ ず けな い ように､ま た

あ なたた ちに今 までこの土地 に住む 民

が 自分 の上 に神 の烈 しい怒 りを招 いた

よ う･なこ と を させ ない ため｣(イ テル

2,:11)で あ る。

私 た ちは時満 ちたる神 権時代 に いる。

この 時代 は主 イエ ス･キ リス トの再 臨

で絶頂 をきわめ る時代 で ある。主の再

臨 が近づ い てい るこ とと､折 々に地上

の民 に用 意 されて いる こ とに関 して､

主 は144年 の 昔 に こ う言われ た。

｢神 の怒 り限 りな く悪 しき人々の上

.に注が るる 日……

この故 に､主 の声 は耳 あ りて聞か ん

とす るすべ ての 人々に聞 かれ んため地

の果 に まで及ぶ 。

されば汝 ら備 え をなせ､そ は主 の来

るは近 けれ ばな り。

而 して主 の怒 りは燃 え､主 の剣 は天

に て うるお いたれ ば､今 や この世 に住

む 人々の顔 に下 されん。

… …地 よ り平和 の取 り去 られ
､悪 魔

自 らの領土 を支配す る時 はなお い まだ

しともいえ ども今や近 きにあ り。

され ど主 もまたその聖 徒 らを支 配 し､

その真中にあ りてこれ を統治せ ん。 ……

この世 に下 る審判の ため に天 よ り降 り

来 らん切(教 義 と聖約1:9,11-13.

35,､36)

世 界 各地 の教会貝､非 教会 員 を問わ

ず､私 の愛す る兄弟姉妹 。私 は皆 さん

に 自分 の証 を申 し上 げた い。私 は き ょ
ノ 　

うここでお話 した事柄 が過去 の出 来事

も将 来の出来事 も､真 実 で あ るこ とを

知 ってい る。私 たちの 目の前 にあ る も

の は明瞭､明 確 であ る。選択 は私 た ち

にか か って い る。問題 は ただひ とつ､

この神権 時代 に属す る私 たちが悔 い改

めて この地 の神 であ るイエ ス･キ リス

トの律法 に 従 うか､あ るいは罪悪 が極

点に達 す るまで律法 を拒み続け るか､

い ず れかで あ る。

私 た ちは悔 い改め て律 法に従 い､そ

れに よって､こ の地 の義 しい 人々 に約

束 されて いる祝福 を受 け るこ とが で き

るよ うに､贈 い主 イエス･キ リス トの

み名 に よってへ りくだ り祈 る次 第であ

る。 アー メン。
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につ いて次 の ような適切 な言葉 を述べ

てい る。｢こ の よ うに悪 魔 は この人々

をだ ま し､心 を配って地獄 へつ れて行

くの である,｣(IIニ ー ツァイ28:21)

一 方 私 は
､こ の合 衆国 に も他 の国々

に も､何 百 万何千万 とい う善 良 な人々

が いるこ どに､大 いに満 足 して い る。

大体 の ところ夫 は妻 に対 して誠実 で あ

り､妻 も夫 に対 して忠実 であ る。子 供

た ち も､穏 健 に､勤 勉 に､ま た神 を信

ず る信仰 の 中で育 て られて いる。 こ う

したこ とか ら力 を得 て､私 は状 況が決

して絶望 的 ではない と信 ず る もので あ

る。 また私 は､み だらな行為 と暴 力が

大手 を振 ってまか り通 るの を黙 って許

した り､絶 望 的 な気持 にな った りす る

必要が ない こ､とに満 足 を覚 えてい る。

その波 は高 く､勢 いは強 い。しか し､こ

れ まで述べ たよ うな力 を十 分 に蓄 えて

現 在 効果 的 に働 い て い る少 数 の人々

の 力に､自 分 の力 を加 え る ならば､必

ず押 し戻 す こ とがで きるの で あ る。私

は､こ の邪 悪 に対 抗す る とい うチ ャレ

ンジは､末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教

会 の会 員な ら､市 民 として 決 して避 け

るこ とので きな いチ ャ レン ジで あ る と

信 じてい る。 そ して､そ の 戦い を始 め

なければ な らな い とす れば その時 は今

であ る。この精 神 に のっ と り､私 は､

戦 闘開始 に際 して留意すべ き4つ の点

について提案 した い と思 う。

まず 第一 は､自 分 か ら始 め よ､と い

うこ とであ る。世 界の改革 は 自己の改

革か ら始 まる。私 た ちの信仰 の根 本的

な信条 は､｢わ れ らは､正 直､真 実､貞

潔､慈 善､高 徳 なるべ きこ と… … を信

ず｣(信 仰 箇条 第13条)と いうこ とである。

他 の 人々に高徳 な影 響 を及ぼ した い

と望 むか らには､ま ず私 たち 自身 が高

徳な生活 をお くってい なければ な らな

い。私 たちの生活 に よる模 範は､言 葉

を尽 くして説 く以上 に､大 きな影響 を

及ぼ'す もの であ る。私 たちが他 の人々

を引 き上 げ たい と望 む な ら､私 た ち自

身が一段 高 い所 に立 ってい なけ れば な

らないので ある。

自分 を尊敬す るこ とか ら､人 の美徳

は始 まる。､自分 が神 の子 で あって､天･

父 の姿に形 どって造 られて いる こ と､.

また偉大 なそ して神 の よ づな諸 徳 を発

揮 で きる よう大 きな可能性 が授 け られ

てい るこ とを知 って いる人は､広 く世

にはび こ って い る汚 ない､み だ らな勢

力に対抗 す るために､必 ずや 自分 を鍛

え るこ とであ ろ う。ア ルマは 息子 ヒラ

マ ンに次 の よ うに 言 った。｢神 の命 に

従 って生 きよd(ア ル マ37:47)

主 は 山上 で群集 に向 か って語 られ た

とき､次 の よ うな素晴 らしい言葉 を述

べ られ たが､こ れ は単 な る思 いっ きで

言われ た言葉 では な い①｢心 の 清 い 人

たちは､さ い わいで ある､彼 らは神 を

見 るであろ うd(マ タイ5:8)

あ る賢者 も言 った。｢ま ず 自分 か ら

正 直 な人間に な りな さい。 そ うす れば

世 界か ら うそつ きが ひ と り減 るd

シ ェイ クス ピアは､登 場 人物 の.ひ と

りの 口を借 りて､次 の よ うな説得 力 あ

る訓戒 を与 えて いる。｢お の れ に誠 実

なれ。 さす ればか な らず､夜 が昼 につ

ぐご とぐに じゃな､他 人に対 して も誠

実 な らざ るを得 んd(｢ハ ム レ ッ ト｣一

幕3場78-80､三 神 勲訳)セ

私は､こ の話 を聞 いてい るすべ ての

人に対 し､ .チ ャレ ンジを与 えたい と思

う。不浄 な もの を避 け､心 の思 い を高

め て いただ きたい。 また､諸 徳 の模 範

にな るよ う自分 の行 動 を抑 制 し､言 葉

使 いに注意 して､た だ精神 を高め て成
　

長 の助け にな る ような こ とだけ を語 っ

てい ただ きた い。

では次 に第2の 点に移 ろ う。球 りよ

い明 日は､よ り､よい世代 の育成 か ら始

まる。 とい うこ とであ る。つ ま,り､両

親 は子供 た ちを育 て るにあた って､よ

りよ く働 く責任が あ る といつ『こ とで あ

る6家 庭は､高 徳を育むゆ りか ごであ

り､性 格が築かれ習慣が培 われ る場所

である。家庭の夕べ は､主 の道を教え

る良い機会である。
'あなた方は

､子 供たちが色々読書を

することを知 っているであろう。子供

たちは本を読み､雑 誌を読み､新 聞を

読む。芋供たちの心の中に､最 善の も

のを好む性質を育てていただきたい。

子供たちがまだ小さい うちに､有 益 な

物語 をたくさん読んであげていただき

たい。そのような話は､そ の内容の高

.徳 さのゆえに､決 して子供たちの心か

ら消えることはないであろう。子供 た

ちを良い本に親 しませ ていただきたい。

家のどこか片すみに､小 さ く･とも特別

の コーナ｢を 設けて､そ こに偉大な精

神 を培 うように意 図された本 を最低2､
ノ

3冊 はそろえて置いていただきたい。

また､家 の中には､教 会などで出版

された良い雑誌を置 き､そ れ を読む ご

どにより思いが高め られ､気 高い精神

の持ち主になれるよう配慮 していただ

きたい。適 当な家庭向けの新聞を用意

して､広 く世間に見 られるような汚ら.

わ しい宣伝や記事にさらされることな

く､子 供 たちが世界の出来事 を読め る

ようにしていただきたい。町に何か良

い公演があるときには､家 族そろって

劇場へ出かけるようにしていただきた

い。あなた方がその よ､うな興業を後援

するならば､そ の種の催 し物 を企画 し

ている人々には､こ の上 ない激励にな

ることであろう。情報機器やテレビを

よぐ利用 して､生 活 を豊かなものにし

ていただきたい。その中には良いもの
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10月4日 出 午前の部における説教

ぎ･.
.多

主の前に聖い者と

されるために

私 たち は､あ りの ままの考 えや行ないによ

っては しめて主の前 に聖 い者 とされる。

十二使徒評議員会補助

0･レ ス リー･ス トー ン

愛 する兄剃礁 私は今朝浪 い評
判 を得 るこ との価値 につ いてお話

したい と思 う。

今 まで この壇上 か ら､私 た ちの生 活

を改め､福 音 に従 って生 きるこ との大

切 さにっいて､貴 重 なメ ッセー ジを数

多 く聞いて きた。 皆様 は もし､｢キ･リ

ス トの戒 め を守 り､教 えに従 って生活

す るこ とは なぜ大切 なの ですか｣と 尋

ね られた ら､ど の ように答 えるだ ろ う

か。

おそ ら く多 .くの人が､｢永 遠 の生命

を得 るために｣と 答 えるこ とだろ う。

その通 り､永 遠 の生命 を得 るため で

ある。 では だれ のため だろ うか。 自分

自身 のため だろ うか。確 かに 自分 自身

の ため で もあろ う。 しか しキ リス トは

この よ うに教 え られ た。｢自 分 の命 を

救 お うと思 う者 はそれ を失 い､わ た し

の ため､ま た福 音の ため に､自 分 の命

を失 う者 は､そ れ を救 うであ ろ う。｣(マ

ノレコ8:35)

私 た ちは心 しなければ な らない。 自

分 自身に仕 えるので はな く､同 胞の た

め に仕 え る･ドきであ る。 そ うす るこ と

に よって､天 父のみ業 と栄光 の 内に己

を滅却 す るこ とであ る。私 た ちの奉仕

を最 も有効 な もの とす るために は､私

たち 自身の生 活 を秩 序立 った もの とす

るこ とが必 要 であ る。 そ して福 音に従

った生 活 をす る とき､私 た ちの生 活 は

義 と徳 を放つ よ うに な り､人 々 の生 活

に大 きな影 響 を与 えるこ とがで きる。

自分 自身の救 いのため に義 し くあ る と

いうだけで充分でないのはこの ためで

ある。私たちは自分の持てる徳 を人々

に放ち､私 たちの模範 と評判か ら､人

々がその生活を高め､救 い主の生 きた

模範に従いたいとい う望みを抱 くよう

にさせ なければならない。

日々の生活を見てみると､私 たちは

人々によって裁かれているこ とが しば

しばある。正当な裁 きもあれば､不 当

なものもある。人々が私たちのことを

どのように考 え､ど のように裁 くか､

それを私たちがいつ も制御できるとは

限 らない。 しかし､私 たちの行 ないに

よって人々に伝 えるメッセージを左右

することはできる。私たちはできる限

りのことを行なって､良 い評判を得 る

必要がある。 これは金銭 に換算す るこ

とのできないものである。これが人々

に良い影響 を与える鍵であり､ひ いて

は福音を伝える手段 となる。

良い評判を得ることの重要性 を私は

痛感 させ られたことがある。それは数

年前､す でに成功 を得ていたある大実

業家 と事業を始め たときのことだった。

私たちは､新 しくある品物の卸し業 を

始め る計画 をしていた。彼が資本金 を

提供 し､私 が経営 を受け持ろた。意見

が一致すると､彼 は莫大な額の小切手

を切 り､こ う言ったのである。｢事 業

が成功すれば､そ の功績はすべてあな

たのもの となるでしょう。 そして失敗

して も同様にすべ てがあなたの ものと

なることでしょう。｣そしてこう.つけ加え

た。｢万 一事業が失敗 したら､あ なた

は私以上に多くのもの を失 うで しょう。

私はお金 を失 うだけですみますが､あ

なたは評判を失 うことにな ります。そ

れはお金よりもはるかに価値あるもの

です。｣

この有能な実業家が述べた良い評判

を得ることの価値 を決 して忘れること

はないだろう。幸い私 たちはその事業

に成功 した。

私は評判を上辺だけの見せかけ､す

なわち､浅 瀬 しかないのに深い ところ

があると装ってみたり､偽 りの潜んだ

正直､不 正のある徳 というものだ とは

考えた くない。む しろ人の心の本来の

姿 をはっきりと示す窓のようなものだ

と考えたい。私たちは､気 高い考えや

行 ないによっては じめて､主 の前にお

いて清い者 とざれれる。そ してこのよ

うな状態にあってこそ､同 胞に最 も効

果的に仕 えることができると言えよう。

キリストは､ま ず他人のことを考える

ようにと教 えられた。 自分だけひそか

に福音に従った生活をす るだけでは不

十分 である。私たちは接するすべての

人に模範 を示さなければならない。 こ

の点か ら考えると､大 切 なことは､私

たちが何であるかだけでな く､人 々が

私たちをどう考えているか もまた大切

なのである。宣教師 として効果的に1動

くためには､優 れ た特質 を身につけ､

･すべての点について高潔であるとの評

判が得 られなければ な らないであろ

う。

私について言えば､信 頼､す なわち
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自分 自身で あ る とい うこ とは真実 で あ

ろ う。･しか し､人 は この世 で､孤 島に

住 んではい ない。すべ て の人は 人々 と

交 流 して生 きて い るので あ る。従 って､

気 ま まに振舞 うこ とはで.きない。 人は

み な､他 の人 々あ るいは グルー プに属

し､そ れ を代 表 してい るのであ る。 例

えば､私 た ちは家族 を代 表 して お り､

家 族 の評判は家族一 人一 人の行 ない に

よって築かれ る。

ジ重一 ジ･ア ルバ ー ト･ス ミス大 管

長 は重 い病 気 にかか った ときの あ る経

験 を語 って いる。 それ は健康 の 回復 を

はか るため に､ユ タ州セ ン トジ ョ}ジ

で転地 療養 していた ときの ことである。

大 管長 の容態 は きわめ て悪 く､:ほ とん

ど動け ないほ どだ っ鵡 ス ミス大 管長

は話 の 中で次 の ように回 想 して い る。

｢あ る 日
､こ の ような状 態の下 で､私

は意識 を失 い､死 ん だか と思 った。 私

は大 きな森 を前 に して､美 し い大 きな,

湖 のほ とりに立.っで いた。 この世 での

働 きを終 え､ふ るさ とへ 戻 ったのだ と

感 じた。'いや､感 じた ようだ った。 ぢ1

れ か いない ものか と思 い､辺 りを見 回 ∫

した。 しか し目の前に は大 きな森 後

ろには美 しい湖 があ るだけで､人 の い

る気配 は全 くなか った。･

私 は辺 りをさ ぐり始めた。す ると森

の 中に小道 があ った。 それ はあ ま り人

の通 らない道の よ うで乱ほ とん ど草 に

覆 われ ていた。 その 道 をしば ら く歩 く

と､思 い もよらぬほ どあの森 か ら離 れ

て しまっていた。す ると男の人が ひ と

りこち らに向か って来 るの が見 える。

非常 に大柄 な人 だった。 私 は足 を早 め

た。1その人が私 の祖 父だ とわか ったか

らであ る。 … …祖 父が こち らに向か っ

て来 るの を見て､ど ん なに うれ しか っ

たこ とだ ろう。私 は祖父の 名 を継 いで

いたので､そ のこ とをいつ も誇 りに思

っていた。

あ と数 歩 とい うと ころで祖 父は立 ち

止 まり､私 に も止 まるよ うに合 図 した。

それか ら､こ のこ とき少年､少 女 そ し

て若人の皆 ざんは決 して忘 れ ないで い

ただ きたいのだが､祖 父は真剣 な まな

ざしで私 にこ う言 った。

『お まえが私 の名 で何 をして きたか ･

知 って も らいたい。』

私が かつて したすべ ての こ とが まる

で走馬燈 の.ように､私 の前 に写.し出･され

た。すべ ての こ とが,そ こに立 って い

るその ときまでの ことが､す べ てあ っ

とい う間に あ りあ りと写 し出された。

私の生 涯が よみが えったので ある。 私

は ほほえんで祖 父 を見つめ､こ う言 っ

た。

『あなたの名前 を使 って
､あ なたが

恥 ずか し く思 うようなこ とは何 ひ とつ

.し封 んでした･』.▽
す ると祖 父 は近 づ いて､』私 を抱 きか

か えたので ある。 意識 を取 り戻 したの

は その ときであった。私 の枕 は まるで

水 をか け たか の よ うにぬれて いた。 そ

雛 瓢 答えるテと轡 欄
ス ミス大管長 は次の よう･に続 けて い

る。｢私 はこの ことを幾 度 どな く考 え.

牟。そしてそれ腿来､そ れまで以上にン
』家族 の名前 を大切 に しよう として きた

。

全世 界の人 々に 申 し上 げた い。 あ なた

の 父 と母 を敬 いな さい。 あ なたの家族

の 名前 を尊 びな さい。 なぜ な ら､そ の

名前 であ なたが何 を行 な って きたか を

いっ か彼 らに､そ して天父 に報 告す る

特権 と義務が あ るか らで ある。｣(ジ ョ

ー ジ･ア ルバ ー ト･ス ミス
､Sん α蛇ηg

言肋GospeZω 晒o孟 舵 γ5｢福 音 を分 か

ち合 う｣p.111,112)

私 た ちが代 表 してい るの は家族 だけ

ではな い。私 た ちが属 して い る地域社

会､地 方､国 の総体 的な評 判は､個 人

の行 ない を土 台 とし℃ いる。 また私 た

ちの 多 くは生 計の資 を得 る会 社や企 業

を代 表 してい る。学生 は学校 を代 表 し

てい る。 そ して､教 会員 であ る私 た ち

は行 ないに よって教 会 を代 表 してい る

ので ある。 私 たちは何 を伝 え よ うとし

て いるのだ ろ うか。

私 たちには神 よ り与 え られ た特 別な

責任が あ る。 バ プテ スマ を受 け る とき､

私 たちはその身 にキ リス トのみ 名 を受

け るのであ る。 そ して毎週 聖餐 を受 け､

天 父 と交 わ した誓約 を新 たにす る。 御

子の み名 を受 け､御 子 を常 に忘 れず､

ま たその下 した まえる戒 め を守 るこ と

に よって､御 子 のみ たまが常 に共に あ

るよ うピ!とい う誓約 を新 たにす るので

ある。･(教 義 と聖 約2Q｢:軍 参 照)

､･バプ テスマ を受 け るこ とに よって ､

私 たち}まキ
.リス トの 家族 の一 貝 とな り･

キ リス トのみ 名 を負 う。 私 た ちは神権

者 として､.ま た王 国の民 として､こ の

地上でキ リス トを代表するのであ丙･

私 た ちに はキ リス トを代 表 し､宣 教

師 とな って､世 のすべ て の人 々にキ リ

ス トの メ ッセ ー ジを宣べ伝 え る特権 が

与 え られ てい る。 同時に キ リス トのみ

名 を受 け るにふ さわ し くあ り､私 た ち

が出会うすべての人にあらゆる点でギ･.1。

を正 しく代表す るとい う義務 も与劇らン

れている。このように生活するな らば､

私たちの生活信その行 タいによってギ

. ､リス.ゆ 教羅 の抑 越 るであろう･』劉 畿
･騨 嗜 ておられる

｢あ な孝 がた.はζ世(っ光 で ある。 山

. .の上 に ある町 鉢隠れ るこ･とがで きな い･

.ま たバあ か り,をっ けて､そ れ を枡の

下 にお く者 はいな い。む しろ燭 台の上

にお いて､家 の 中のすべ ての もの を照

させ るの であ る。

そ:のよ うに､あ な たが たの光 を人々

の前た輝 か し､そ して､人 々が あな た

がたの よいお こない を見て､天 にい ま

す あ なたがたの 父 をあが め るよ うに し

な さい。｣(マ タイ5:14-16)

人 格 を築 くにつ れて､私 た ちの光 は

さらに輝 きを増 すよ うに なる。そ して､

得 て いる評判が まさに内な る自己 を反

映 した もの とな るの であ る。その結 果､

神 の み前 と同 胞の前 にあ って､自 己評

判 と自己はひ とつ に結 ばれ る。

長年 にわ たる教 会 と実 業界 り経 験 か

ら､私 は､私 たちが行 な うすべ ての こ

とに価値 あ る良 い評判 を維持す るこ と

が いか に重要 であ るか を悟 った。

1証 申し上 げる
。 この世 の生 活で本 当

の喜 び と幸福 を得 ～主 に よ.く仕 えて､

主 の王 国建 設 に力 を尽 くす ために は､

良 い評 判 を築 き､そ れ を維持 しなけ れ

ば な らない。 これは罪 を悔 い改め､福

音 の原則に従 って生 活 し､神 の戒め を

守 るこ とに よっては じめ て達 成 され る

の であ る。

私 た ちすべ てが この こ とを実践 で き

るよ う救 い主 イエ ス･キ リス トのみ 名

に よってへ りくだ り祈 る。 アー メン。
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い たとき､オ ラ ノタ人の任ん てい た地

域 だけか特 に 目につ いたの てあ る。彼

らは細 いの圧音 を払 って､彼 らの往居

とその周 囲を見事 な状聾 に保 ってお く

のてあ る。通 りに こみ をため る ことな

と決 して なか った。 また､通 りに こみ

容 器 を出 しっ放 しに してお く二とも決

してなか った。 法律 てそれ を禁 して い

たのて ある。 これは50年 前の こ とて あ

る。 たか､最 近 の新 聞記事 を読 んて､

今 なおその感受1生か根強 く残 って いる

の を知 り､う れ し く思って いる。 その

記事 は､お おむね次の よ っな ものて あ

った。

｢ア メ リカ人かオ ラノタに行 って最

初 に気付 くこ とは､何 か あ るはすの も

のかない とい っことてある。

もち ろん､こ みは ない。 空 きカノや

古新 聞紙か下水 溝て風 に吹かれ てい る

こ ともない。酔 っ払 い も見当 らない し､

路地に酒ひんか転かっていることもな

い。飢えた野良大もいなけれは､よ と

んた川か ら発散す るはすの喜臭 もな

い 。

オ ラノ タ人 は､公 害や 浪費や 醜悪 に

対 して､と う対処 すへ きなのか､い つ

て もよ く知 ってい た。彼 らは それ を許

さな いのて ある。｣(ト ム ボー テ ン

`Ho〃 αηd
,Tα んzπ9置んeTθ ηs`oπ0厩

oノ 五ガe"『 オ ラ ンダ,人 生か ら緊張

を取 り除 く』"αsんzπg言oπPo舘,1975

年6月7日,PA-11)

オ ラ/タ の 人々の住 まいは確 かに質

素 て あったか もしれ ないか､彼 らは細

心 の圧音 を払 って,任 まい を清潔 に し

ていた。私 たちは､女 陛か 朝､ト アの

真 ち ゅ うをみか き､家 の玄 関 口に フラ

/を かける姿 をよ く目に した。 また歩

道 に まて フラ ノか け をしてい る光 景か

何 度 も目に とまった ものて あ る。

その理 由 を尋 ね るZ要 は あるまい。清

掃 の行 き届 いた通 りを歩け は､家 の 中

に こみや 汚れ を持 ち込む こ とか な い と

い うこ とを知 って いるため､そ れに よ

って､良 い習慣か一 層確 立 した こ とは

言 うまて もない。恐 ら くこの考 え方 は､

心 に もあて は まるの てはな いた ろ うか。

心の 中に入 り込 も うとす る不純 な もの

を掃 き出す ために､絶 えすみ か きをか

け､そ れに よって し･か汚 され ない よ う

にす るのて ある。

私 は この清潔 の習 慣につ いて 否い巡

ら していた とき､と っ さに､私 か子供

の頃 に与 え られた訓 戒て 巴い当た る も

のか あった。私 は その頃､足 や 顔 を洗

う とい う 日課 をお ろそかに しよ っ とし

て いたのて ある。｢清 潔 は聖潔 に通す｣

と い う言葉 て､両 親か ちや さ し く圧音

を受 けた もの て ある。私 は この 言葉 を

度々耳 に してい たため に聖句 てあ る と

乏 しい水の最後の一滴を友のために分 け与 λる隊員。キルハー ト リスウォル ト作 のモルモ/大 隊記含碑 よ り。(ユタ川庁)
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10月4日 田 午 前の部 にお け る説教'
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誓約と祝福

主 と誓約を交わす者は､従 順な らば祝福を

受 ける。 しか し不従順な者 はのろいを被 る。

十二使徒評議員会補助

ウイ リァ ム･H･ベ ネ ッ ト

兄 弟姉妹の皆さん･私 たちの天父は･
アダムの時代か ら現代 に至 るまで､

そ の子 らと誓約 を交 わ し､祝 福 を約 束

してこ られた。 そ して神 の子 らは､そ

れ らの誓約 を忠実 に守 るな らば､そ の

祝福 にあずか るこ とが でき るの であ る。

本 日私 は､こ れ らの誓約 と祝福 につ い

て い くつ かの事 柄 をお話 したい。

聖典 か ら､私 たちは全員､肉 体 を も

って生 まれ る以前 に霊 として､文 字通

り天 父の霊 の子 として存在 して いた こ

とが わか る。 しか し､す べ ての者が 同

等 の英知 を具 えていた わけでは ない。

ある者 は他 の者 よ りも従順 さと忠実 さ

において勝 っていた。 その結果､彼 ら

は特別 な祝福 を与 え られ､こ の世 にお

いて特別 な使命 を果 たす 者 として選 ば

れ たのであ った。(ア ブ ラハ ム3=11,

12,14,16-19,22,23参 照)

私 たちは聖典 か ら､こ れ ら選 ばれた

者 たち を幾人か あげ るこ とがで きる。

その第一 は､霊 界におい て高い地位 に

あ り､天 使 長 として知 られ てい た ミカ

エルであ る。彼 は選 ばれ､御 父 と御子

の下 にあ って､永 遠 に 人類 の長 として

立 つ､最 初 の 人間アダム とな った。そ

のほかに選 ばれ た者 として､セ ツが い

る。セツは､義 人アベル の死後､ア ダ

ムの息子 た ちの中で最 も忠 実で あった。

エ ノクもそヴであ る。エ ノ クは ､彼 の

血 統 を通 じてノア とメシ ヤ が生 まれ る

であ ろう との約 束 を主か ら受 け､ま た

彼 の子 孫は地球 が存在す る間存続す る

であ ろう という約 束 も受 けて いる。 ま

た､ノ ア もそ うであ る。 ノア は選 ばれ､

洪 水後､こ の地上 にお け る人類 の第二

の父 となった のであ った。 さ らに､ノ

アの選 りす ぐりの息子 セム も選 ばれ た。

アブ ラハ ム､イ サ ク､そ れにヤ コブ も

そうであ る。(ア ブラハ ム1:3;

モ ー セ1:34,6:8,22,45,46;ル

カ3:8;教 義 と聖約29:26;88:112

-115;78:T6;107:53-56;116 .;

TeαC痂9SO∫ 置んePZOPんe孟｣OSεPん

Smゴ 置ん,『p.157)

偶 像 崇拝 の横行 す る.中に あ って･も､

ア ブ ラハ ムは真実 の神 を礼拝 し続け､

主 よ り与 え られた あ らゆ る試 みに耐 え

て､そ の忠実 さを証 明 した。 その結果､

主 はア ブ ラハ ム と誓約 を交 わ し､彼 と､

最 後の代 に至 る までの彼の忠実 な子孫

とに祝福 を約束 され たの であ る。 こ う

してア ブ ラハ ムは､｢先 祖 に属 け る権

能 を保つ正 当の世 嗣､大 祭 司 とな りた

り。｣(ア ブ ラハ ム1:2)そ し て､こ の

神 権 の権 能 は､｢神 が子 孫 に就 きて先

祖 に与 え られ し任 命 に 従 い｣､忠 実 な

者 の血統 を通 じて受 け継がれ た。(ア

ブ ラハ ム1:4。 教 義 と聖約84:14-16

を も参 照)

な ぜ特 定の 者が選 ばれて､神 権 を受

け､神 の 特別 な使 い として この世 で神

の代理 を務め たのか と､疑 問 に思 うか

もしれ な い。 これ に対 して､予 言者 ア

ルマ の極 め て確 信 に満 ち た答 えが モル

モ ン経 に記録 され てい る。

｢祭 司 た ちが聖 任 された仕方 は次 の

ようであ る。か れ らはそのす く･れて堅

固な信仰と善い行いとがあるために､

神の先見の明によって創世の前か らす

でに選んで備えておかれた。かれらは

まず善を選ぶの も悪 を選ぶの も心のま

まに許 しておかれたが､ .すでに善 を選

んでその信仰がす ぐれて堅固であった

か ら､聖 い召を受けてこの職 に召され

た。……

かれ らが この聖い職に任ぜ られたの
よ

はその信仰 に由 ったの であ って､… …｣

(ア ル マ13:3,.4)

そ れ 故 にアブ ラハ ムは､前 世 にお い

て忠実 であ った ために､こ れ また神 権

を持つ 資格 のあ った忠実 な先祖 の血統

を通 じて､こ の地上 に生 まれ る ことを

許 され たので あった。 そ して また､前

世 の善 き業 に加 えて､こ の世 のあ らゆ

る試 しに耐 え､遺 憾 な く忠実 さ を証 明

した こ とか ら､主 は彼 とこの神聖 な 誓

約 を交 わ され た。 この誓 約は､ア ブ ラ

ハ ム2:8 ,9,11に 記 録 され てい る。

｢わ が 名はエ ホバ な り
。われ は始 め よ

り･終りを知 る。 これ を以 て､わ が手汝

を覆わ ん。

われ汝 を大 いな る国民 とな し､汝 を

限 りな く恵み､汝 の名 をすべ ての国民
うち

の中に大いならしめ､汝 は汝の末の子

孫に とり祝福の基となりて､汝 の子孫

は万国の民にこの導きと教 えを施す職

と神権 とを携えて行かん。……
のろ

われ汝 を祝す る者 を祝 し､汝 を咀 う

者 を咀 わん。 また…… この権 能 は汝 に

よ りて継続 し､ま た汝のす え…… に よ
けん

りて世界の春族ことごとく祝福を得ん､

～
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を受 け継 ぐ道 を開 く､神 聖 な誓約 に入

る。(メ ルケゼデ ク神 権 の 誓 詞 と誓約

につ いては､教 義 と聖 約84:33-41を

参 照)

｢新 し き且 つ永遠 の誓約｣と は
､イ エ

ス･キ リス トの完 全な福音 で あ り､神

より与 え られ た生 命 と救 いの計画 の範

囲内にあ る約束 と規約 はすべ てこれに

含 まれ る。 そ して､心 か ら信 じる者は､

この計画に よって､キ リズ トの 日の栄

光 の家族 に入 り､｢父 の もて るすべ て｣

を受 け継 ぐこ とを許 され るの であ る。

モルモ ン経 には完全 な福音 があ り､

そ の 中に与 え られて い る律法 と教 義 は､

そ れ を受 け入れ る者 に義 務 を負わせ る

もの である。人はバ プテ スマ の誓約 を

交わす と､必 然的 に永遠 の生 命 を約束

され るこ とにな る。 それ によ って 門戸

が開かれ るので ある。 しか し､こ の大

きな約束 を勝 ち得 るため には､ま ずそ

の約束 を受 け るにふ さわ しい こ とを 自

ら証 明 しなけれ ばな らない。

出エ ジプ ト記 に述 べ られて いる よう

に､い つの時代 に も神の 民には､安,自､

日の律 法が永遠 の誓約 として与 え られ

て きた。(出 エ ジプ ト31:16参 照)そ し

て これには､物 心 両面 の祝福 が約 束 さ

れてい る。(教 義 と聖約59:9-20)

聖 餐 の儀式 に よって､教 会 貝は主 と

交わ した誓約 を新 たにす る。 同時に､

信 仰篤 くふ さわ しけ れば､彼 らに恵み

をもた らし､永 遠の生 命に導 く聖 き｢み

た ま｣を 受 け るこ とがで きる とい う確

信 を再 び得 るの であ る。(教 義 と聖 約

20:77,79;IIIニ ー フ ァイ18:7,

11;モ ロ ナ イ4:3;5:2)

知 恵 の言葉 でさえ も､約 束 を伴 う原

則 として与 え られ てい る。(教 義 と聖

約89:18-21参 照)

私 た ちは神殿 にお いて､偉 大 な福 音

の真理 を学 んでい る。神 殿のエ ンダ ウ

メン トは､地 上 におけ る人の生 涯に関

す る知 識 を与 え､ま た この世 にお いて

幸福 を得､天 にお いて昇栄 を得 るため

の方法 と手段 を与 える もの であ る。 ま

た神殿 のエ ンダ ウメ ン トは､進 歩 の実

を享受す るため に､ま た可能 な行 く末

に到達す るため に人は いか な る行 ない

をなすべ きか とい うこ とにっ いて も特

別 に教 えて いる。罪に陥 らな い ように､

76

そして貞節を守 り､徳高 く､誠実である

こと､ま た利己心 を持ってはならない

こ とを教えている。さらに真理の大義

のために､ま た永遠の福音を人々に説

くために､自 分 自身の持てるすべての

ものを主に捧げるように教えて いる。

自分 自身のエンダウメン トを受け､

この貴い知識を得る者は､与 えられた

教えに従い､日 常生活においてそれを

実践す ることを､神 と誓約するのであ

る。また､神 殿で交わ した約束 を履行

しない者は神か ら罰せ られ､他 方､真

理 を受 け入れ､そ れを実践 し､戒 め られ

ている通 りに福音に従って生活する者

は､豊 かな祝福 を受け るであろうとも

説かれている。

恐らく､神 殿の儀式の内で最 も素晴

らしいものは､こ の世だけでな く永遠

にも及ぶ､夫 婦 と子供たちとの結び固

めの儀 式であろう。福音に よれば､夫

婦関係は死をもって終わることもな く､

墓 を越えて続 く。この世 と永遠 に及ぶ

このような結合､結 び固めは､大 管長

ただひとりが所有す る特別な権能によ

ってのみ執行することができるのであ

る。大管長はこの権能 を他の人に委譲

することができ､現 にそっしている。

従って､大管長か らその権能を受けてい

る神殿職員や その他の人々は､神 殿に

おいて諸々の儀式 を執行することがで

きるのである。

すべ ての教会貝は､そ の行ないが義

しければ､適 正な年齢に達すると､貴

いエンダウメン トを受け､私 たちに救

いと昇栄 をもたらすための御父の偉大

な計画について常に新鮮な記憶 と維持

することができる。

兄弟姉妹の皆 さん､結 論 として言え

ることは､私 たちが神殿で交わす誓約

が永遠にその効力 を持つ神聖 なもので

あるとい うこ とである。このことを決

して忘れないでいただきたい。不幸な

ことに､神 殿推薦状 を受けるための面

接で､誓 約に忠実でないことが明らか

になる人々がいる。また､誓 約 を軽視

していること､守 っていないことが面

接で明 らかに される神権指導者 もいる。

そしてある人々は､ふ さわ しくない状

態で神殿に入 っている。そのような人

々は､自 分の永遠の行 く束を危険にさ

らして い るの であ る。

皆 さんに とってため にな る､ひ とつ

の話 を したい。 それは ひ と りの兄弟 の

話 で ある。彼 はあ る若 くて美 しい女性

を愛す る ようにな り､ふ た りは神 殿に

入 って､今 も永世 に も結 び固め られ た。

しか しや がて 誓約 を軽視 し､重 大 な罪

を犯 し､教 会 か ら破 門されて しまった。

次い で夫 婦は離婚 した。その後､彼 の

最:初 の妻 は､神 殿 の結 び固め の解 消 を

申請 した。 こ うして始 めて､彼 女 は他

の 男性 に結 び固め られ るの であ った。

す る と彼 は､そ の解消 に同意 す るか､

あ るいは それ を拒 むか問 われた ときに､

数 頁に及ぶ長 い手紙 を書 き送 つた。そ

れ は次の ような言葉 で始 まる。

｢え え
､同 意 します 。･彼女 にふ さわ し

い幸せ を得 られ るよ うに して あげた い

と思 い ます。｣次 に 彼 は数 段 落 にわ た

って､先 妻の徳 を称 えた。続 いて､こ

の よ うに言 っている。｢な ぜ 私は､彼 女

と息子 の ため にで きるこ とを しなか っ

たの で し ょうか。不 注意 だ ったか らで

す。誘 惑者 の声に耳 を貸 し､捕 えられ

たのです 。これ まで彼女 と息子 に行 な

って きたこ とは決 して赦 されな いこ と

で しょ う。｣最 後に｢絶 望 した 男よ り｣

と結 んで署名 が して あっ た。

兄 弟姉妹 の皆 さん､私 たちに は 自由

意志 が ある。 しか し､私 た ちが選 んだ

事柄 の結 果 を決め る 自由意 志 は全 く持

たな い。行ない に対 して責 任 を取 るの

は私 たち 自身だか らで あ る。

皆 さんに証 を申 し上 げた い。 この教

会 は神 の予言者 に よ り導 かれ てい る。

そ して､予 言者､聖 見者､啓 示 を受 け

る者 として支持 され てい るそのほか の

神 の予 言者 たちは､彼 の傍 らに いるの

である。私 たちの予 言者 の声 に耳 を傾

け よ う。私 たちが交 わ した誓約 に忠実

でい よ うではな いか 。心か らイエ ス･

キ リス トの み名 に よって祈 る。 アー メ

ン 。
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よっとしている。彼 らにとって､神 を

信 しることは時代遅れなのてあろう。

彼らは､神 の戒めか水遠不変なことを

忘れている。私はひとつ尋ねたい。被

造者か創造王よりも賢いことかあり得

ようか。

我か国の裁判所は神の律法と戒めに

代わ り､人 の作った法を取 り入れてい

る。神は死んてはいない。神は水遠に

同 して､確 固として変わらす､神 の子

らへの愛 とあわれみに満 ちておられ る。

専の力は神の力と対立す る。サタノ

は国家や国民生盾の上に広 く力をふる

って いる。 国家 の指導者 か 自分 勝 手 な

道 を歩 んて いる と､誤 解や 問題 は増加

し､論 争 や争 いかふ えるこ とたろ う。

王 は予 言者!ヨ セ フ ス ミスに告 け

てお られ る。｢汝 ら備 え をなせ､ま さ

に未 るへ き事 のために備 え をなせ､そ

は王 の未 るは近 けれは な り。｣(教 義 と

聖 約112)

この み業の最後 の神 権 時代 に､王 は

｢汝 ら
､王 の大 いな る 日のため に備 え

を為せ｣(教 義 と聖 約13310)と 警

告 された。

私 たちは､王 の再 臨に備 え､私 た ち

にてきる最 も大切 なことは何てあるか

を充分に理解 して､従 順 と忠実さによ

って王の罰か ら逃れ ようてはないか。

そのために､次 の事柄 を考 えな くて

はならない。私たちは自分の生活と家

庭 とを整える必要かある。それはつ ま

り､自 分 を見つめ､喜 い行ないを認め､

Z要 ならば晦改めをすることてある。

神の戒めをすへて守 ること､隣 人を愛

すること､模 範的な生活 をすること､

良い夫､良 い妻 となることてある。そ

して子供たちを正義にかなった方法て

教え導 くこと､仕 事や家庭てすへての

大平,羊に向けて歴史的な行軍 をするモルモ/大 隊を､い ぶか し気に見守 るインティアン。
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10月4日 出 午後 の部 にお ける説教
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予言者と予言

この教会は予言を土台として建てられてい

る。ある予言はすで に成就されてお り､ま た

ある予言はやがて成就さーれ ようとしている。

十二使徒評議員会会員

リグ ラ ン ト'･リ チ ャ ー ス

弟姉妹､教 会のこの素晴らしい総
兄
大会に 出席 す る機会 にあずか り､

とて も うれ しく思 っている。主 のみ た

まの導 きによって語 る とき､私 が この

限 られ た時 間内で 申 し上 げ るこ とが､

あ なた方 の証 を強め る もの とな り､教

会員でない方々 に も何 か を感 じて いた

だける と確 信 している。

今 日私 は､予 言 と予言者 の重 要性 に

ついて少 しお話 したい と思 う。

救い主は復活後､ふ た りの弟子 とエ

マ オに向かわれ たが､弟 子 た ちは｢目

が さえぎられ て｣(ル カ24:16)救 い 主

を認め るこ とが で きなか っ た。救 い主

はふた りの弟子 の話 に耳 を傾け なが ら､

か つて御 自身が 教 え られた こ とを､こ

のふ た りは理解 して いない とい うこ と

に気がつか れた。 そこで救 い主 は こ う

言われ た。｢あ あ､愚 か で心 のにぶ いた

め､預 言者 た ちが説 いたすべ ての事 を

信 じられない者 たちよ。｣(ル カ24:25)

そ してモーセ をは じめ とす る予 言者 た

ちが､救 い主の こ とをどの ように証 し

てい るか を彼 らに示 され た。聖典 を調

べ れば ､予 言者 たちが救 い主の生涯 と

使命 を極めて細か い点 に至 るまで予 言

してい るこ とが わか る。例 えば､救 い

主が十字架に掛 け られ た とき､そ の衣

を くじで 引いて取 る とい うよ うな こと

まで も予言 してい る。(詩 篇22:18)

ペ テ ロは次 の よ うに 言 った。｢こ う

して､預 言の言葉 は､わ た したちに い

っそ う確実 な もの にな った。 あな たが

た も､夜 が明け､明 星 がの ぼって､あ

な たが たの心 の中 を照す まで､こ の預

言の言 葉 を暗や み に輝 くともしび とし

て､そ れ に 目を とめ て いるが よい。｣

聖 書 の予 言はすべ て､自 分 勝手 に解

釈すべ きでな いこ とを､ま ず第一 に知

るべ きである。(こ れは重要 な こ とであ

る。)

なぜ な ら､予 言は昔決 して 人間の意

志 か ら出た ものでは な く､神 の聖 者が

聖 霊に感 じて語 っ た ものだか らで ある。

(欽 定訳IIペ テ ロ1:19-20)も し私 た

ちに これ と同 じ力が あ るな ら､私 たち

は予言 を理 解 で きるはず であ る。

神 の予 言者 た ちは､救 い主 が時 の絶

頂 に おい でにな ると予 言 した よ うに､

再 臨 に先立 って起 こ る重要 な事柄 につ

いて も数 多 く予言 して いる。 その うち

の い くつか をお話 した い と思 う。

予 言者アモスはこう言 ってい る。｢ま

こ とに主 な る神 はその しもべ であ る預

言者 に その隠れ た事 を示 さな いでは､

何 事 を もな され ない。｣(ア モス3:7)

も し この こ とを理 解 していれ ば､予 言

者 を頭 としない 業 を捜 し求 め る者 は

この世 にだれ もいな いはず であ る。主

は 頭 で ある予 言 者 に 知 らせ ない では､

どの よ うな業 も行 な亀われ ない。予言者

ジ ョセブ･ス ミスの 時代 か ら今 日の予

言者､ス ペ ンサー･W･キ ン ボー ル大

管長 に至 る まで､神 が 多 くの予言者 を

私 たちに お与 え下 さ ったこ とに感謝 し

よ うでは ないか。

私 は キンボール大 管長 と37年 もの間

親 し くしてい る。 この世 で彼 ほ どキ リ

ス トに近 い人 を私 は知 らな い。 もし も

主が キ ンボー ル大 管長 の よ うな人 を通

して語 られ ない とすれ ば､ほ か にだれ

が それにふ さわ しい と言 えるだ ろ っか 。

私 は生 ける予 言者が与 え られ てい るこ

とを感謝 してい る。

｢預 言の 言葉 は
､わ た したちに いっそ

う確実 な ものに なった｣(IIペ テ ロ1:

19)と 語 った ときのペ テロの言葉 を理

解 す るな らば､主 のみむ ね とみ ここ ろ

を知 るために は神 の予言 者に よる以 上

に明 らか でかつ確 実 な方 法は ない とい

うこ とを理 解 す るな らば､｢ま こ とに

主 なる神 は その しもべ であ る預 言者 に

その 隠れ た事 を示 さないでは､何 事 を

もなされ ない｣こ とが わか るのであ る。

(ア モス3:7)

今 日ア メ リカには約700も の キ リス

ト教会 が あ る。 しか し､前 に述べ た言

葉 を信 じ､イ エ スが予 言 を どれほ ど重

要 に考 えてお られ るか を知 るな らば､

人 は､神 が みむねや み ここ ろをあ らわ

され る予言者 の いる教会 以 外に､真 理

を捜 し求 め は しな いはず であ る。

なすべ きこ とは た くさんあ った。ペ

テ ロは､ペ ンテ コステ の 日の後､キ リ

ス トを殺 した人々 に向か って この よう

に言 った。｢だ か ら､自 分 の罪 をぬ ぐい

去 ってい ただ くため に､悔 い改め て本

心 に立 ちか え りな さい。

それ は､主 のみ前か ら慰 め の時が き

て､あ な たがた のために あ らか じめ定

め てあ ったキ リス トな るイエスを､神

がつか わ さ して下 さ るため で ある。
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また 『彼に主権 と光栄 と国 とを賜 い､

諸 民､諸 族､諸 国語の者 を彼に仕 え さ

せ た。』(ダ ニエル7:14)と あ ります。｣

私 は続 け た 。｢人 の子 の ような者 が

天の雲に乗 っておい でにな った とき､

も しも王国 の備 えが で きて いなければ､

どの ように して王国 を与 え るこ とがで

きるでし ょうか。 それ をして い るのが

末 日聖徒 なんです。｣

あ なた方 は神 の聖徒 として､教 会の

偉大 な伝道 プ ログラム を促 進 し､ま た

什分の一や献 金 を納め るため に､時 間､

才 能､資 産､そ れ に 自らの子供 た ちを

さえ犠牲 に してい る。 この よ うな こ と

は､今 日の世 に あって類の ない こ とで

ある。これは神が予 言者 を通 して働 き

か けてお られ るか らであ る。 パ ウロは

当時の教 会に次の ように書 き送 ってい

る。｢ま たあ なたが たは､使 徒 た ちや預

言者 たち とい う土 台の上に建 て られ た

ものであ って､キ リス ト･イ エ スご 自

身 が隅 のか しら石 で あ る。｣(エ ペ ソ

2:20)

従 っ て､真 理 を求め る者 は使 徒 と予

言者 を土台 と して建 て られ た教 会 を捜

す必要 が ある。 こ こで私 の証 を申 し上

げたい。 この教会 こそ使徒 と予 言者 を

土台 として建 て られ たイエ ス･キ リス

トの教 会 であ る。 そ して主 な るキ リス

トは今 なお､生 け る予言者 を通 して教

会 を導いてお られ るの であ る。

このほかに も多 くの予 言が与 え られ

てい る。使徒パ ウ ロが､主 は私 にみむ

ねの奥義 を示 して くだ さった と言って

い るが(エ ペ ソ1:9参 照)､こ れ は確

かな ことである。では､み むね の奥 義

とは何か。｢そ れは､時 の満 ちるに及ん

で実現 され るご計画 にほかな らない。

それに よって､神 は天 にあ る もの地に

あ るもの を､こ とご とく､キ リス トに

あって一っ に帰せ しめ ようとされたの

であ る。｣(エ ペ ソ1:10)地 上 に あ るほ

かの どの教会 に も､天 と地 上の もの を

っな ぐこのよ うな計画 はな い。

また､私 たちは､主 の民が救 い手 と

して どの よ うに シオンの山 に登 るかに

つ い ての 予 言 も知 ってい る。(オ バデ

ヤ21)イ エ スは次の よ うに言 われた。

｢死 ん だ人た ちが
､神 の子 の声 を聞 く

時が来 る。今 すで に きて いる。 そして
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聞 く人は生 きるであろ う。｣(ヨ ハ ネ5:

25)な ぜ な ら､こ の世 を離れ た人 もす

べ て､こ の福音 を聞 く必要 が あるか ら

であ る。 すべ てのひ ざは主 に対 してか

がみ､す べ て の舌 は イエスが キ リス ト

で あ る と証 す る と言 われて いる。(ロ

ー マ14:11参 照)こ れに よって
､私 たち

は使徒パ ウロが述べ た次の言葉 の意味

をさ らに よ く理解 す るこ とが で きる。

｢そ うでない とす れば
､死 者 のため に

バ プテスマ を受け る人々 は､な ぜ それ

をす るのだ ろ うか。 もし死者 が全 くよ

みが え らない とす れば､な ぜ 人々が死

者の ため にバ プテスマ を受 け るのか 。｣

(1コ リン ト15:29)

こ の 神権 時代 に起 こる ことにな って

いる も うひ とつ の偉 大 な出来事が あ る。

それは､マ ラキ を通 して主が言 われ た

よ うに､主 の来 られ る道 を備 えるため

に主 の使 いが送 られ､主 はすみや かに

主 の宮 にお いでにな る とい うこ とであ

る。｢そ の来 る 日に は､誰 が耐 え得 よ う。

……彼 は金 をふ きわ ける者の 火の よ う
あ く

であ り､布 さらしの灰 汁の よ うである。｣

(マ ラキ3:1,2)こ れ は明 らかに最初

の来臨 とは何 の関係 もな い。最 初 の来

臨で は､主 はすみやか に主 の宮にお い

でに な らなか っ た。 また主 のお いでに

な った 日､す べての 人は耐 え るこ とが

で きた。 しか し末 日に主が おいで にな

る ときは､邪 悪 な者 は岩 に向か って､

｢さ あ
､わ れ われ をお お って､御 座 に い

ます か たの御 顔 と小 羊の 怒 りとか ら､

か くまって くれ｣(黙 示6二16)と 叫 ぶ

ぶ であ ろ うと言 われて いる。

私 たちには死者 の ため の業が あ り､

そ の ため に神殿 を有 して いる。 そ して

この こ とは､マ ラキの 述べ た次の 言葉

と密接 な関係 を持 つ。｢見 よ､主 の大いな

る恐 るべ き 日が 来 る前 に､わ た しは預

言者エ リヤ をあなたが たにつか わす。

彼は父 の心 をその子 供 たちに 向け させ､

子 供 たちの心 をその 父に向け させ る。

これ はわた しが 来て､の ろいを もって

この 国 を撃つ こ との ない よ うにす るた

めで あ る。｣(マ ラキ4:5,6)

こ の結 果 を考 えて いただ きたい。 こ

の約束 にあ る ように､エ リヤ(エ ライ

ジャ)が 来 た こ とを告 げ る人々が この

世 の どこか にい るだ う りか。エ リヤは

す でに来 た。1836年4月3日､カ ー ト

ラン ド神 殿 において､ジ ョセ ブ･ス ミ1

ス とオ リバー･カ ウ ドリー に現 われ､

天 地 をっ な ぐ偉 大 な業 の鍵 を渡 した の

であ る。 それ故 に､神 殿が建 て られ て

い るの であ る。 また同時 に､イ ザヤ が

予 見 した事 柄 も現 実 とな って いる。

｢終 りの 日に次の こ とが起 る
。主の家 の

山は､も ろ もろの山のか しらと して堅

く立 ち､… …すべ ての国 は これ に流 れ

て き､多 くの民 は… …言 う､『 さあ､わ

れわれ は主 の 山に登 り､ヤ コブ の神 の

家へ行 こ う。彼 はその道 をわれ われに

教 えられ る､わ れわれ はその道 に歩 も

う』 と。律 法は シオ ンか ら出､主 の言

葉 はエルサ レムか ら出 るか らであ る。｣

(イ ザ ヤ2:2,3)

こ の 敷地 内にあ る神殿 はヤ コブの神

の 宮で あ り､私 た ちの 先祖 であ る開拓

者 たちが､何 千 キ･ロに及ぶ旅 を終 えた

後､建 てた もの である。完成 までに40

年 もの歳 月 を要 した。素 晴 らしい建物

ではな いか 。世 の中に これ ほ ど美 しい

建物 が あるだ ろ うか 。私 が オ ランダで

伝 道 していた 当時､す べ て の改宗者 は

教 会 に入 るや神殿 に引かれ て､持 ち物

すべ て を売 り､わ ず かなお金 さえ も貯

め て､こ の国へ渡 ろ う とした ものであ

る。 その結果彼 らは主の道 を知 り､そ

の道 を歩む こ とが で きたので あった。

このほか に もた くさんの予言 があ る

が､イ ザヤが 目に し､予 言 した次 の事

柄 につ いて 申 し上 げ た い と思 う。｢そ

の 日､主 は再 び手 を伸べ て､そ の民 の

残れ る者 を…… あが なわれ る。

主 は国々の ために旗 をあ げて､イ ス

ラエ ルの追 いや られ た者 を集め､ユ ダ

の散 らされ た者 を……集 め られ る。｣

(イ ザヤ11:11,12)

ジ ョセ ブが わずか18歳 の とき､天 使

モ ロナ イは夜 中に三度 ジ ョセ ブ を訪れ､

さ らに翌朝再 び姿 を現 わ し､こ の句 を

再 三引 用 して､予 言が成就 す るこ とを

告 げ たので あ る。 その と きに予言者 ジ

ョセ ブ･ス ミスに 課せ られた責任 を考

え て いた だ きた い。 彼 は国 々 の ため

に旗 を あ げ た の で あ る。 世 の 中に､

この教 会ほ ど会 員 たちのため に力 を尽

くし､ま た会 員 を増 して､世 の旗 とな

ってい る教会 はな い。人々 は私 た ちが
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田月4日(±)午 後の部 にお け る説教

撫

噸

盆

籔

王国の鍵

南ア メリカの聖徒 たちが神殿を建 てる備 え

をする にあた リ､主 のみたまはそのただ中に

あ って力強 く働 いている。

十二使 徒評議員会補 助

ジ エーム ズ･E･フ ァ ウス ト

週 のあ る浄か な朝､私 は フフ ジル先
のサ ンパ ウロの私 の事務 所 を後 に

して､サ ンパ ウロ神 殿の敷地 まで歩 い

て行 った。 心地 よい朝 もや が晴れ よ う

としてい る ときだっ た。敷地 に 向か う

通 りのなだ らか な坂 を上 って行 くと､

予定地 のやぶが きれ いに片 付け られ､

新 しい くいが打 ち込 まれ てい るの に気

付いて､興 味深 くまた うれ し く思 った。

そ こに打 ち込 まれた くいは､神 の 栄光

と､南 ア メ リカに住む神 の子供 たちへ

の限 りない祝福 との ため に､近 く建 設

され る予定の新 しい神殿 用地 を示 す も

のであ る。 この神 殿 は､現 在南 ア メ リ

カに建 って いるいか なる建 物 とも全 く

異な るもの にな るはず であ る。

私は神殿 の入 口に なる予定の場 所に

立 った とき､36年 前 の 出来事 を思 い出

した。私 は 同僚 た ち と共 に､21日 間 の

船旅の あ とサ ン トスに上 陸 し､汽 車で

サ ンパ ウロに向か ったので ある。 同 じ

船の中に､ア ルゼ ンチ ン とウル グア イ

へ向か う宣教 師た ち もいた。 このふた

つの伝道部 は共に､南 ア メ リカでは比

較的新 しい伝道 部で あった。

当時は南 ア メ リカ全域 で も､ほ んの

一握 りの教会 員 しか いなか った
。 ほ と

ん どは ヨー ロ ッパか らの移民 であ り､

その大部分 が ヨー ロ ッパ での改 宗者 で

あった。私 は先 週､巨 費 を投 じて建 て

られる この新 しい､特 別な 建 物 の 建

築予定地 に立っ た とき､36年 前 の南ア

メ リカでは教会の前 途が いか に暗 く､

ま た見通 しのた たない もの であ ったか､

思 い出 していた。私 た ちの伝 道部全体

で､1.年 間 に3人 のバ プテ スマ しか な

か った。70人 以上 の宣教 師が 熱心 に働

い ていたに もかか わ らず､そ ん な状 態

であ った。 当時 は まだ､ポ ル トガル語

訳の教 義 と聖約 も､高 価 な る真 珠 も､

モ ルモ ン経 もなか った。 また､私 た ち

の.教えよ うと してい る高 尚な メッセ ー

ジ とは およそ似 て も似っか ない小 さな

部 屋 で集会 を開 いていた。集 会 の前 に

は､部 屋 をきれ いに掃除 して､空 きび

んや くず を片付 け､前 夜の 馬鹿騒 ぎの

後 始末 を しなけ ればな らなか った。 伝

道には いつ も困難iカごつ きま とい､落 月旦

の連続 であ った。

これ に対 して､昨 年､南 ア メ リカで

は8,000人 以 上 の改宗者 のバプ テマ ス

が あった。 現在 では この広大 な大 陸に､

22の ステーキ部 と17の 伝道部 と152,000

人 以 上 の教 会 貝がい る。 それで もみ 業

は始 まったばか りであ る。 南ア メリカ

の地区代 表や ステーキ部 長 や 伝 道 部

長 に召 され てい る人 々 は､皆 実 務 家

で ある。 中に は銀行 家､実 業家､工 場

主､そ して専 門家 な どが い る。 彼 らは

偉大 な能 力 と信仰 の持 ち主 で あ る。

これ が皆､神 のみた まに よ り起 こっ

た こ とを思 う とき､驚 嘆せ ざる を得 な

い。 当然 の こ となが ら､こ れは イエ ズ

が最初 の使徒 たちに言 われ たこ とが成

就 したので あ る。｢わ た しは､あ な た

に 天国のか ぎを授 け よ う。｣(マ タイ16

:19)こ れ を皆,身 近 に見て きた私 は､

これが 神の み業 で ある とい うこ とに疑

い を持 つ ことがで きな い､,

ブ ラジルで現在起 こってい るこ とは

同様に他 の国々で も起 こって いる。 私

が神殿 の敷地 を訪 ねた 日､ボ リビア･

ラ パ ス伝 道:部のマ カ リスタ伝 道部 長か

ら手紙が 来た。｢私 た ちが以 前 ここに

いた ときと比べ､現 在の教 会の発展 は

驚 くばか りです。私 た ちが1967年 に こ

こ を去 る とき､会 員は300人 足 らず で

した。 それが現在 では､8,500人 も会 員

がい ます。｣昨 日教会幹部 に支持 され

たブ ラ ッ ドフ ォー ド伝.道部長 も､チ リ

か ら次 の よ うな手 紙 を送 って くれ た。

｢チ リでの教 会の歴 史は まだ浅 いです

が､私 は､多 くの地 元の指 導者 の強 さ

と能 力に驚 いてい ます。｣確 か に､f

国 の 鍵 は現在 の予 言者 と近代の使 徒 た

ちに授 け られ てい る。 古代 に救 い主が

授 け られ た もの と同 じ鍵 であ る。

先週､神 殿予定地 で､様 々 なこ とを

思 い巡 らした後､私 は神 殿の 内部 の部

屋が建つ 予定の所 に立 った,朝 もや も

この 頃には晴れ上 が り､遠 くに､大 都

市サ ンパ ウロの…部 を 見るこ とが で き

た。私 は､年 若 い宣教 師 と してその市

で､ユ3人 の宣.教師 と約300人 の会 員 と

共に､み 業 を管理 してい た頃 の ことを

思 い出 した。 現在 この都 市に は､4つ･

の ステーキ部 があ り､約100人 の 宣教

師が働 いて い る。 現在 では､隣 の カン

ピナ ヌ､とサ ン トスに もステー キ部 が あ

る。

南 ア メ リカにお いて この よ うに偉大

な発 展が見 られたの は､合 衆 国や カナ
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高原 を越 えてや って来 るであ ろ う。 ま

た､海 を渡 って､大 きな都 市か らや っ

て来るであろ う。 また､こ の地上 で イ

エス･キ リス トの福 音の祝福 を受 け る

機会が与 えられずに死ん だ人々の ため

にも､そ の場所 で王国 の扉は開か れ る

のである。 さ らに､ふ さわ しい会 員た

ちは､人 類の 永遠の道程 に関 する儀 式

あらゆる人間 の限 りない可能 性 と発達

に関す る儀 式 も受 け るこ とに なる。 こ

れは､慈 愛 に富んだ正義 の天父 に よ り､

全 人類の ため に備 え られて いる もので

ある。 人の心 を啓発す る この儀式 に あ

ずかることを許 され た人々は､こ の世

において も永遠 の世 におい て も､自 ら

を高めて､そ の最 高の域 に まで可能性

を引き上 げるこ とがで きるので あ る。

そ して､創 造 主のみ前 で家族 と共に永

遠の交 わ りを持 つの であ る。

この ことを心 に思 い､目 に涙 して い

た とき､私 は南ア メ リカの ある偉 大な

ステー キ部長 が語 った話 を思 い出 して

いた。彼が ソル トレー クの総 大会 に来

るときに､彼 と妻 は､ソ ル トレー ク神

殿で結 び固め を受け るの に5人 の子供

の うちどのふ た りを連 れて行 くべ きか

決め なけ ればな らなか った。5人 の子

供全部 を連 れて い く余裕 が なか っ たか

らである。 しか し､彼 らはその計 画 を

変更 した。彼 らは､南 ア メ リカで最初

の神殿へ､5人 の子供 を皆連 れて い く

ことに したので ある。彼 の 兄弟 も同 じ

市でステー キ･部長 を して いるが､彼 も

エンダウメ ン トを受 け る特権 に まだあ

ずかっていない。 また､神 殿 で妻や家

族 と結 び固め も受 けてい ない。

1週 間 前のそ の 日の朝､サ ンパ ウロ

神殿 の建 設予定地 で､私 は まだ神 殿用

地内を歩 き回って いた。 私 は神 殿の 設

計図を何度 も見て いたので､自 分が ど

こにいるか､よ く知 って いた。 そ して､

設計 図を見 るたび ごとに興奮 し､涙 を

禁 じ得なかった。今度 は私 は､浸 礼盤

が置か れる予定の場 所に立 ってみ た。

キンボー ル大 管長 のおか げで､ノ ー ブ

ー以来の他 の神殿 と同様 に
､そ の神殿

に もイス ラエルの12支 族 を表 わす12頭

の牛 の背中に浸礼 盤が置 かれ るはず で

ある。 ここに も喜 び､胸 をときめかせ

て子供 た ちがや って来 るこ とで あろ う。
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こ こで は､生 きてい る聞 にその機会 を

持 た なかっ た人々の ため に､身 代 りの

バ プ テスマ とい う神 聖 な儀 式が執 り行

なわれ るので あ る。 ここへ 来てバ プテ

スマ を受 け る人々の喜 びは､い か に大

きい こ とで あろ うか。 また､永 遠 の旅

路に あってこの 救いの儀 式 を長 い間待

ち こが れて いた者 た ちの:喜び も､い か

に大 きい ことであろ う。 それは想像 す

るに難 し くない。私 は､イ エ スが使徒

た ちに､｢わ た しは､あ なたに 天国の

か ぎを授 け よ う｣と 言 われ たこ とを心

か ら感謝 して い る。 これ らの こ とを皆

深 く考 え る とき､こ れ が地上 におけ る

神 のみ 業で ある とい うこ とを否定 す る

こ とが で きないので ある。

次 に私 は この待望 久 しい神 殿 の区画

を示す くいの外 に向か って歩 き出 した。

そ して今 度 は､尖 塔が どれ位の高 さに

な るのか想像 しよ うとした。 また同時

に､コ ロンビアやエ クア ドルやペ ルー

や ボ リビアやパ ラグアイか ら､背 の低

い､厳 しい表情 を した原住民が この場

所 にや って来 て､そ の尖 塔 を眺 めて い

る光景 も思 い浮かべ よ うとした。 その

中で､こ の建物 に用 い られ てい る素 晴

ら しい技巧 を賞賛 しない ものが いるだ

ろ うか。 また､彼 らの先 祖の神 聖 な建

築物 の壁に残 され た巧 みな細工 と比較

してみな い ものが いるだ ろ うか。 そ の

建築物 は､今 な お､ク スコやマ チュ ピ

チ ュ を始め､南 アメ リカ各地 に数 多 く

立 って いる。彼 らの祖 先に も自分 たち

の神殿 が あったので あ る。

これ らレー マ ン人や その他 の民族 の

子孫 た ちは､偉 大 な過 去 を受 け継 いだ

人 々であ り､イ ェス･キ リス トの福 音

の持 つ力 を担 って いる人々 であ る。 ま

た彼 らは､大 いな る未来が 約束 され た

民で あ る。 その よ うな人の ひと りが､

昨 日､教 会 幹部 として支持 され た。 最

近､ペ ルー の クス コに あるプラサ デア

ル マ スに､8,000名 以 上 の人々が集 ま り､

ブ リガム･ヤ ング大学 の主 催 に よる｢レ

ーマ ン人一･族｣の 話 を聞い た。彼 らの

時代 は間近 に迫 って い る。

南ア メ リカに近 く建 設 され るこの新

しい神殿 は､そ こに住む 入々に とって､

どん な意味 が あるのだ ろ うか。 それ は

偉 大 な尽 きせ ぬ祝 福 を意味 す る。 また､

大 きな犠 牲 を も意 味す る。 キンボール

大 管長 は最 近東 京で､極 東初 の神 殿の

建 設 を発表 した とき､次 の よ うに言 わ

れ た。｢い まだか つて､犠 牲 と努 力と

を求め な いよ うな神 殿 が建 て られた こ

とはあ りませ ん。｣(キ ンボー ル大 管長

の説教､1975年8月9日)そ れ に は多

額の 費用 もか か る。例 えば､先 月チ リ

の忠実 な会員 た ちは､サ ンパ ウロ神殿

の建 設の ため に､ユ,902,178エ ス ク ド

の献金 をした。 これは､387ド ル90セ

ン ト(邦 価 に換 算す る と約11万6千 円)

に な る。

私 が青年の 頃､南 ア メ リカでの伝道

活動 は極め て困難 で あった が､そ の と

き以来 ず っ と神 のみ た まは 力強 く､南

ア メ リカの 国々の上に注 が れてい る。

現在 その地 で神 のみ業 は どの ように進

展 して いるで あろ うか。 問題 も多い。

チ ャ レンジ も大 きい。 だが､信 じ られ

ないほ どの発展 で あ る。私 が南 ア メ リ

カにつ いて申 し上 げた ことは､全 世 界

の他 の地域 につ いて も言 える。 これ は､

偉 大 な世 界の教 会 であ る。 そ して私 た

ちは､ま だほんの始 ま りを見てい るに

過 ぎな い。私 は南 ア メ リカで起 っ てい

るこ とを実 際に この 目で見 て きた ので､

こ れが神 のみ業 である ことを否定す る

こ とがで きな い。疑 いは持 ってい て も､

そ の心 が誠実 で正直 な人々が いた ら申

し上 げ たい。 この偉大 な進歩 の陰 にあ

って､そ れ を産み 出 して いる力は何 な

の か､尋 ねてみて いただ きたい。 それ

は愛の 力であ る。神の 愛､家 族 の 愛､

そ して 同胞に対 す る愛 の力 であ る。 そ

して､イ エスが再 び王 国の鍵 を生 け る

予 言者 と近代 の使 徒 た ちに授 け られた

ため､こ の家 族の愛 を始め､そ の他 の

もの も､人 と同様､永 遠 の ものに な り

得 るの であ る。 イエスは昔 の使徒 た ち

に言われ た。｢わ た しは､あ な たに天

国のか ぎを授 け よ う。 そ して､あ なた

が地上 でつ な ぐこ とは､天 で もつ なが

れ､あ なたが地上 で解 くこ とは天 で も

解 かれ るであ ろ う。｣(マ タイ16:19)

証 申 し上 げ る。 この奇 しきみ業 が全

地 に わたって進展 して い るの は､こ の

同 じ鍵､同 じ権能 に よるので ある。 イ

エ ス･キ リス トの聖 な るみ名 によ り､

ア ー メン。
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10月4日(±)午 後の部 にお ける説教

刈 リ入れ

世 の毒麦 の中か ら集め られ､束 ねられる多

くの小麦。

七十人第一定員会会員

ウ ィ リア ム･R･プ ラ ッ ドフ ォ ー ト'

愛 す る兄弟姉妹､私 は この機 会 とこ
の壇 上に立つ に至 った次 第に､身

が細 る思 いであ る。数 日前､妻 と私 は

チ リのサ ンチャ ゴで電話 を前 に､抱 き

あ って だれ はばか らずに 泣いた。 キ ン

ボール大 管長 か ら､こ の聖 な る定 貝会

で働 く召 しを受 けたあ との こ とであ る。

私 は皆 さんの前 に 自分 の弱 さを告 白

す る。 しか し主 が､み たま を求め る者

た ちに強 さの よ ろい をつ け させ､力 を

まとわせて下 さるこ とを､私 は知 って

い る。 私 はこれ までの生 涯､｢わ た し

に従 って きな さい｣と ささや く声 に導

かれて決定 を下 して きた。 みた まの指

示 に従 うこ とは大 きな特権 であ り名誉

である。 それが で きるよ うに､み た ま

との交 流の道が ち ゃん と開けて い るこ

とを､私 は皆 さんに確言す る。

私 は､家 族 と先祖 に敬意 を表 わ した

い。福 音の 回復 の ときか ら現在 まで､

福 音に捧 げた彼 らの献 身 を。苦 難の 時

代に シオン を守 って 闘った その努 力を。

私が これか らも常 に､先 祖 の尊 い名 を

敬 い続 け られ るよ うに と祈 る。 父母 は

この数 日中に も､3回 目の フル タイム

伝道 に出発す るはずで ある。 彼 らの愛

と模範 は私の生 活に深 い影 響 を及ぼ し

て きた。父は私 に､人 生 の良 い ものに

はつ ま先 だけ漬 か るの では な しに思 い

きって飛 び込 め､福 音 の大 海 に どっぷ

り漬かれ と教 えて くれた。 母 は毎 日私

をその大 海の岸に まで連 れ て行 って く

れた。

永遠 の恋 人 であ る妻 に､ま た その子

供たちが与えて くれるこの上ない喜び

に､心 の中の愛は どうしたら言葉に表

現できるだろ うか。それは神聖 な喜び

である。それは､聖 典が｢人 類が現世

に在るのは幸福を得んためである｣と

｢人 み なたゆまず車を押せ よ。｣卜 一リ

ーフ･ナ ファス作の手車隊記念 日か ら。

(テ ンプルスクウェア)

語 るその幸せ である。(IIニ ー ファ イ

2:25)私 た ちの交 わ りは この現世

に貴重 なや さしさ を添 えて くれ る。

6月 に行 なわれた新伝 道部 長の セ ミ

ナー で､妻 と私 は､キ ン ボー ル大 管長

その他 大勢 の教 会幹部 の教 えに 浴す る

特権 を得 た。 今 は収穫 の ときで あ り､

刈 り入れ は私 た ちの肩にかか ってい る

とい うキンボー ル大 管長 の言葉 は､強

く私 たちの胸 を刺 した。 麦 を毒 麦の 中

か ら刈 り集 め る ときは来 たの であ る。

私 は 人生 の大半 を､種 ま きや 刈 り入れ

といった仕事 に接 して きて､麦 が毒 麦

に 負けそ うな ときの農夫 の心 配が よ く

わか る。

主 は言わ れた。｢こ の故 に､小 麦 も

毒麦 も共 に刈 り入れ の時充分 熟す るま

で育 つ に任せ よ。而 して､そ れ よ りま

ず小 麦 を毒 麦の 中よ り選 みて集 め､小

麦 を取 り集 めた る後､見 よ､み よ､毒 麦

は束につか ねて 畑は焼 くばか りな り｣

(教 義 と聖約86:7)

刈 り入れの ときは充分 に熟 してい る。

私 たちは今､最 後 の刈 り入れ ど きに遣

わ されてい る。鎌 は私 た ちの手に あ る。

日が暮 れ ない うちに鎌 を使 わ なければ

な らな い。私 は主 のあの 言葉が成就 し

つつ あ る と感 じてい る。 チ リ･サ ンチ

ャ ゴ伝道部 では120名 の 宣教 師の うち

32名 が チ リ人 だが､9月 中220名 の バ

プ テスマが あった。 その 中で家族 ぐる

みの改宗 が40件 で ある。 チ リの宣教 師

は予言 者に喜 んで従 って い る。

私 は働 き人 のひ と りで あ るこ とを誇

88
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io月4日 出 午 後 の部 にお け る説教

'翼

､.

圏

､

肺

できな い ことがあろ うか

長老定 員会会長とホームテ ィーチャーは､

まず祈 り､次 いで働きかけるならば､不 活発

な兄弟たちを活発 にする ことがでさる。

十二使徒評議員会補助

デ ヒ'ッ ト'･B･ハ イ ト

ピ

く

キ ンボール大管長は昨年10月 の地区
代表 セ ミナーで､神 権指 導者 とし

ての私 たちの責 任につ いて感動 的な話

をされた。大 管長は｢私 た ちは従来 と

異なる方 法で よ り良 く事 を運 ばなけれ

ばな らない!｣と 語 り､｢で き ない こ と

があろ うか｣と 幾度 もチ ャ レンジ した。

("Leπg読eπ 画gO解 鋭 ヅゴdゼ 『歩み を

早める』1974年10月3日 地区代 表セ ミ

ナーの説教 よ り)各 ステー キ部 を訪問

す ると､こ の言葉が実行 に移 されて い

るの を如 実に見 るこ とが で きる。

最近私 は､不 活発な会 員を割 り当て

られた､長 老定 員会 所属 のあ るホー ム

テ ィーチ ャーの こ とを聞 いた。彼 は大

きな ビジョンの持 ち主 であ る。 ある 日

曜 日の朝早 く神権会 に行 く途 中で､彼

は割 り当て られ た教 会員 の家 を訪 れた。

｢神 権 会に行 く途 中なん ですが ､あ な

たもいかが です か。｣

相 手はび っ く りし､日 曜 日の早 朝に

起 こされ た の で気 分 を悪 くして,｢い

いえ､興 味 ないですか ら｣と 言 い､戸

をバ タン と閉め た。彼 は ど うして教 会

が 自分の名前 を知 ったのか と不思議 に

思 った。

その次 の 日曜 日の朝､ま た玄 関のベ

ルが鳴 った。彼が戸 を開け る と､ま た

同 じ人が ニ コニ コ として立 ってお り､

神 権会 に行 く途 中だ とい う。

｢気 が変 わ りは しないか
､と､寄 って

みたんです。ぜ ひおいで いただ きた い

んです。｣

彼 は無 愛 想 に､｢帰 って下 さい!

か まわない で下 さい./｣と 返 事 して 戸

をピシ ャ リと閉め た。

その 次の週 も同 じこ とが繰 り返 され､

ホ ー ムテ ィー チ ャー は こ う言い残 して

行 った 。｢大 勢 の 男性 か ら成 る グル ー

プが あ るん ですが､あ な たがぜ ひ必要

なん です。 あな たは私た ちの定 員会 の

会貝 です。来週 の 日曜 日もお寄 りして

か ま い ませ んか 。｣教 会 に行 きた くな

か った彼 は､早 朝 の訪 問者 を撃 退す る

方法 は ただひ とつ､そ の集会 に行 って､

自分が まるで関心 のな いこ とを見せ つ

け る こ とだ と考 えた。

次 の 日曜 日､ホ ーム テ ィーチ ャーが

玄 関のベ ル を鳴 らす と､｢帰 って下 さ

い。か まわな いで下 さい｣の 挨拶 で は

な く､無 関心 なこ とを思 い知 らせ よう

と彼が服装 を整 えて待 って いた。 しか

し霊 的 な神 権会 で親 しげな握手 と心か

らの関心 を寄せ られ､彼 の態度 は変 わ

り､励 ましが必要 だ ったその 男性 の意

識は 目覚 め たのであ る。

｢長 老 見込み 会員 ､し か もその多 くが

教会の少年少女たちの父親であ る彼 らに

手 を差 し伸べな さい｣("五eηg置 舵配πg

Q蹴 説 万伽"『 歩み を早め る』p.2)
の

とい うキンボール大管 長の指 示に､神

権定 貝会指導 者 たちは よ く応 えている。

このチ ャレン ジは私 た ちの最 善 の努 力

を引 き出 し､熟 慮 を促 し､よ り良 い方

法 を見 出させるは ずで あ る。大管長 はあ

なた方 神権 指導者 を駆 り立 て るだけで

はない。大 管長 は､｢さ らに良 く､よ り

良 くで きない こ とが あろ うか｣と 肯 げ

てい るの であ る。大 管長は それが あす

では な くきょ う必要 な こ とを強調 して

い る。

教 会が主の 目的達成 に資す るに あた

っ て効 果的 にその働 きをなす には､相

応 の権 威 と権 限の委譲 が必要 で ある。

主 のみ名 に よって行 な い､神 聖 な主 の

目的の達成 を促進 す る権威 と権 能 を有

す る聖 な る神 権が､主 か ら人に授 け ら

れた主 な理 由 はそ こに あ る。

救 い主は こ う言われ た。｢あ なたが た

に命 じておい たいっ さいのこ とを守 る

ように教 えよ。｣(マ タイ28:20)不 活

発な 父親 や夫 をまず捜 し出 し､福 音に

従 って どの よ うに生活すべ きか を教 え

な さい。

半年 前､コ ロラ ド州 デュ ラン ゴステ

ー キ部 の長老定 員会会長 に ､レ イモ ン

ド･ガ ー ロ ク兄 弟が 召 され た。彼は教

会員 の再 活 発化に素晴 ら しい成功 を収

め た。 ホー ムテ ィー チ ングが その成功

の鍵 であ る。彼 らは不 活発 な会員 を教

え励 ます のに フ ィルム ス トリップ を使

用 した。7名 の定 員会会 員が それ ぞれ

プ ロジェ クター を買い､ホ ーム テ ィー

チ ャーが 不活発 な人の家 でそれ を使 っ

たの であ る。

ひ と りの長 老見込み 会 員 は､｢も う

私 の家 に ホー ムテ ィー チ ャー をよ こさ

な いで下 さい｣と 言 ってい たが､彼 ら

夫婦 が別 の不 活発な教会 員の家 を訪 ね

て いた ときに､ホ ー ムテ ィー チャーが

ち ょうどプロジ ェク ター を持 って訪れ

て きた。彼 は そのフ ィルム ス トリップ
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イ ンマ ヌエ ルー 彗票芽らと共に

主のみたまを常に伴侶 とすること。 これを

私 たち は最も必要 と している。

十二使徒評議員会補助

ヘ ン リ ー･D･テ イ ラ ー

過 去のあらゆる日寺代におけると同様
に､今 日の若 人は､広 範 囲にわた

る多 くの重要 な決定 を下 す こ とを求め

られて いる。スペ ンサ ー･W･キ ン ボ

ール大管長が告 げて いる よ うに
､教 会

は もっと多 くの宣教師 を必要 として い

る。今 こそ｢歩 み を早め ……見方 を変

え､目 標 を高 く掲げ る｣時 で あ ると､

キ･ンボール大管 長は述べ てい る。

キ･ンボール大 管長は､1974年4月 に

チ ャレンジを与 え､こ う述べ て い る。

｢現 在
､宣 教師 の人数 は18,600名 で あ

る。(会 員 た ち ば この チャ レンジ を受

け入れ､現 在21,000名 以 上 に及 んでい

る)私 た ちは もっ と宣教 師 を送 る こ

とがで きる。 もっ と多 くの宣 教師 を。

… ∵私 は もっ と多 くの宣教 師 を求め て

はいるが､証 の ない宣教師や ふ さわ し

くない宣教 師 を求 めて はいない。 ……

若 人たちは､伝 道 に行 くこ とは大 きな

特権 であ り､宣 教師 は肉体 的､知 的､

精 神的 に健 全で なければ な らな いこ と､

ま た 『主 な るわれ は罪 を見 てい ささか

もこれ を許 す を得 ざればな り』(教 義

と聖約1:31)と い うこ とを理 解す る

で あろ うd

さ らに大 管長 は続 けて いる。｢若 人

はすべ て伝 道に 出るべ きです か､と の

質問 をたびたび受 ける。 その答 えは主

か ら与 え られて い るご 『然 り､す べ て

の若 人は伝 道に 出 るべ きであ る』 とd

伝 道以 外に も､キ ンボー ル大管長 は

次 の事柄 を指 摘 して い る。｢ま た､す

べ ての人は什分 の一 を納め るべ きであ･

る。すべ ての 人は安 息 日を守 るべ きで

あ る。すべ て の人は集会 に出席すべ き

であ る。す べ ての人は神殿 で結婚 し､

子 供 たち を正 し くしつ けるべ きで あ る。

その他 多 くの立 派な業 を行 な って いた

だ きた い。 もちろん､そ うすべ きであ

る。 しか し現 在必 ず しもそれ を行 なっ

ている とは言 えないd

ま た 大 管長 は 言 って レ)る。｢す べ て

の人が世 に広 く福音 を宣べ るため の準

備 をすべ きで あるに もかか わ らず､そ

れを行 な って いないこ とを､私 た ちは

実感 として味 わ ってい る。非 常に 多 く

の若 人が伝道 に 出る年 齢に達 して いな

が ら､そ のための準備 が全 くで きて い

ない。 もちろん そのよ うな若 人 を送 る

べ きでは ない。すべ ての若 人に準備 を

させ る必要が あ る。 肉体 的 な面か ら見

て伝道 活動 に不適 格 な人の数 は､ご く

わずか で ある。……情 緒的､知 的､道

徳 的にふ さわ し くない若 人が あ ま りに

も多い。生活 を清 く保 たず､伝 道活動

の精神 に そ ぐわな いこ とが その理由 で

ある。彼 ら を準備 させ てお くべ きであ

った。 させ てお くべ きで あった､と い

う言葉 を使 いたい。 しか し､す でに律

法 を破 って しまったか らに は､彼 らの

特権 は取 り上 げなけ ればな らない。 こ

の よ うに私 たちは､こ れ らの若 人 をふ

さわ し く保つ とい う大 きな チャ レンジ

を負って いるので ある。｣(1974年4月

4日､十 二使徒 会地 区代表 セ ミナー。
"Wん
eπオんeWoγ 認 防 〃BeCo脚eπ εd"

Eηs'gπ 『世 の人々 が 改宗 申 る時』｢エ

､

ンサ イン｣1974年10月 号､P.2-14参 照)

福 音 を宣べ 伝 える主な責任 は､神 権

者の 双肩 に課せ られ てい るが､大 勢 の

若 い女性 に も､宣 教 師 と して働 く特権

が与 え られ るこ とだ ろ う。従 って､彼

女 た ち も同 じよ うに､召 され る時 のた

めに準備 を整 えてお くべ きで ある。

両 親 は重要 な役割 を果 たす こ とが で

きる。す なわ ち､息 子や娘 に ζふ さわ

しい生活 を送 って伝 道に携 わ る資格 を

得 たい とい う望み を抱かせ る役割 であ

る。`

私 は､善 い父母か ら生 まれ たこ とを

いつ も感謝 す るこ とだろ う。 なぜ な ら

私 たち子 供 を教 育す る とい う責 任 を果

た して くれ たか らで ある。私 たちの家

庭 では､伝 道 に出 よ うか どうか と迷 う

こ とは決 して なか った。 それは義務 と

して教 え られてお り､当 然 の こ ととさ

れ てい たか らである。た だいつ 出 るか

とい うことだけが問題 であ った。 この

ように励 まされ､希 望 を与 え られ た結

果､6人 の兄弟 が全員伝 道に 出た。

伝道 を志願 す る人は､ど こそ この地

方 で働 きたい とい う希望 を持 って い る。

これは 自然な こ とだ と思 う。 そ して私

の場合 もそ うであ った。私 の祖 父母 は､

3人 が英 国生 まれで あ り､英 国 で福 音

を聞 いて改宗 し､教 会 に入 った。 そ し

て私 の父は英 国で伝道 した。

･後 に私 は ヒーバ ー･J･グ ラ ン ト大

管長 か ら召 しを受 けたが､任 地は英 国

ではな く､合 衆 国東部 であった。瞬 間

私 はが っか りした。 しか し､宣 教師 は
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､

10月4日(±)午 後の部 にお ける説教

わが愛子に聞け

末 日聖徒 は､主 の祝福 にあず かる民､主 が

生きてお られることを知 っている民である。

十二使徒評議員会会員

マ ー ク･E･ビ ー タ ー セ ン !〆,
f

一 の大会において私たちのために歌
一
老 歌 い､素 晴 らしい演奏 をして 下 さ

った皆 さんに､.心 か ら感 謝 を申 し上げ

たい気持 で一杯 であ る。 これ までに な

く感動 を覚 えてい る。.ま こ とに個 人的

なが ら､コ ー ラスの方々 な らび にオル

ガニ ス ト全 員 に､私 の感謝 の気持 を申

し上 げたい と思 う。皆 さんは､こ の素

晴 らしい大会 に大 きな貢 献 を して お ら

れ る と思 う。

私た ち末 日聖徒 には､世 の 人々に対

す るメッセー ジがあ る。 それ は神 か ら

与 えられ たものであ り､神 が この時代

に再 び天 よ り語 りた もうた こ どを全 人

類 に宣言す る ものであ る。

全能の神は次 の よ うに 言 ってお られ

る。｢聞 け､汝 ら諸 々 の 天 よ､地 よ耳

を傾 け よ。喜べ､そ こに住 む者 た ちよ。

主 は神に して､.主 の他に救 い主 なけれ

ばな り。

主の知 恵は偉大 に して､そ の為 した

も うと ころ は驚嘆 すべ く……｣.(教 義

と聖約76 ､:1, ､2)

ま た言 って お られ る。｢誠 に 主 の声

はすべ ての 人々に及ぶ ものなれば､… …
いまし も

すべ ての人々に警ゆの声は及ばん。｣(教

義 と聖約1:2,4)

私 た ちの メッセー ジで最 も重 要 なの

は､ナ ザ レの イエ スが主 なる キ リス ト

であ り､全 人類の贈 い主 であ り､ク リ

スチ ャンの言 う救 い主で あ り』､ユ ダヤ

人のい うメシヤ であ るとい う､点で ある。

この同 じイエ スが､マ リヤか ら生 まれ

た､文 字 通 りの神 の御 子 であ り､こ の

94

イエス以外に救い主はいないことを､

私たちは心か ら厳粛に宣言するもので

ある。･

全能の神信､ナ ザレのイエスが神あ

御子であることを繰 り返 し断言 し､｢わ

が愛子 に聞 け｣と は っき り命 じられ な。

そ して この末 日において も､全 能の神

は､イ エ ス･キ リス トにつ いて大 いな

る新 た な 啓示 を下 す に及 ん で､再 び

｢彼 に聞 け｣と 命 じられ たので あった
。

従 って私 た ち末 日聖徒 は､イ エ ス･

キ リス トにつ.いての新 たな近代 の啓示

を皆 さんにお伝 えす る ものであ る。父

な る神 は､｢彼 に 聞 け｣･と 言 ってお ら

れる。神 ㊥ ひか らな る勧告 に耳 を傾 け

よ うとす る人 は...イ 土 スの言葉 を聞 い

ていたださ｢た.》∵

私たちρメ･.セ ニ ジは･真 珊 嘩 づ.

くもの で ある。'.この混乱 した世 界に は

欠かせ ない趨 蝿 の.である.蜂 ロ自

身･次 のよ､うに言ゐ.てお られ毎｢歌
ら民よ､遙 かなる所･#η 耳を傾けよ5

海の島々にある者 よ､共 に聴け。
･誠に主の声はすべてφ人々

.に煉誌･.も

裟簾 謙 肇 章なし勝
このよう仁私たちが近代の主の啓示

の言葉を宣言するときに､大 勢の人々

は･そ れが信頼できるもので南るか ギ

うかをす ぐ心に問 う。11そして･そ の信 .
頼性の大部分が∴人どしてあ私たちの

信灘 ド⑳･て 瞭 ごとを1柳 ぢ
は十分に承知 レているのであ毒.こ φ

こどを心に留めた上で､1少 毫讐 ざん.颪
.圃
､

私 た ち末 日聖徒 につ いて お話 した い。

私 た ちは､ま じめ で､.立 派な人格 を

身 につ け､正 直で､義 しい生 活 を送 る

よ うに命 じられて い る。 そ して私 たち

は､信 仰 の基本原 則 と して､'徳 と純 潔

とを教 えてい る。 また､家 庭 を堅 固で

保護 の得 られ る場 とす るよ うに提 唱 し

て いる1ゴ ㍉､｢
｢私
た ちに とって､家 族は文 明の基石

であ り･､ま た常に そ うでなけれ ばな ら

な い。 家庭 は正 しい人間関係 の基で あ

る。

私 た ちは教会 の 男女 に､貞 節 は最 も

気高 い もめ である こ とを教 えてい る。

私 たちはみ な神 の霊の子 で あ り､そ れ

にふ さわ しぐ生 きるな らば､ 一つ いには

完 全 な者 となって､天 の御 父の よ うに

なれ る とい うのが主 の計 画 である こ と

を信 じてい る。(マ タイ5:48参 照)

私 た ちは､家 族 は永遠 の単位 とな る
そ

よ う意 図 され てお り､死 と復活 の後､1

･永 遠 不 滅の 生 活と して存続す るこ とを

信 じて い る。､

私 たちが夫婦 それぞれに 貞節 とい う

高 い標準 を教 えてい るのは､自 らを備

え､こ の ような 約束に あずか るにふ さ

わ しい 者 とな るため であ る。私 たちに

あ る道徳 の標準 はただ ひ とつ､万 人に､

共 通の もの である。私 たちはいつ もこ

の よ うに 訴 えて いる。｢汝 ら､主 の器

を もて る ものは潔 くあれ｣と 。(教 義 と

聖約38.:42)

教 会 貝 の増加 は著 しい。誠実 な心 を

持つ 男女は､す ぐに私 た ちの メッセー
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タ州には大 きな欠陥は何ら認められな

かった,｣

素晴 らしいことではないだろうか。

さらに彼はこう問いかけている。｢な

ぜユ タ州はこれほど抜 きん出ているの

だろうか。富んでいるわけで も､歴 史

が古いわけでも､教 育の振興 に対する

立地条件が良いわけでもない。その秘

密 を知 ることができたら､恐 らくどこ

へでも輸出できるだろう。 しか しこれ

は容易でない。なぜなら､そ の秘密は

その歴史にあると思われるか らである。

皆 さんの過去の指導者たちは､教 育に

大 きく力を入れている。｣続 いて彼は､

ブ リガム･ヤ ングの話 を引用 して､教

育の価値を訴えた。

教育に対す るこの ような考 え方は大

勢の教会員に影響を与え､そ の結果彼

らは､合 衆国や カナダを始め､世 界各,

地で卓越 した地位に就いているのであ

る。

｢会 社幹部 の地位にあるモルモン｣

とい うテーマの座談会で､マ ー ク･W･

キャノン氏が話 したことであるが､最

近の研究から次のことが明らかになっ

たとのことである。アメリカの主要な

事業体471社 を調べた結果､州 人口に

対する社長の人数は､他 のいかなる州

よりもユタ州生 まれが最:も多い。合衆

国の平均 では､人 口205,000人 にひ

とりの社長 であ るのに対 しユ タ州は

62,000人 にひとりの社長 を輩出してい

る。現在､55名 の末 日聖徒が1千 万 ド

ル以上の資産を有する会社で､社 長あ

るいは理事長､ま たは副理事長の地位

にある。また､7,500万 ドル以上の資産

を持つ会社で要職に就いている人は､

77名 である。

幾人かの末 日聖徒 は合衆国で閣僚を

務め､カ ナダでも要職に就いてきた。

軍隊には陸軍大将 もいれば､海 軍大将

もいる。また､あ る末 日聖徒たちは長

年合衆国議員を務めてお り､カ ナダの

行政組織に入っている人々もいる。例

えば､1952年 に合衆国上院および下院

に議席を置いていた末 日聖徒は15名 で

あ り今 日は28名 の議員がいる。

同 じく､連 邦銀行局､合 衆国関税裁

判所､合 衆国関税委員会､連 邦住宅管

理局等でも､末 日聖徒は要職に就いて

96

い る 。

モルモ ンの大祭 司､ハ ー ビー･フ レ

ッチャ』博士 は立体音響 を開発 し､ま

た 同 じ くモルモ ンの フ ィロ･フ ァン ズ

ワー ス氏は テ レビを開発 した。

国際 ロー タ リ｢ク ラブや 国際 ライオ

ンズ クラブの会頭 を務 め たモル モン も

いる。ア メ リカ医 師会や ア メ リカ銀 行

協会､そ の他 各種 の科学協 会の会長 を

も務 め てい る。 また､科 学 界や実業 界

経 済界 の要職 に あ る人 は数 多 く､こ こ

ですべ て を述べ るこ とは とて もで きな

い 。

今 日､大 勢の人々が､い わゆる｢女

性解放運動｣(ウ ーマン リブ)に 関心 を

寄せている。

皆さんは､選 挙権 を得た最初の女性

がモルモンの女性たちであることを知

ったら､喜 ばれることだろ う。モルモ

ンの女性たちは､1世 紀以上 も前のブ

リガム･ヤ ングの時代にこの大切な権

利 を与えられたのである』

私たちは､モ ルモンの女性は世のい

かなる女性 よりも束縛が少なく､大 き

な自由 を得 ていると信 じている。彼女

たちは､万 人に対する自由 と公平の本

当の意味を知っている。これこそ､宗

教の一部であり､日 常生活の基だか ら

である。

私たちの教会には､女 性 自身が運営

し､指 導する､女 性のための組織があ

る。女性め扶助協会 として知 られてお

り､約100万 の会貝 を擁する.ものであ

る。この組織の指導者たちは世界婦人

評議会で著 しい貢献をしている。その

ひとりであるベル･S･ス パ ッフォー

ド夫人は､最 近､合 衆国の全国婦人評

議会会長を務めた。

この扶助協会の 目的は､困 っている

人々に慈善奉仕をすることである。そ

れ と同時に､女 性の教養 を増 し､彼 女

たちが 人生の貴い目標 を達 成し､家 族

の中に気高い理想 を築 くのを助 けるこ

とである。

私たちはメッセー ジの一部 として､

世の人々に､モ ルモン経 と呼ばれるも

う一冊の新 しい聖典 を紹介 している。

現在 この本は毎年100万 冊以上出版 さ

れている。これは､古 代アメ四 力の神

聖な記録である。モルモ多経のこと.を
.F､
ヒ､

語 る とき､聖 書 も使 って いるのか どう

か との質問 を時折受 け るが､も ちろん

聖 書 も使用 して いる。私 たちは､他 の

ほ とん どの ク リスチャ ン と同様 に､聖

書 を使 い､そ れ を標準 聖典 のひ とつ と

して受 け 入れてい る。 しか しまた､モ

ル モン経 を も神 のみ 言葉 と信 じて いる。

この本 は､キ リス トを証 す る第2の 書

物 で あ り､こ の末 日に おけ る主 のみ業

を証 す る もの であ る。

私 た ちは現 代の 啓示 を信 じてお り､

全 人類に､神 は新 たな予言 者 を起 こ し

て こられ た と宣言す る ものであ る。 こ

れ らの予言者 は､人 類 を導 くため に現

代 の啓示 を受 けて､そ れ を伝 えてい る

の で ある。

私 たちの メ ッセー ジは神聖 であ り､

真 理 に基づ いて い る。 そ して教会 員は,

堅 実 な市民 で あ り､法 律 を守 り､そ う

明で､進 歩的 な人々 であ る。 これは教

会 員 を知 って い る人すべ てが認 め る と

ころであ る。私 た ちの生 活態度 は適正

で､使 命 とメ ッセー ジが神 にその源 を

もつ確 か な もので ある という証拠 を十

分に 反映 して いる。皆 さんが 目にす る･

通 りで ある。私 たちが偉大 な宗教 の メ

ッセー ジ を世 の人々 に宣べ伝 え るの は､

こ れ まで私 が話 した よ うな理 由 に よる

の であ る。

この暗 黒 と罪 と混乱 の時代に､皆 さ

んは神か らの新 たな啓示 を歓 迎 な さら

ないだ ろ うか。 この啓示 に よって､神

の 存在が再確 認 され､救 いへ の道が再

び示 され る。 そ して この啓示は､丘 の

上 の燈 台の よ うに､人 生 の進 路 を告 げ

て くれ るので ある。

私 たちは証す る。神 は世 の造 り主 で

あ り､現 在 も生 き'てお られ る。イエ ス･

キ リス トは この世 の貝責い主 であ り､現

在 も生 きてお られ る。 また私 た ちは一

致 して､主 イエ ス･キ リス トに関 す る

天 父の戒め を公言する ものである。｢わ

が愛子 に聞け｣と 。救 いは主 イエ ス･

キ リス トの内 にあ り､主 を通 してのみ

得 られ るので ある。私 たちは この こ と

を､主 イエス･キ リス トの聖 なるみ名

に よって証す る。 アー メン。
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う。もし定員会会長会や成人の指導者

が主の業を無視 し､活 動 にばか り心を

奪われて娯楽 的な計 画 に終始 す るよ

うになると､定 貝会会員は必ず興味を

失っていくことであろう。次の言葉は.

人生 の哲理である。｢入 は大義〃)ため

に犠牲を払っては じめて､そ の大義を

愛するようになる。｣

私 たちは皆､こ.れ を経験か ら知 って'

いる。伝道に出.る前には､と るに足ら

ない未熟な祭司だった青年が､伝 道に

行って数ヵ月間困難な日々を過 ごした

後に急に成長する､と いう例は度々目

に している。証 と目的 と心の平安 が､

無軌道 と混乱と無関心 とに取 つて代わ

るのである。これは簡単に説明できる。

彼らが偉大な目的のために犠牲を払 う

ようになるからである。兄弟たちよ。

アロン神権者たちは､神 と人類に対す

.る奉仕の業に携って得 られる犠牲の喜

びを経験するのに､伝 道に出るまで待

っ必要はない。 また》人を愛 し､神 権

を擁護するという大義を持つのに､19

歳になるまで待つ必要 もないのである。

教会の青少年たちは､娯 楽で満足 し

ようとは思っていなレ㌔ 彼らと話 し合

ってみるとよい。教えて くれるであろ

う。彼らは映画 を見に行 くよりも､彼

らの友人が福音について学ぶ､家 庭集

会を持ちたがっている。

彼らは教会のレクリエー ションホール

で騒々しい遊びに興ずるよりも､病 弱

の子供のために誕生パーティーを開い

てあげたいと思 っている。彼 らは､大

人から最 良の道 具 を無料 で 貸 して も

らって､自 分たちの食事 も皆料理 して

もらうようなキャンプに連れて行かれ

るよりも､定 員会の不活発会員と親 し

くなるために､自 分たちの手で定員会

キャンプ活動 を計画 し､実 行したがっ

ているのである。

私は､私 たちが奉仕活動ばか りすべ

きであって､レ クリエーション活動は

すべ きでない､な どと言っているので

はない。教会の偉大な伝統の中で､･レ

クリエーションも社交活動 も文化活動

も維持 してい く必要がある。私が申し

上げだいことは､調 和 というものがあ

るはずであり､ま た奉仕 とレクリエー

ションをうまく調和させ る必要がある
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と い うこ とであ る。 どん な活動 で も､

た とえ それ が娯 楽的 な活動 であ って も､

少 な くともそ こに参加 す る人々が成長

す るための助 け にな るような計 画 を立

･･噛て るこ とが で きる･はずで あ る。 どんな
ゴ 活動

で もごた とえそれが肉体労働 を必

要 とす るよ うな企画 で あって も､大 き

な楽 しみ にな りうるの であ る。霊的 な

経験 とい うもの は､私 たちがかか わ る
`あ らゆ る分 野に折 り込 む こ とが で きる

。

こ うしただけ で も､競 技場 で見 られ る

よ うな貧 困な スポー ツマ ン精神 は改め

られ るはず であ る。

最 近私は ステー キ部のユ ー スコン フ

ァレンスのプ ロ グラム を検討 してみた。

青 少年 の指 導者 が 自分 たちの手 で選 ん

だプ ロ グラム であ る。彼 らの挙 げた項

目は次 の通 りであ る。(1)自 分 をよ く知

る､(2)神 を よ く知 る､(3)系 図 とステー

キ部 図書館 の利用 法､(4)自 己 訓練 及び

誘 惑や短 気 を克 服す るこ と､(5)両 親 と

青 少年 の関係､(6)ダ ン スのワー クシ ョ

ップ(ヌ､ウ ィン グとフォ ックス･ト ロ

ッ ト)､(7>小 遣 い を上 手 に使 う方法､

(8)デー トをす るには､(9)就 職 の面接 に

成功す.るに は､(10)青 少 年 の指導者養 成､

(瑚食糧 の準備 と保 存及 びパ ンの製造､

そ して最 後 に､(12汝 性一 現在 の社 会

におけ るその役割 と地位 。.以上 であ る。

この一 覧表 は､教 会 の青 少年 につ い

て､そ の 実 体 の一 面 を表 わ して いる

にす ぎないが､大 人 たちは これ さえも

認識 して いない こ とが ほ とん どで あろ

､う。教 会の青 少年 たちは､奉 仕 され る

よ.りはむ しろ奉 仕 したい と思 っている

の だ､と い うこ とを覚 えて おこ うでは

ないか。 自己犠 牲に よ り､青 少年 たち

は素 晴 ら しい人格 を形 成 してい る。 自

､己犠 牲 を払 うこ とに よ り､自 分 が本 当

に何者 で あるかが わか るか らであ る。

彼 らには､ア ロン神権iに比類 な い可能

性 を発見す る権 利が あ る。.これに よ り､

世 の 多 くの 人々が味 わ って.い るよ うな

自己に対す る無関心 を埋め るの である。

ア ロン神権定 員会 の活動 では楽 しみ は

得 られ て も､個 人的な達成感や 成長や

自分 を犠牲 にす る喜 び な どは味 わ うこ

･と が できない､な どとは決 して言 わな

い よ うに しよ う。教会 の定 員会 を､は

っ き りと､ま た確実 に､そイ エス･キ リ
･観､

ス トの福音の実践の場 としようではな

いか。世 の中の弱々しい組織 を模倣す

騨 票は勘 てないポ ＼､
レみ惹青年の話を､あ なな方にお話し

たい1と思う。彼1浜 この重大な原則が

見事に実践 されているのを見て､私 に

次あ様に手紙 を書いて来て く.れたので
み し ロ

あ.る。.丁渉つ てあるワー ド部に出席し
`ていた どきのことです

。そのワー ド部
･にばメルケゼデク神権者がほ とんどい

ませんで しだ:るでも､ど う見ても霊性

が欠けていろ様子はありま せをでした。

それ どこうかむ しろ､会 貫の多くは､

そ れ零で知 ゐていた神権の力が見事な

･までに発揮される光景を目にしてレ･ました。

力の中心は祭司で した。彼 らは､生

涯で始めて､祭 司の持つすべての義務

を果たし､同 じワー ド部の会員の必要

を満たす仕事をするよう召されたので

した。彼 らは本当の意味でホームティ
ーチャーに召 されたのです。ただ訪問

する長老に黙ってついて行 くのではな

く､兄 弟姉妹たちに 自ら祝福 をもたら

すよう召されたのです6

それまでのこれ ら4人 の祭司か らは

とても考えられないことでした。そこ

いらの不良と変わりませんでした。彼

らはセ ミナ リーの教師を､2､3ヵ 月

で次々 と追放 してしまいました。 また

スカウ トの旅行の とき､あ る地方で大

暴れをしました。で も彼 らが必要 とさ

れた とき､そ して彼 らの精力的な働 き

に全幅の信頼が置かれた とき､彼 らは

神権の奉仕の業の中 で最 も輝 きを放つ

存在に数えられるようになったのです。

この秘密は､監 督がアロン神権者た

ちに､天 使の現われを受けるような人

物 に成長 して欲 しいと訴 えたことにあ

ります。そして彼 らはそのような人間

にまで成長 しました。助けを必要 とし

ている人々に援助 の手 を差 し伸べ､強

さを必要 としている人々に強 さを与え

ました。その結果､ワ ー ド部の他の会

員の成長 を助けただけでな く､定 員会

の会員自身 も成長 したのでした。ワー

下部内には､偉 大な一致の精神がみな

ぎりました。会員たちは皆､人 々.が精

神 とこころを一つにすることによりど

れほ どの成果が上がるのか､知 り始め

ま一した。この成果の中には説明のつか
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10月4日(±)神 権 部会 にお ける説教

神権の力

私たち は主の示された方法 によ って神権 を

行使するな らば､そ の大きな力を発揮す るこ

とがでさる。

十二使徒評議員会補助
勉

'箋

難

W･グ ラ ン ト･バ ンガ ー タ ー

愛 する兄弟たち･私 は･こ れか岬
し上げ るこ とが今宵 の ブラ ウン監

督 の話の補 足 とな る もので あ ると信 じ

てい る。 そ して､私 が話 す間､主 のみ

た まが私 を祝 福 して下 さるこ とを信 じ

てや まない。

私 は 自分の こ とを､神 権 をテー マに

して話せ る権i威者 で あるな どと思 って

もいない。 しか し､あ なた方 と共 に長

年過 ご して､神 権iに関 して､そ の 目的

や 力な どにつ いて深 く考 えて きた。

教 会では､極 めて一一･般的 な言葉 で証

が述 べ られ るのが普通 で ある。 例 えば

神 が生 きてお られ､イ エ スが キ リス ト

であ り､こ れが真実 の教会 であ るこ と

を知 ってい る､と 私 た ちは言 う。 だが

福音の もっ と細か い領 域 では､必 ず し

も同 じような信仰 を示 してい ない。

私 はかつて､福 祉 計画以 外 な ら全部

信 じる とか､什 分 の一一以 外な ら全部信

じる とか 言 う人がい るこ とを耳 に した

こ とがあ る。 また､予 言者 ジョセ ブ ●

ス ミスや デ ビ ッ ド･0･マ ッケ イに は

従 うこ とが で きるが､ブ リガム･ヤ ン

グや ヒーバ ー･J･グ ラ ン トには従 う

こ とがで きない と言 った 人 もいる､。こ

の よ うな選 択は全 く矛盾 してい る。

今宵､あ なた方 に尋 ねてみ た い と思

う。｢神 権 の力に関 して､ど の よ うな

証 を持 ってい るだろ うか。｣

こ こに集 って いる兄弟 たちの 中で､

ホー ムテ ィーチ ャーは どれ位 い るだ ろ

うか。手 をあげ てみて いただ きたい。

この放送 を聞い てい る人 の中に も手 を

あげた人が いるか もしれな い。｢9月 が

終 わったばか りで あるが､あ なた方 ホ

ー ムテ ィーチ ャーの うち
､何 人が｢ホ

ー ムテ ィーチ ングの割 当て をす ませ た｣

だ ろ うか。兄 弟た ちよ､こ うい う質問

の仕方 には注意 した方 が よい。 御存知

の よ うに､悪 魔 が｢ホ ーム テ ィーチ ン

グの割 当て をす ませ ただ ろ うか｣と い

う言い方 を教 えたの であ る。 こ うい う

言葉 で､ホ ーム ティーチ ングの持っ広

汎 な使 命 を表現 しよ うと言 うの な ら､

不 十分極 ま りない 。

私 た ちに｢ホ ー ムテ ィー チ ングの割 当

てはす ませ ただ ろ うか｣と 質 問 させ る

こ とに よ り､悪 魔 は､そ の効 果の90パ

ーセ ン トを奪 って い るの であ る。 こ う

した質問 には皆､月 の最終 日に手早 く

訪 闇 して､そ れ を報告 書 に送 り込め ば

よい､と い う意味 合いが感 じられ る。

私 たちが神権 の性質 を完 全には 認識

して いない例 が､ほ かに もあ る。監督

会は ある事柄 を特別 に うま く計画 した

い と思 った ら､だ れにその責任 を委任

す るで あろ うか。 その通 り。 扶助協 会

であ る。 ではなぜ神権 者 ではな いのだ

ろ うか。 それは､私 た ちが｢神 権者 は

そん なこ として く･れませ んよ｣と 言 う

習慣が で きて いるか らで ある。 なぜ ス

テー キ部長 の 中には､ス テー キ部大 会

に人 々を連 れて くる際に ホーム テ ィー

チャー を利用 しない人が いるの だろ う

か。 それ は､｢ホ ー:ムテ ィーチ ャーは

そん なこ として くれ ませ んよ｣と 広 く

言わ れてい るか らである。｢父 親 はそ
･イ
,､

んな ことを しませ ん よ｣と か ぐ｢こ の

ワー ド部 の人た･ちは責任 を受 け よう と

しませ ん｣な ど と言 う人 もあ る。

は っ1きりと言お う。 この ような こ と

を言 うの は､神 の 力に対 す る信仰 が足

りな いか､神 の 力 を理解 して いないか､

どち らか であ る。 あ る立 派な ステー キ

部長 が､思 わず｢ホ ー ムテ ィー チャー

はそん なこ とを して くれ ませ ん｣と い

う言葉 を口か ら滑 らせ た。 私 は彼に次

の ように 答えた。｢ス テー キ部長､今

あな たが何 を言 ったか知 って い ますか。

私 には あなたが､主 は教 会 を導 くため

の手 続 きを制 定 され たが その方法 では

実 りが な い､と 言 って いる ように思 え

ます。 あなたは､も っ とよい方法 を考

え 出 しで もしたのですか。｣

私 はレ ックス･リ ー ブ部 長 のステー

キ部 の大 会に行 った こ とがあ る。 彼 は

私 を連れ て建 物の 中 を案 内 し､大 会の

ため に準備 した2,000脚 の いす を見せて

くれ た。私 は彼 に､ど う して2,000人 出

席 す るこ とがわか るのか 尋ね てみた。

彼 は､｢私 た ちはホー ム ティーチャー

を派遣 して､皆 大 会に 出席す る よう招

待 しま した。 そ して ホーム ティーチ ャ

ー は私 たちに報告 して くれ ま した
。 そ

れで 明 日､2,000名 の 人が 集 まる ことが

わか ったんです｣と 答 えた。私 が大会

で話 をす る こ とが ホー ム ティーチャー

を通 して知 らされて いた こ とは明 らか

だ った。2,000人 の うち75人 が 来なか っ

たか らであ る。 それ で も､彼 らは49パ

ー セ ン トの 出席率 を得て
､そ れ以来､

ioo
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いでしょう。教会のものはすべ て前進

しなければならないんです。それを知

りませんでしたか。忘れないで下 さい。

あなたの指導の下で進歩 しなければな

らないのです。｣

私がなぜ神権の力についての証 を持

っているかおわか りであろう。私はそ

の証 を得るように言われた。そして今

本当にその証を持っている。

主は言われた。｢こ の神権は､す べ

ての世 に神の教会に連綿として在 り。コ

(教義 と聖約84:17)他 にはだれ も

地上でこの神権 を持っている人はいな

い。｢而 してこの大神権 は福音 を授け､

また王国の奥義の鍵……を保つ ものな

り。｣(教 義 と聖約84:19)

私たちの宣教師は毎 日､神 をさえ信

じない人々に教えるため出かけている。

しか し､彼 らに授けられている｢大 い

なる力｣の ために､ま た彼 らの偉大な

信仰により､聖 霊は彼 らの近 くにいる。

その影響力が感 じられるとき､人 々は

それに応え｣悔 い改め､従 うのである。

この長老たちが､馳その ような人々にバ

プテスマ を施す とき､教 えと儀式が一

体 となっ.て､神 権の力が力強 く行使さ､

れるのである。神の子供 たちは､生 ま

れ変わって永遠の生命に入る。 そして

この宣教師の大部脚 数が･1万 綾

ら2万 人に増える』とさ}神 権の力 も著

しく倍加 されるめである。

定貝会についても同 じことが言 える

はずである。私たちが丁教職者｣,の 数

をひとりから50人 に増強し1たのなら､'

神権の力 も50倍に増すことができるは

ずである。そして彼 らの起こす奇 跡は
ノ

肉体的な病気の人に対 して起こした奇

跡もはるかに及ばないほど増大するは.

ずである。だれかが｢私 に福音 を伝え

てくれた人がいます｣と か｢私 の全人

生を変えて くれた人がいます｣と 言う

のを聞いて大きな喜びを感 じるときに､

あなた方は偉大な奇跡に対 して証 を述

べることができるのである。

執事､教 師､祭 司の神権の長は監

督と､そ れぞれの定員会の会長である。

教会において父親の神 権 の長 は長 老

定貝会の会長である。竜 ちろ履､場 合

によっては大祭司や七十人の会長であ

ることもある。聖典によれば､す べて

102

父親は､｢こ の神権 に来｣(教 義 と聖

約84:42)な ければならない。そ うで

なければ､そ の家族 は予言者 マ ラキ

に予言されたとお りの裁 きを受け､荒

れ廃れて､父 親に結ばれることもない

のである。(教 義 と聖約2章 参照)こ

のために福音が回復されたのであ り､

これがあってこそ地球が主の降臨の折

に荒れ廃れることはないのである。

メルケゼデク神権の会長は､通 常長

老定員会の会長であるが､彼 は完全な

福音が全教会員に与えられるように心

を配る必要がある。 これがこの神権の

役割である。彼は､自 らも､ま た現在

ホームティーチャーと呼ばれている定

貝会の｢常 任教職者｣を 通 じて も､福

音を授けるべきである。 もしこの方法

を信 じず､ま た活用しないとしたら､

神権の力についての真実の証.を持つこ

ともないし､成 功することもできない。

他方､こ の方法を用い､忠 実である限

り､成 功は保証 されるのである。

私は､あ なた方が神権につける神の

力を得たときには じめて､人 々はあな

たによ く応じるようになることを知っ

ている。 リグラン ド･リ チャーズ長.老

は以前このよ.うに言った。｢ワ リ ド部

を分割することになって､一 方のワー

ド部に活発な会員を皆集め､も う一方

のワー ド部に不活発な会員を皆集めた

とす る。そうしたら私に不活発な方の

ワー ド部をあずけていただきたい。1

年以内に､あ なたの競争相手になるワ

ー ド部に して.みせ よう。｣彼 ならそれ
r
ができるであろ うし《 しかも喜んでそ

･れをするだろゲと思 う。

私はかつて､あ るステーキ部長か ら

復のズテーキ部の長老定員会の会長の

ひとりが大 きな成功 を収めたという話

を聞いたことがある。｢そ の会長の名

前はバー一シ土ル･ペ ダーソンといいま

す。恐 らく名前を聞いたことはあると

思います。ブ リガへ･ヤ ング大学にい

た頃は､や せていて 『ホネ』と呼ばれ

ていました。｣私 もあなた方の多くと

同 じように､ペ ダーソン兄弟め話は聞

いたことがあった。実際のところ､彼

は私のステーキ部で成長 したのである。

彼は､オ リバ｢･カ ウ ドリ･ペ ダーソ

ンの.7人 の息子のひとり冤ある。.彼:ら

k､

は全員伝道に出たが､ほ とん どはデン

マー クに召された。私は彼が伝道か ら

帰ってきたとき､そ の報告談 を聞 き､
ヒ

彼が結婚するどき､神 殿推薦状に署名

した5そ のために､私 はステーキ部長

の話に興味 を持 ったのである。

ステーキ部長 は話 を続けた。｢ペ ダ

ーソン兄弟は ､彼 の定貝会の会貝に皆

神殿推薦状 を受け る資格 を得させ よう

と決心 しました。現在では6人 を除い

て皆資格があ ります。｣し ばらくして

私が教会のホームティーチン.グ委貝会

で働 いていた頃､私 たちはこの話 を思

い出し､ペ ダーソン兄弟に どのように.

して彼の定員会をそんなに変えたのか

報告を依頼 した。彼はこう答えた。｢私

たちは3人 を除いて皆活発にしました。

その後私は解任 されて､ス テーキ･部伝

道部長にな りました。でも私が解任 さ

れてか ら､彼 らはその3人 も活発にし

ました。

神権者が皆 い主のみ業に心の底から

携わったとき､ど れほ ど大 きな可能性

が引き出せ るか考えてみていただ きた

い。現在の私たちの成果 を考えた場合

私たちのエンジンはまだ始動 したばか

りの状態である。

伝道 活動では､そ の視 野を大幅 に広

.げて.､各 ワー ド部がかつての全ステー

キ部の分 と同 じ位 の数の新会貝 を獲得

しつっあるステーキ部がある。 また神

殿事業では､数 々.のステ憎キ部で､神

権者の働 きを通 して､年 間め儀式執行

数の増加が近隣の平均的ステーキ部の

儀式執行総数よりも多か ったと報告 し

ている。神権に属 けるすべての活動に

おいて､･こ の神権 を持つ人々の偉大な

群れを動かすに十分な信仰 を持ってい

左ら､私 たちはどれほ ど進歩できるこ

とであろうか。私はそれを思･うとき､

非常な心の励みを覚える。 レーマ ンや

レ ミュエルのようにはなりた くないも

のである。｢私 たちの定員会ではそれ

が どれほど大変 なことか､彼 にはわか

っていないのだ｣と 言 う人もいるだろう。

ニーファイも理解 してはいなかった。

だが彼には証があった。 イエス･キ リ

ス トのみ名により､ア ーメン。
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ならないこ とを信 じ､神 が お前 たち を

赦 した もうように真心 か ら祈 れ。 もし

もこれ らをみ な信 ず るなち ぼ謹 んで実

行せ よ.。｣(モ ー サヤ4:9,10)

ベ ン ジャ ミン王 は ､説 教が 終わ った

とき､民 に彼の言 った言葉 を.信じるか

どうか尋 ねた。

｢す る と民は… …言 った 『まった く
､

わ れ らは王 の言わ れた言葉 をみ な信 じ､

ま たその言葉が確 に真実で あ るこ とを

知 って い る。』｣(モ ーサヤ5:2)

で は なぜ 彼 らは この ように強 い確 信

を得 たのであ ろ うか。｢そ れは われ ら

の心 を非常 に改めさせ､悪 を行 う性質

をな くして常 に善 を行 う望 み を与 えた

もう… …主 の 『み た ま』に 由 るの であ

る。

われ らは残 る生 涯の中､神 のみ ここ

ろに従 ってその命令 を した もう一切 の

ことを守 る と喜ん で神 と誓約 をす る。｣

(モ ーサヤ5:2,5)

不 活 発 な人た ちが皆､こ の よ うな改

宗の域 に達 した と した ら､本 当に素 晴

らしいこ とではな いだろ うか。

長老定員会 の会長 であ る方 々は､主

のみ業 の うち､こ の分 野に大 きな責任

を負 っているが､自 分の定 員会会 員 を
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改宗するために何 をしているだろうか。

私はあなた方に､主 が言われた次の

手順について深 く考え､熱 意 をもって

実行するよう提案 したいと思 う。
｢また長老の職 を管理する長たる者

の義務は､九 十六人の長老を統轄 しこ

れ と共に会議を開きて誓約に従いてこ

れを教 うべ し。

この長は､『 七十人』の長 とは別の

者たらざるべか らず。而 して､全 世界

に出で行 きて巡回せ ざる者の長たる様

に定め らる。｣(教 義 と聖約107:89,

90)

誓約を教えていただきたい。誓約 と

は､2者 またはそれ以上の者の間で取

り交 わされる､拘 束力ある､厳 粛な協

定である。世の初めから､神 の民は誓

約の民であった。近代になって長老定

員会の会長に与えられた､こ の｢誓 約

に従いて(定 員会会員を)教 うべ し｣

とい う戒めは､ま だ戒め られた通 りに

は実行 されていない。

福音の誓約 を理解 し､信 じ､そ れに

従って生活す る人で､教 会か ら遠 ざか

っ.て不活発になる人はいない。私たち

は主の新 しくかつ永遠の誓約であるイ

エス･キ リス トの福音を理解 し､霊 界

でそれを受け入れ､そ のために天上の

戦いに参加 し､忠 実な者には永遠の生

命が与えられ るという主の約束 を実現

するためこの地上 にやって来た。 この

ことを心から認め る者は､こ の地上に

来るときに交わした誓約 を理解せ ざる

を得ないのである。

私は､福 音の｢新 しく且つ永遠の誓

約｣の 意味を十分理解 していないこと

が数 多くの教会買が不活発になる根本

的な原因である､と 信 じている。長老.

定貝会の会長が｢誓 約に従 い｣定 員会

の不活発会員を｢教 え｣ ､改 宗す るよ

うに努め るな らば､彼 らにこの地上

に来るときに交わした誓約について教

えるのに､そ れほど問題はないであろ

う。そのようなことを知 らない人には､

人生の 目標 もなければ､目 的もない。

そ うなれば､そ の他の色々な誓約 も意

味が無 くなってしまうのである。

私は最近旅行 したとき､機 内で この

ことを裏付けるような経験 を£た。私
アコ や ら

は､全 く初対面の人の隣彪座ったので
為､

彼 に仕 事 は何 か と尋 ねた。彼 は それ に

答 え る と今度 は私 の仕事 は何 か と尋 ね

て きた。 こ う尋ね られ たため､私 は彼

に､誕 生前 も死 後 も生 き続 け るこ とを

信 じるか どうか尋 ねてみ た。 彼 はわか

らない と言 った。彼 は､誕 生 前 に存在

していた り､墓 を越 えて生 き続け ると

い うこ とを想像 してで きない こ とはな

いが､そ れが一体 どうい う形 で どうい

う性質 の ものなのか､全 く見当がつ か

な い とい うこ とで あった。

それ か ら私 は彼に､福 音 の計画 につ

いて で きるだけ簡略 に話 を し､ま た私

た ちが何者 なの か､ど こか ち来 たのか､

ど こへ行 くのか､な ぜ ここにい るの か､

と い っことにつ いて説 明 した。

｢そ れは素晴 らしい｣と 彼 は言 った
。

｢そ れ を知?て いれば
､生 活 をす るに

もは りがあ る し､人 生 に も目的 が ある

とい うものですね。｣

ま こ とに その通 りで ある。 これ こそ

正 に福 音の 意図す るところで あ る。 私

た ちが 永遠 の生命 とい う目標 に到達 す

るための手助 け とな る もので ある。 そ

して､こ の 永遠 の生 命 について は福 音

の新 し くかつ 永遠 の誓約 の中で説 明 さ

れ てい るし､ま たこの誓約 に よって こ

そ可能 となるので あ る。

まず､1こ の地 上 で私た ちが最初 に交

わす 誓約は､バ プテスマ の誓約 であ る。

この バ プテ スマの誓 約 を説 明す るにあ

たって､私 は次 に述べ るア ルマの言葉

ほ ど良い説 明はな い と思 う。

ド『ご らん
､こ こにモル モンの泉が あ

る。 ……あ なたた ちは神 の羊 の群 に入

って神 の民 と言 われ る こ と､互 いに苦

難 を軽 くす るため に喜 んで助 け合 うこ

と､悲 しむ者 を思 いやって 共に悲 しむ こ

と､慰 めが要 る者 を慰 め る こと､ま た

神 に貝費われ第一 の復 活に あずか る者 の

数に 入って 永遠 の生 命 を得 るよ う､い

つ いかな る時 で も､ど の よ うな所に居

て も､ど ん なこ とにつ い て も､死 に至

るまで も神 の証 し人にな りたい と心 か

ら思 ってい る。

従 って､あ なた たちが もしも真心 か

.らこれ を望 ん で いるな らば､あ なたた

ちは主 か らます ます豊 に その｢み た ま｣

を賜 る よう､主 に仕 えて その命令 を守

る と言 う誓約 を主 に立 て た証 拠 と して､
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10月4日 仕)神 権部会 における説教

τ彼 らは神 の ほ まれ よ りも ､

人のほまれを好んだからである。｣

名声 を求め るあ まり､標 準を下 げないよう

にすることが大切 である。

第一副 管長

N臥 工 ル ドン･タ ナ ー

蘇彫

窮
士曹 上に座 って､こ の歴史的に名高い

タバナクルに集 う神権者の偉大な

群れをながめなが ら､私 はアセ ンブリ
ーホール､ソ ル トパレス､プ ロボのマ

リオットセンター､ヵ ナダや合衆国全

域の会場､そ の他世界各地でこの大会

を視聴している何千何万 とい う男性の

姿を心に思い浮かべていた。私 は非常

に心を動かされ､圧 倒 される思いであ

った。それぞれの会場に集い､予 言者

の声に耳を傾け､主 のみ言葉 を聞いて

自らの生活を建て直し､さ らに良 き業

と生活を始めようとい う､偉 大な権威

と権能の力を感 じたから.である。

これは､こ れまで集 った男性 の集会

で最大の ものである1。あなた方の前に

立つことは､極 めて大 きな特権 であり､

同時にまた重い責任でもある。･私は今

宵あなた方の前で話す間､主 のみたま

が引き続 き留まって下 さるよう､心 か

ら祈っている。

まず第一.一に､私 は､教 会の素晴らし

い若人に心か ら感謝の意 を表 したいと

思 う。 あなた方は特に選ばれて神の神

権 を持つ者 とな り､あ らゆる国々にあ

って指導者となっている。 また､こ の

偉大な目的のために自らの備 えをなし

て下さっていることに も感謝 してい.る。

自分が何者であるかを認識 し､ま た自

分の責任が何うあるかを認識 し､さ ら

に､伝 道にいくにふさわしい生活をし

ている若人は､や がて教会にあって も､

地域杜会にあっても､指 導者となるで

あろう。私は今 日の社会において青年

106

男女が世 の悪に対抗 し､神 権 を尊び､

イエス･キ リス トの教会の会員である

ことの意味 を理解す ることがいかに困

難であるか､よ く知っている。

問題 を抱えている人もいないではな

い。私はその よう.な人々に～.悔い改め

て義の道を歩 み､罪 よ り離 れ､忠 実な

者に与えられる祝福のために自ら備 え

をなす よう､､主 のみ名により訴 えるも

のである。あなた方は選ばれてぐ今 日

この時代に､こ の世 に送られたのである。

私たちの持つ神権は非常に重要であり､

私 たちの仕事は極めて大切であ翫 福

音の教えに従って生活す る以上に､大

きな喜びと成功 をもたらすものはない。

模範になっていただきたい。良い影響

を及ぼしていただきたい。.主か ら与え

られるいかなる召しにでも応 じられる

よう常に備 えをなし､ふ さわ しい生活

をしていただきたい。

私たちは皆､主 に選ばれた僕 として､

主のみ業のために予任 されてきた。主

は私 たちを､主 のみ名によって行動す

る神権 と権能 を受けるにふ さわ しい者

とみなして下さったのである。周囲の

入々が､あ なた方の指導を仰 こうとし

て常にあなた方に注.目しているという

ことを､絶 えず心に留めていただきた

い。あなた方は､良 きにつけ悪 しきに

つけ､人 々の生活に影響を及ぼしてお

り､そ の影響は次の世代に も伝 えられ

るのである。

私たちがいかに大 きな責任 を負って

いるか､次 の ような認識に撹 てば一層イ
嶋､

力強 く説 明 で きるであ ろ うし､ま たは

っ き りと理 解 して いただけ ると思 う。

世 界 には､お よそ99万9千 人に ひ と り

の割合 で しか､末 日聖徒 イエス･キ･リ

ス ト教会 の会員 は存在 しない。 また､

お よそ333人 の キ リス ト教徒 に対 して

ひ と りの末 日聖徒 とい う割合 で しか な

い 。

現在､世 界中の神権者の数は､人 類

の歴史が始まって以来最高である。か

っそない勢力 と影響力 を持ち､ま た昔

か らその重要性 は変わ らないが､以 前

に も増 して大 きな問題 とチャレンジに相

対 しているのである。世 界は､そ の力

と強さと影響力 とを必要 としている。

様々な問題に対応できる指導を必要 と

してお り､ま た世 にはび こる悪によっ

て引き起こされる問題に打つ勝っ力を

必要 としている。

主はこ正にその目的のために､こ の

末 日に主の教会 を設立 された。教会の

将来の進歩は､ま た事実､世 界の将来

は､私 たちが神権の職 をいかに全力を

尽 くして遂行す るかにかかっている。

執事､教 師､祭 司､そ して メルケゼデ

ク神権i者は皆､一 人一人が救い主 と力

をひとつにするという責任 と特権が与

えられている。私たちは主のみ手の中

にあってその道具 とな り､さ らに､主

のみ業 と栄光 とを達成す るため､す な

わち人に不死不滅 と永遠の生命 とをも

たらすために主 を助けて働 くのである。

私たちのほかには､こ れ と同 じ権能や､

この ように特別な召しが与えられてい
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ある。むろん､こ れ らのものすべ てと

は､私 たちのためになるもののことで

ある。

人々は､私 たちか私たち自身の標準

に従 って生盾す るよう期待 しているし､

またそのように生活するときに一層尊

敬の念を抱 くものである。 もちろん､

私たちを他の道に進ませ ようとするこ

ともあるか もしれないか､入 々には私

たちへの期待感か常にあることを絶え

す心に留めておこうてはないか。

私はあなた方に証を述べたいと思 う。

私はこれまでの政界､実 業界での経験

を通 じて､そ して個人生活の面でも､

福音の教 えに従って生活 しようとして

不都合なことに出会ったことかなかっ

た。また決して妨害 を受けたこともな

かった。むしろその逆で､主 か ら尊敬

と祝福を受けたと感 じている。 また､

いつでも､強 さと導 きとを求めて主に

呼びかけ ることか容易てあった し､事

実そのようにして しばしば強 さと導 き

とを得た。

私の申し上けたいことは､ま す神の

国と神の義 とを求め る人すへてに対 し

て､主 はその約束を果た して下さると

いうことである。

最 も大切なことは､四 六時中警戒 を

怠らす､決 して､人 気 を集め､人 のほ

まれ を得 るとい う目的て､自 分 の標 準

を捨て てはな らない とい うことであ る。

教会 幹部 のひ と りか､祭 司の と きに経

験 した出来事 を話 して くれた こ とか あ

る。今､仮 に彼の こ とをジ ョー ジ と呼

んでお こ う。 あ る とき､彼 の友人か､

ガ ール フ レン ドをパ ーテ ィー会 場か ら

彼 女の家へ送 って行 くこ とにな った。

ところか彼女 の妹 も一 緒た った ため､

ジ ョー ジは彼 か ら妹 を送 って くれ る よ

う頼 まれ た。 ジ ョー ジは引 き受 け た。

しか し､家 へ着 いて 間 もな く､居 間に

一緒 に座 ってい る と
､そ の女 の子か 突

然立 ち上か って電灯 を消す と､戻 って

来 て彼 のひ ざの上 に座 り､彼 を誘惑 し

始め た。彼 は､拒 め ば 自分 の人気か 落

ち､侮 辱 され るこ ともわか って いた。

しか し彼は それ を拒 む と立 ち上 か って､

家 へ帰 って しま った。彼 は この 話 を し

なか ら､多 くの人々 は 自分の こ とをい

くじな した と思 うだ ろ う､て も自分 は

エ ジプ トに売 られた ヨセブの話 を非常

に よ く覚 えて いた､と 語 っ た。

｢あ る日 ヨセ ブか務 をす るために家

に はいった時､家 の者が ひ とりもそ こ

に いなか ったの で､

彼 女(ポ テパ ルの妻)は ヨセ ブの着

物 を捕 えて､『 わた し と寝 な さい』 と

言 った。 ヨセ ブは着 物 を彼 女の手 に残

ヒーバ ー･C･キ ンボール､大 管長ブ リガム･ヤ ング､ウ イル フォー ド･ウ ッ ドラフ､初 め

てグレー トソル トレークの盆地 を眺望する。マホンライ･ヤ ング作の約束 の地記念碑 より。

して外にのかれ出た。｣(創 世39:11,

12)

このために ヨセブか どれほどの苦 し

みを受けたか､ま た主か らどれほ との

祝福 を得たか､私 たちはよく知 ってい

る。

ジョージは続けて次のように言った。

｢私か彼女 と一緒にいたら､ど んなこ

とか起 きたことか。考えたたけで もぞ

っとします。 そんなことをしていたら､

私は主の僕 としてここにいることは決

してなかったたろうとよく思います。｣

あるとき､こ の話をひ とりの青年に

話 したことかあるか､彼 は｢相 当な根

性かないと､そ ういった行動か とれま

せんね。｣と 答えた。私はそれ以来､同

しような状況の もとで正 しい決:断を下

すためには､確 かに根性 と気骨と意志

の力かいるということをよく考えるよ

うになった。誘惑に負けるということ

は､す なわち弱いということである。

どんなに信仰の強い人でも､絶 えす警

戒す る必要かあるのである。

このように､私 たちの決断や行為に

よって自分の生涯が左右 され ることか

たびたびある。青年の中にも､大 人の

中にも､こ の ような試練にあっている

人か多い。またその他 にも様々な種類

の誘惑かあって､そ の忠実さや性格の

強さか本当に試されている。 自分か何

者なのかを絶えず心に留め､神 か見守

っていて下さることを覚えていれば､

その ような誘惑 を避けることも､そ れ

に抵抗することも可能である。火遊ひ

をするときには必すやけ どの危険 かつ

きまとうことを､い つ も心に留めてお

いていただきたい。

家族のために生計を維持 し､ま た立

派な市民 として地域社会の活動に参加

す るのは大切 なこ とである。たかその

ために､神 に召され選はれた子供 とし

ての､ま た神権者 としての義務や責任

を忘れた り､無 視 した りするほ どこの

世 のことに巻 き込 まれ るようてあって

はならない。私たちは絶えす警戒 して

いなければ､ま っす ぐで狭い道か らし

だいにはすれ､や かて､完 全に道に迷

って､自 分に も家族 にもそして主にも

大 きな失望 を与えるようになり､自 分

の意志や 目的や希望 とは全 く異なった
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10月4日 出 神権部会における説教

ヒお

喫蜜舞騨
繋難織

舞 臨_

甕

翼

神権者の特権

すべての神権 者 は信仰箇条を覚え､そ の教

えに従 って生活 しよう。

大管長

ス ベ ンサ ー･W･キ ンボ ール

弟 の皆 さん､私 た ちが22万5,000人兄
の男性か らなる大会衆 の一貝 である

とい うことは､考 え ただけで も非 常 に

胸 の高 な るの を覚 え る。 この 中には､

膚 の色の異 なる方 も､顔 付 きの違 う方

もお られ る。 しか し､皆､神 権者 で あ

ることに変わ りはな い。私 た ちは､神

権者 を皆 愛 してい る。 また今 宵､こ の

偉大 な大会に共 に集 まって下 さった こ

とを感謝 して いる。

今杳､こ の会場 で数々 の大切 な教 え

を聴 いて きた。私 は ここで 多少 の息抜

きに､ひ とつ の短 .い話 を した い。 ここ

に集 まって いる若 い諸君 は､神 権者 に

なる前 に､皆､信 仰 箇 条 を勉強 した こ

とと思 う。皆 さんは､ま だ信仰箇 条 を

覚 えてい るだ ろ うか。 しか も､一 語 一

句正確 に覚 えて い るだ ろ うか。 もし信

仰箇条 を完全に覚 えて いるな らく家 へ

帰 って､お 父 さんの前 でそれ を暗唱 し

てみていただ きたい。

数年 前の こ とであ る。初 等協会 に出

席 してい るひ とりの男の子 が､･カ リフ

ォルニアへ 行 く列車 に乗 ってい た。そ

の子 はひ と りき りで窓際 に座 り､電 柱

が飛 び去 って行 くの をなが めて いた。

通路 をは さん で､や は リカ リフォルニ

アペ 向か うひ とりの紳士が座 っていた。

その紳士 は､小 さな男の子 が友 人や 親

戚 の連 れ もな く､た だ ひ と りで旅行 し

ているのに気づ いた。男 の子 は小 さ い

なが ら､服 装 は きちん としてい た し､

行 儀 もよか った。 この紳士 は､そ の少

年 に とて も興味 を覚 えた。

しば ら くす ると､紳 士 は通路 を横切

ってこの少年 の隣 りの席に座 り､声 を

かけ た。

｢こ んに ちは
､ど こ まで行 くのd

｢ロ サ ンゼ ルス ですd

｢親 戚で もい るのか ね剣

｢は い
､ロ サ ンゼ ルスに。今 ひ とり

で旅行 して い ま.すが､お じいさん とお

ば あさんの所へ行 くんです。 お じいさ

ん とおば あさんが駅 まで来 て くれ ます 。

学校 が休 み なので､少 しの 間そ こに い

るつ もりです司｢

こ うして話 が 進 ん で来 た。｢君 は ど

こか ら来た の。 どこに住 ん でるのd

｢ユ タ州の ソル トレー ク･シ テ ィー

ですd

｢お お
､そ れ じゃ､君 は モルモ ンだ

ねq｣

｢は い
､そ う､です。ゴ少 年 は誇 ら し

げ に答 えた。

｢そ れはお もしろい
。私 は､モ ル モ

ンの こ とや､モ ル モンの信 仰 のこ とに

つ いてわか らない こ とがあ るんだ よ。

モル モンの造 った美 しい町 を訪 れた こ

ともある。建物 は美 しか っ た し､通 り

には街 路樹が植 わ っで い』た し､.家:並 も

きれ いだ った。 美 しいバ ラや花 の咲 き

誇 った花壇 も見事 だ った。で も､ど う

して モルモ ンが あんな に素 晴 ら しい人

た ちなのか､ま だ調 べ てみた こ とがな

いん だよ。モ ルモ ンが どん なこ とを信

じて いるのか､知 りた い と思 ってい る

んだが ねq｣づ･

｢で は
､.ぼ くた ちが信 じ党 いる こと

'

､!･P､

を御 説明 します。 『われ らは､永 遠 の父

な る神 と､そ の御 子 イエ ス･キ リス ト

と聖霊 とを信 ず。』(信 仰 箇 条第1条)

こ れが第1で すd

こ の実業家 は､こ れ を聞いて い ささ

か驚 いたが､熱 心 に耳 を傾 けて いた。､

少 年 は続 けた。｢『われ らは､人 は皆 各

各其 身に てな したる罪に対 して罰 を受

け､』ア ダムの智 に対 して罰 を受 け ざる

こ とを信 ず。』､(信 仰 箇条 第2条)こ れ

が 第2で すd

今 では旅 の道連れ となった紳士 は､

心 の中で思 った。｢こ ん な 小 さな 男 の

子が､こ れ ほ ど大切 な こ とを知 ってい

るなんて､こ れは並 の こ とでは ない そd

少 年 は さ らに続け た。｢『われ らは､

キ･リス トの腰 罪に よ り､す べ ての 人類

は＼福 音の お きて と儀 式 とを守 るこ と

によ りて救 われ得 る と信 ず 。』(信 仰箇

条 第3条)こ れが第3で す 。｣紳 士 は､

こ の小 さな男 の子 の 言葉 にす つか り驚

いて しまった。 まだ ス カウ トの年 齢 に

もなって いない少年 なのだ。 だが､そ

の少年 は一向 に構 わず､信 仰 箇条 第4

条 を続 け て言 った。｢『われ らは､福 音

の第一 原則 と儀 式 とは､第1､主 イ エ

ス･キ リス トを信ず る信 仰､.第2､悔

改 め､第3､･罪 の 赦 しを受 くるため に

水に沈 め らるるバプ テスマ､第4､聖

霊 の賜 を授か るため の按 手礼､な るこ

とを信 ず。』 これが 第4で すd

｢全 く素晴 らしい
。君 が､君 の教会

の教 え をあんま りよ く知 って い るの で､

び っ く りしたよ。なか なか賢 いねd
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も一 語一 句間違 わずに 言え るようにな

ったのであ る。 この こ とは私 に とって

大変価値 があ った と思 う､。若 人諸 君 も､

私 と同 じよ うに覚 えていただ けないだ

うつか。

さて次 に､も う少 し年 長の 人に は､

聖 典 を引用 してお話 した い と思 う。パ

ウロの書 いたヘ ブ ル書 か ら聖 句 を読 み

たい。

｢神 は
､む か しは､預 言者 た ちに よ

り､い ろいろ な時 に､い ろい ろな方 法

で､先 祖 た ちに語 られ たが､こ の終 り

の時 には､御 子 に よって､わ た したち

に､語 られ たのであ る。 神は御子 を万

物 の相 続者 と定 め､ま た､御 子 に よっ

て､も ろもろの世 界 を造 られ た。

御子 は神の栄光 の輝 きであ り､神 の

本質 の真 の姿 であって､そ の 力あ る言

葉 を もって万物 を保 ってお られ る。 そ

して罪の きよめ のわ ざ をな し終 えてか

ら､い と高 き所 にい ます 大能者 の右に､

座 につかれ たのであ る。

御 子は､そ の受 け継 がれ た名 が御使

た ちの名 にまさってい るの で､彼 らよ

112

り もす ぐれ た者 とな られ た。｣(ヘ ブル

11-4)

こ の聖 句 を読 む と､教 義 と聖 約132

章 の聖 句 を思 い 出す 。 この章 の 中で､

主 は､ロ ムニー副管 長が お話 し下 さ っ

た ように､こ の新 し くかつ 永遠 の誓 約

を受 け入 れ､ま た様 々 な誓約 に従 って

生 活 した人た ちは皆 天使 よ りす ぐれた

者 とな る と約束 してお られ る。 この よ

うな人 たちは､天 の 門を守護 してい る

諸 天使諸神 の前 を通 り過 ぎて､進 ん で

い くの であ る。

｢い った い
､神 は御使 い たちのだれ

に対 して､『 あ な た こ そ は私 の子 。 き

ょ う､わ た しはあ なた を生ん だ』 と言

い､さ らに また､『 わ た しは 彼 の 父 と

な り､彼 は わた しの子 となるであろ う』

と言 われ たこ とが あるか。｣(ヘ ブル1

:5;

諸 天 は天使 た ちで満 ち充 ちて いるか

も しれな いが､天 使 たちは､神 の御子

と同 じよ うな存在 ではな い。 また､あ

なた方 とも同 じ存在 でな い と申 し上 げ

たい。 あなた方 は､約 束 された祝福 に

よって､主 の王 国で昇栄 にあずか る こ

とので きる とい うこの高 い召 しにふ さ

わ しい 人々なの だか らであ る。

｢さ らに また
､神 は､そ の長子 を世

界に導 き入れ るに当 って､『神の御使 い

た ちは こ とご とく､彼 を拝 すべ きで あ

る』 と言われ た。｣(ヘ ブル1:6>

こ の御 方が神 の御 子 であ る。私 た ち

が､心 を尽 くし､思 い を尽 くし､勢 力

を尽 くし､体 力 を尽 くして礼拝 して い

るイエス･キ･リ ス トであ る。 イエ ス･

キ リス トこそ､神 の御子 な のであ る。

｢こ うい うわけ だか ら
､わ た したち

は聞 か され てい るこ とを､い っ そ う強

く心 に留め ねばな らない。 そ うでない

と､お し流 されて しまう。｣(ヘ ブル2

:1)お し流 されて しま う。 この偉

大 な神権 プロ グラム を進め て行 くとき､

私 た ちが決 して､こ の栄光 あふれ る事

柄 をお し流 して しまっこ との ない よっ､

切 に望 んでい る。

｢わ た した ちは
､こ んなに尊 い救 い

をなお ざ りに しては､ど うして報 い を

のがれ る こ とが で きよ うか。 この救 い

は､初 めli三に よって語 られ たも のであ

って､聞 い た入々か らわた したちに あ
､

か しされ(た ので ある。)｣(ヘ ブ ル2:3)

ペ テ ロ､ヤ コブ､ヨ ハ ネ､パ ウ ロ､

そ の他 の兄 弟 たちか ら私 た ちは､こ の

尊 い救 いの計画 を聞 いたdそ して これ

らの人 々は､そ の計画 を主御 自身か ら

聞いて いたの であ る。

｢な ぜ な ら
､万 物 の帰すべ きかた､

万 物 を造 られ たか たが､多 くの子 らを

栄 光 に導 くの に､彼 らの救 いの君 を､

苦 難 を とお して全 うされ たのは､彼 に

ふ さわ しいこ とで あったか らであ う,｣

(ヘ ブ ル2:10)

兄 弟 た ち。今 宵､こ の話 を聴 い てお

られ る22万5,000人 の 兄弟 た ち。私 ぽ

あなた方がすべ て神 々に な り得 る と考

えてい る。宇 宙に は､ま だ まだ 多 くの

空 間があ る。主が その方法 を知 ってお

られ るこ とは､す でに明 らか であ る。

主 は､私 たち22万5,000入 全 員 のため

に諸 々の世 界 を造 って下 さるこ とであ

ろ う。恐 ら く私 た ちも､そ の業 を助 け

る こ とにな るに違 いない。

様々 な可 能性 につ いて､ま た栄 光 あ

る未来 につい て考 えていただ きたい。

た った今 生 まれたばか りの子供 で も､

この栄光 あふ れ る計画 を受 け継 ぐこ と

がで きるの であ る。 その子供 も成長 し､

や が て美 しい女性 に出会 う。 ふた りは

聖 な る神 殿 で結婚 し､主 のすべ ての戒

め を守 って生 活 し､自 らを清 く保 つ。

ふ た りは神 の子 とな り､偉 大 な計画 を

推 し進 め る。 天使 の前 を通 り過 ぎ､ま

た天 を守護 して いる諸 天使諸神 の前 を

通 り過 ぎる。 こ うしてふ た りは昇栄 に

達す るの であ る。

教義 と聖約132章 に､ア ブ ラハ ム も

この よ うに して与 え られ た戒 め をすべ

て受 け入 れた と書か れて い るの を覚 え

てお られ る こと と思 う。 アブ ラハ ムは

す でに その王 座 につ いた と書か れて い

る。彼は すで に昇栄 に達 した のであ る。

もち ろん､彼 が死 ん でか ら､す でに数

千年 を経 て いる。

再 びパ ウロの言葉 を引用 しよう。｢こ

の よ うに､子 た ちは血 と肉 とに共 に あ

ずか って いるので､イ エ ス もまた同様

に､そ れ らをそな えてお られ る。 それ

は､死 の力 を持 つ者､す なわち悪 魔 を､

ご 自分 の死 に よって滅 ぼ(す ため であ

る。)｣(ヘ ブ ル2:14)こ れ は､死 の支
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福 と平安 と安 息 とあ･るを知 り.たれ ば､
　 ヒ

(この魏 が洗 程私が述べた安息の≒.･

とであ り､皆 さんはこの安息を得るた･

めに励為でいるのである)わ れは先祖

の祝福 と､こ の祝福 を他に施す職に按

手聖任されん濾 を乞い求めたり･而し

てくわれ は義 に随 う者 な りたれば偉大

な る知識 あ る者 た らん と望 み､義 に随

う更に大 いな る者 た らん こ と､ま た更

に偉大 な る知識 を持 ち､多 くの 国民 の

交､平 和 の君 たち ん こ とを望 み､ま た

数 々の教 えを受 けん こ と､神 の誠命 を

守 らん ことを望 みたれ ば､わ れ は先祖 ､

に属 け る権 能 を保 つ正 当の世 嗣､大 祭

司 とな りた り。｣(ア ブラハム 』1:･2)

ア ダ ムか らノア まで10代､さ らに ノ

アか らア ブラハ ム まで10代 であ った.とL

思 う。ア ブラハ ム は先祖 の祝福 を受 け

継いだ。 では この先祖 とは だれの こ ど

でわ ろ うか 。それ は､･最 初 の時代 に､

諸 国に あって族 長 とな った義 人 たちの

こ とで ある。

ア ブラハ ムは.さ らに次 の ように言 っ ｢

て いる。'｢こ の権 能 は 先祖 よηわ れに

授け られた り。 そは先祖 よ り伝 え られ べ

時 の始 め よ り(こ れ は いつ の こ とで あ

う うか 。ア ダムが初 め て地 上 に置 かれ

た どきの こ とであ る。)ま こ とに 太 初`

よ りす なわ ち創 世 の前 よ り今 日に至 る

まで伝 えられ しもの な り。 こは誠に長

子 の権能 に して､最 初 の人す なわ ちわ

れ らが最初の 父な るアダム に授 け られ､

先 祖 を通 じてわれに至 る。･,

わ れ は､神 が 子孫 に就 きて先祖 に与

えられ し任命 に従 い､わ れ を神 権者 に'

任 命 したまわん こ とを乞 い求 め た り。｣

(ア ブ ラバ ム1:3,4)

これ こそ､私 たちが 生 まれ落 ちた と

きか ら受 け継い でいる もの であ る。私

たちに必要 な こ とは､こ の祝福 を受 け

るにふ さわ し くなる こ とであ る。 この

祝 福 な くして､私 たち は神殿 へ行 くこ

とはで きない し､神 殿へ行 かず に結 び

固め られ るこ とはない。 そ うす れば､

永 遠 に家族 を持つ ことはで きない し､'

私 たちの業 を進め て吟 くこ と もで きな

いのであ る。

｢わ が先祖 は
､彼 らの義 と主 な る彼

らの神 が与 えおかれ し数 々の聖 な る誠

命 よ り背 ぎ､異 教徒 の神々 を礼 拝 して

舎霧 珊1讐 轡1岬.｣
そのためにアブラ盛ム信その地を去

らなければ な らな く･なった。彼 は カル

デヤ を去 って 川沿｣･に 北上 し､ハ ラン

に着 いた。現在 の トル コで ある。 そ し

て､そ こか らパ レ.スチチへ 向か ったの

で ある。.,..

こ の よ うに聖 句 を読 んで退屈 で なけ

れ ば､も テ2､3カ 所 読 ん で､そ れ で:

話 を結 び たい と思 う。

｢而 して
､神 の声わ れ に至 れ り1(こ

れ は､主 が祭 壇上 のア ブラ ハ ムの 命 を

取 ろ う としてい た男 を打 たれた直後 の

こ とで ある)… ∴ わが名 はエ ホバ な り。
くだ

われ汝の祈 りを聞 き.て降 り来れる は､

汝 の救 い､ま た汝 を父 の家 よ りすべ て

の親族 よ り離 して汝の知 らざる他 国に

連 れ行か んため な り。… …

ノア にあ りし如 く､汝 に もまた然 あ

らん6さ れ ど汝 が導 き と教 えを施 す業

に よ りズ､ .わが名 は ζこ しえに この世

に知 らるべ](ア ブ ラハ ム1:16,

19).』さ らに｢わ れ……汝 に わが名 ……
｢を被 らしむべ し

d(ア ブ ラハ ム1:18)

･この お が名 と鉢､イ エろ`･キ リス トの

み名 のこ とであ る。神 権信｢神 の御子

の神権 の聖 な る神 権i｣1(教 義 と聖1約107

:3)と 呼 ばれで いる。後 に､メ ルケ

ゼデ クの名前 が この神 権 を指 す名称 と'

し て与 え られた。 それは､神 の御子 の

み名 を繰 り返 し使 うことを避 け るため

であ る。こ れに関連 して､私 は度 々､

教 会 員が神 のみ名 をあ ま りに も気軽 に

使 い過 ぎている よ うに感ず る こ とがあ

る。主は､繰 り返 しを避 け るため に､

こ の神権 に メル ケゼ デ ク神権 とい う名

称 を与 え られ たが､こ れ はその点 で良

い模 範 であ る。

一最 後 に ､話 を終 え る前 に も う1カ 所､

ア ブ ラハ ムの言葉 を引用 した い。｢され

ど､わ れは今後 われ 自 らよ りさか のぼ

りて創世 の前 に至 る年 代 記 を描か ん と

努 むべ し。 そはわれが その記録 を手に

入れ し故 に して､今 に至 るまでこれ を

所有せ り。(こ れは､こ の大会 の会 期 中､

私 たちが思 い巡 らして きた他 の業 と考

え合 わせ てみ る と､極 めて大切 な こ と

であ る),｢。.回'

さ れ ど､神 権 の権能 に衡 す る先祖す

窮鉾難 囎 警濠繭搾鍔
故に創造の始まりの知識 も､ま た諸々

の遊星､諸 々の星の知識 もこれ らが先

祖に知 られたるままわれ今 日まで守 り

来れ り。されば､わ が後に来謀ゑべ き

子 孫 のため､こ の記録 に ある若干 か の

こ とを努 め て ここに誌 すべ しd.(ア ブ

･ラ ハ
:ム1:28,31).,､

見 弟 た ち1神 権 を持 つ とい うこ とは､

本 当に意味深 い こ どであ る。執事か ら

.教 師
､察 司へ と昇進 でき る神 権 を持 ち､

.ざらには､永 遠 に続 く神 権､す なわ ち

私 た ちが ふ さわ しい限 り永遠 に存 続 じ､

私 た ちの盾 ともな り､永 遠 の世 界に至

る道 ともな る神権 を持つ とい うことは､

奉 当 に意 味深 いこ と.なので ある。私 は､

主 が私 た ちを祝福 して下 さって､私 た

ちが長 老で ある こ とを決 して当然の こ

と と思 った･り､普 通 の こ とだ と思 った

りしな.いよ う､切 に祈一5て い る。｢彼は

た だの長 老 さ｣｢彼 は た だ の 七十 人 さ｢｣

｢彼 は ただ の大 祭 司 さ｣と い うよ うな

言葉 も聞か れ る。大 祭司､･､:その 大祭 司

であ る とい うことは､ど の ような 人の

生涯 に あって も､必 ず大 きな意味 を持

つ ので ある。 それ を軽 ん じ1と りたて

て 素 晴 らしい もの と考 えない人 は｣そ

れ を通 じて与 え られ る祝福 を決 して理

､解 す るこ とは ないで あろ う。

これ は皆､教 会 め教義 か らの教 え で

あ る。主 は 言 わ れ た。｢主 は全能 の神

であ る｣｢私 はイエス･キ リス トであ る｣

｢私 はエホバ であ る｣と 。主 こそ､私

た ちの礼拝 してい る御方 で ある。私 た

ちの歌 う歌は､そ のほ とん どが 主につ

いての歌 で ある。私 たちの祈 りは皆､

主 につ いての祈 りで あ り､私 た ちの集

会 での話 は､'主 につ いての話 で ある。

私 たちは主 を愛 し､敬 愛し てい る。私

た ちは､今 この時か らぐ再 び､』三 たび

そ して四 たび と､主 に一層近 く生活 し､

主 の与 えて下 さった約 束 と祝福 に適 っ

た生活 をす ると約束 し､こ の身 を主 に

捧 げ るの であ る。 この こ とを､愛 の限

りを尽 くして､イ エス･キ リス トのみ

名 に よ り申 し上 げる。アー メン。

ユ14
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によって､創 造物 をその 中 に保 って お

られ るこ とに よる。

法則 とは真理 の応 用に ほかな らな い。

偉大な思 索家の著書 か ら引用 した次 の

言葉に注意 を向 けていた だ きた い。

フラン ク･ク レイ ンは言 って いる。

｢真 理 は宇宙 の条理 で ある
。 それ は行

く末の論究 であ り､神 の み こころで あ

る。従 って､人 が発 明 し､あ るいは発

見す る もので､そ れに代 わ り得 る もの

は何 もない。｣(レ オ･J･ミ ュ ア､

FJα3んes∫70観 言んcE置 εγηαJSθ 窺αPん一

〇re｢永 遠 の信号 機か投 ず る光｣p.100)

W･ラ テ リフは言 って い る。｢基 本

的 な真理 には､推 移 す る ものは何 もな

い。真理 の意味 に関す る知識 は増 し､

真 理の応用 法 は変 わ るこ とかあ る。 し

か し､真 理 の偉大 な原則 は永遠 に同 じ

てある。｣(同 上､p.101)

主 は ジョセ ブ･ス ミスに下 した啓示

の 中で､次 の よ うに宣言 してお られ る。

｢ま た誠に われ汝 らに告 ぐ
。彼 は昔

よ り万物 に一つの律 法 を与 え､こ の律

法 によ りて万物 は時 と期 に随 いて運 行

を止め ざるな り。

而 して この運行 の道 は定 ま りて動か

ず､正 に天地の道 に して地 とすべ ての

遊 星 に通す る ものな り。

而 して､地 と星 とは また その時 と期

に於 て､分 と時 と 日と週 と月 と年 とに

於 て相 互に光 を与 うるな り。 ……

地 はその道 をかけ り､日 輪 は昼間 そ

の光 を与 え､月 輪は夜 その光 を与 え､

諸 星 もまた夜 にその光 を与 え､み な神

の能 力の 中に その光栄 を顕 してかけ り

行 く。･･…

そ もそ も､こ れ らは皆 王 国なれば､

そ の何 れにて もまた如何 に小 さき もの

に て も､見 た るな り。｣(教 義 と聖 約88

42-45,47)

こ の よ うに､自 然の 法則 は､私 たち

か これ を知 ってい よ うといまい と､常

に 同 じよ うに働 く。 この法則 を知 らな

い子供 は､熱 いス トー ブに触れ る とや

け どをす る。 重力の法 則 を無視 すれ ば､

ひ どい傷 を負 うか もしれ ない。 また､

自 然の法則 を理解 し､そ れ に従 って生

活す るな らば､そ の こ とか ら恩 恵 を受

け る。 これ らの法則 を無視 し､あ るい

は反す る行 為 をとる人々か 直面 す る数
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々の危険を､逃 れることかできるから

である。

次は､国 の法律すなわち人の定めた

法に関してであるか､私 たちは法律に

よって治め られる必要かある。法律は

悪事 を行 なう人々を取 り締まるたけで

なく､すべての人々の権利 を守るための

ものである。教義 と聖約 を引用 しよう。
｢われ らは信す

､政 府は人間のため

に神により制定されたるものにして､

社会の福利 と安全のため法律 を制定 し

またそれを施すに当 り､政 府に関して

人間の為す行動に対 し神は人間に責任

を負わせたもう。

われ らは信ず､政 府は各個 人に対 し

良心の自由なる行使､財 産の所有権 と

その管理､お よび生命の保護などを保

証す る如 き法律 を制定 し､且 つこれを

犯 さるることな く保持す るにあらされ

ば､如 何なる政府 も平和に存立するを

得す。

われ らは信ず､す べて政府は政府の

法律 を施行せんかため､必 然吏員およ

び長官 らを要す。而 して､公 平と正義

とを以て法律 を行 う如 き人物は､こ れ

を求めて共和国の場合ならば人民の投

票により､他 の場合にはまた主権者の

意志によ りて支持すべ きなり。｣(教 義

と聖糸勺134:1-3)

当教会の信仰箇条第12条 には､こ の

ようにある。｢わ れ らは､王､大 統領､

統治者､長 官に従 うべ きを信 じ､ま た

法律 を守 り､敬 い､支 うべきを信す。｣

すべての国民は政治の問題 を知って

お くことか､極 めて大切 てある。国の

法律 を知 ること､お よひ､政 務を司る

正直て賢明な人々を選べ る場合には､

それを積極的に行 なうことか大切 てあ

る。

行政機関を通過 した法令の合法性に､

それか国の最高法廷て合法 と立証され

た場合でさえも､疑 いをはさむ人々か

大勢いる。このような人々は､そ の法

律 を無視 し､ま た法律に違犯すること

を意に介しないのである。

かつてアブラハム･リ ンカーンは次

のように述べた。｢人 のためにならな

い法律かあるならは､て きるたけ速や

かにそれを廃止すべ きてある。 しか し､

まだ効力を持つ間は厳密に守 るべ きで
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ち精神的 お よび霊 的な生 活に関す る人

生の律法 が含 まれ てい る と信 じてい る。

これ らの律 法 は､自 然界 におけ る 自然

の法則 と同 じよ うに､有 効範 囲 内に お

いて だけ作用す る もの で ある。

予言者 ジ ョセブ･ス ミスは､知 識 を

得 るこ との大切 さと､律 法に従 うこ と

の重要性 を認め てい た。 彼は聖徒 たち

に次 の ように説いて いる。

｢お よそ
､わ れ らのこの世 に於 て達

す る英智 の一切 は､何 にて もよみが え

りの時わ れ らと共に よみが え るべ し。

されば もしあ る人 あ りて､精 励従順

に よ りこの世 に於て他 の人 よ りも一 層

勝れた る知識 と英 智 とを得 ば､未 来の

世 に於 てそれだけ利 を得べ し。｣(教 義

と聖 約130:18,19)

主 の み 言葉 は私 た ちに とって 非常に

明瞭 であ り､主 の律 法は私 た ちの幸福

の ため には っき りと定め られ てい る。

に もかか わ らず､あ る人 々は 自分 の判

断 のみ に頼 り､神 の律 法 を無視 し､み

じめ で不 幸 な状態 に陥って い る。そ の

理 由 を理 解 す る こ とは 困難 で あ る。

予 言者ヤ コブは次の ように勧告 して い

る。､

｢そ れ であ るか ら兄弟 たちよ
､主 に

向 って勧め をしよ うとは しないで主 か

ら訓戒 を受 け よ うとせ よ。 ご らん､あ

な たたちは主が 智恵 と正 義 と大 きな憐

み とを もって､造 りた もうた万物 を勧

め戒め て治め た もうている こと を知 っ

て いる。｣(モ ル モ ン経ヤ コブ4:10)

ま た､ソ ロモ ンは その 深 い知 恵に よ

って語 って いる。

｢心 をっ くして主 に信頼せ よ
､自 分

の知識 にた よっては な らな い。

すべ ての道 で主 を認め よ､そ うす れ

ば､主 は あなたの道 を まっす ぐに され

る。｣(箴 言3:5･6).

イエ ス･キ リス トの福 音の道標 は 明

らかで ある。私 たちには十戒 が ある。

その例 を幾っか挙 げ よう。

｢あ なたは わた しのほか に
､な に も

の を も神 として はな らな い。 ……

あなたは殺 してはな らない･.…･･姦 淫

してはな らない……盗ん ではな らな い 層

… …偽 証 して はな らな い… …

安息 日を覚 えて､こ れ を聖 とせ よ。｣

(出 エ ジプ ト20章 参 照)
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ま た 山上 の垂 訓は あなた方す べて が

よ く承 知 してお られ る もの であ る。 さ

らに律 法の 中で どの戒め が大切 か をイ

エ スは告げ てお られ る。

｢『 心 をつ くし
､精 神 をつ くし､思

い をつ くして､主 な るあ なたの神 を愛

せ よ』。

これが いちば ん大切 な､第 一 のい ま

しめで ある。

第二 もこれ と同様 で ある､『 自分 を

愛 す る よ うに あ な たの 隣 り人 を愛せ

よ』。｣(マ タイ22:37-39)

これ らふ たつ の戒 め を守 るこ とは全

世 界に どれほ ど大 きな影 響 を及ぼすか､

い くら強調 して も過 ぎ るこ とが な いほ

ど､私 たちの評価 をは るか に越 えた も

ので あ る。平和 と正義 が津 々浦 々に ま

で行 きわた るの であ る。

私 た ちには また聖典 が ガイ ドと して

与 え られ てい る。 これは､予 言者 を通

して､神 が 直接 啓示 に よって下 した も

うみ言葉 を記 した もの であ る。そ の予 言

者のひ と りが､ス ペ ンサー･W･キ ン

ボール大 管長 であ る。 主は今 日､キ ン

ボール大 管長 を通 して語 って お られ る。

そ して これ ら予言 者の教 え を受 け入れ､

こ れに従 って生 活す る ときに､私 た ち

は永遠 の生命 を得 るこ とがで き るので

あ る。私 た ちは皆､パ ウ ロの よ うに感

じ､語 る勇気 を持 とうでは ないか。

｢わ た しは福音 を恥 としない
。 それ

は､… …すべ て信 じる者 に､救 を得 さ

せ る神 の力 であ る。｣(ロ ーマ1:16)

主 は 言 ってお られ る。｢見 よ､こ れ

わが業に してわが栄光､す なわ ち人 に

不死不 滅 と永遠 の生命 とを もた らす な

り。｣(モ ー セ1:39)

こ の こ とは主が御 自身の命 を捧 げ ら

れたほ ど何 に も代 え難 い もので あった。

す なわ ち､主 の贈 いの犠牲 に よって､

私 た ちは復 活 し､不 死 不滅 と昇栄 を享

受 す るこ とが可能 とな ったので あ る。

主 の偉大 な 目的 を達 す るために､宣 教

師 として働 く素 晴 らしい特 権 と祝福 と

機 会が あ るこ とは､私 たちに とって何

と幸 いな こ とだろ うか。

この よ.うな約束 が与 え られ てい る。

｢汝 らわが言 うところ を行 わ ば ､主 な

るわれこれ に対 して責任 あ ㌦ され ど､

汝 らわが言 うところを行 あず ば汝 ら何
し!･マ､

ら約束を受けず。｣(教 義 と聖約82:

10)ま た､次 のような警告 もある。

｢わが律法 を受 けてこれ を行 う者は

すなわちわが弟子にして､わ が律法を

受けた りど言いてこれを行わざる者は

わが弟子にあらず。 これ らの者は､汝

らの中より追い出さるべ し。｣(教 義 と

聖糸勺41:5)

実に先程の私の若い友が感じたように
｢人が この世 にいるのは幸福 を得 るた

めであり｣､｢人に与えられている最大の

賜 は自由意志である｣と いう教会の教

えと､私 たちには法が必要であるという

事実 との間に何の予盾 もないことは明

らかである。私 たちには選択の自由が

あ り､律 法に従ってその律法に基づ く

祝福 を享受することもで きれば､律 法

に従わずにいることもで きる。律 法に

従わなければ､私 たちのために備 えら

れている完全な喜びを決 して享受する

ことはできないのである。

次のような主の栄えある約束 をもっ

て､私 はこの話 を結びたいと思 う。
｢主は言 う。わが命に従い､誠 心を

以てわが栄光を仰 ぎ見て今この地に集･

り来れる人々ほ1､見 よ､幸 福 なるかな。

そは生 くる者は地 をつ.ぐことを得､

死ねる者は全 く働 きを休みて安息を得。

されゼ彼らのなしたる業はその人々に

つ き従いて､わ が備 えたる父の住居に

於て冠を受けしむればな り。

然 り､そ の足シオンの地の上に立ち

て､わ が福音に従い居る者は幸福 なる

かな。その者は報い として地の善 きも

のを受け､而 も地はそれを力強 く生ず

べければな り。

またわが前に忠実にして勤勉なる者

は､天 よ り祝福 をもて冠 を受 くべ き､

また誠に少か らざる誠命 とその時々に

関する啓示 とを与えらるるな り。

この故に､わ れ彼 らに一つの誠命を

与 う。 曰く､汝 心 を尽 し､勢 力 と思 い

と体力とを尽 して主なる汝の神 を愛す

べ し。 また､イ エス･キ リス トの名に

よりて神に仕 うべ し。｣(教 義 と聖約59

:1-5)

私は､こ れらの事柄が真実であるこ

とを､イ エス･キ リス トのみ名によっ

て証する。アー メン。
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答:｢え え､む ずか しいこ とで はあ

りません よ。 会衆 の代 表者 た ちを集め

て､そ の グルー プの一 致 した意見が あ

れば､そ れ を説 くんです。｣

も う一度繰 り返 して 申 し上 げ たい。

私は ワシン トンD.C.で この会 合に

出席 していた間 に､多 くの献 身的 な素

晴 ら しい教 会指導 者た ちに会 った。 し

か し同時に､こ の旅行 を終 えて戻 ると

きに大 きな不安 を感 じた。 それ は､こ

の 国だけで な く全世 界の 多 くの教 会の

説教 台か ら､神 が告げ られた教 えでは

な く､人 の教 えが説かれ る傾 向が強 ま

ってい るの ではな いだろ うか とい うこ

とにで ある。

私 は会合 を終 えるにあ た り､こ の大

きな宗教指導 者の集 ま りが永 遠の 父な

る神 に対す る感謝の 宣言 を下 さなか っ

た ことに非常 に失望 した。 しか しなが

ら､こ の200年 祭 の年 度 中､少 な くと

も次のふ たつの点 を私の声 として 聞い

て もらお うと堅 く決 心 して戻 って 来た

の であった。

まず 第一に､正 しい と信 じて いる こ

とを擁護 す る勇気 を増す ことである。

天 は閉 じられ ていな い とい う証 を､私

は宣 言 しよ う。主 は､こ の世 において

そのみ声に耳 を傾 け るすべ ての子 らを

今 なお導 いてお られ る。私 信 また､義

しい政 府の 基は､人 の努 力に導 きを も

た らす主か ち与 えられた律 法 であ る と

い う私 の揺 るぎない確信 を説 こ う。義

しい政 府 は 主 の 導 きを受 け る。 タナ

ー 副管長が 引用 した聖句 は
､合 衆国政

府の設立に 関す る もので あ る。｢わ れ

実に この 目的の ため にわが挙 げ たる賢

き人々の手 に よ りて この 国の憲法 を制

定せ しめ､流｣血Lに よ りて この国 を贈 え

り。｣(教 義 と聖 約101:80)

私 は､憲 法起草者 の心 の中に あった

信仰 を絶や さない ため に､自 分 にで き

る限 りの こ とをすべ て行 なお う と決意

して い る。

ジ ョー ジ･ワ シ ン トンは次の よ うに

宣 言 してい る。｢国 民 は､神 と聖 書 な

しに正 し く治め るこ とは不 可能 であ る

こ とを承知 してい る。｣

また､第7代 合衆 国大 統領の ア ン ド

リュー･ジ ャ クソンは､｢聖 書 は この

共和国が依 って立 つ 岩で ある｣と 宣べ

120

ている。

私は今 日皆さんの前で､主 なる神 は

今なお神の子らの諸事を治めておられ

る という､私 の信仰 を再び言明したい

と思 う。神の律法は確かに､す べての

法が建つ基である。従って私たちは､

神が与 えられた律法を進んで支持し､擁

護しそれに従って生活しなければならない。

次に私は､自 分たちの学問によって

神の律法を変えることがで きると信 じ

込んでいる人々に対 して､こ こで公に

反対 を唱えたい と思 う。人類が意見を
一にしようとも､決 してこれらの神聖

な律法 を変える力はないのである。

これらうわべ だけの博識者たちが､

どのように神聖な結婚制度 を彼 らの誤

った教i義と教 えによって破壊 しようと

しているか､そ の一例を挙げてみたい。

次に引用す るものは､最 近のある出版

物から取った ものであるが､ほ かにも

類似するものは数多 くある。
｢これらの証言の根拠 として ､あ る

オブザーバーたちはこう語 っている。
『変遷する社会の要求に合 わせて何世

紀 もの間変えられて きた結婚制度は､

やがて廃止されることになると言われ

て きたが､今 や我々は､ま さにそのよ

うな時代に直面している。』究極的に結

婚は､宗 教上の儀試 あるいは法律上の

承認行為 としてではな く､単 なる杜会

的事実 として受け取 られることになる

だろうというのが､彼 らの判断である。｣

(ウ ィリアム･H･マ スターズ､バ ージ

ニア･E･ジ ョンソン共著､Tんe

PZεα5排eBoπd｢放 縦の絆｣p.179)彼

らは､結 婚に対す る考 え方を新たにす

るようキリス ト教徒に求めている。徐

々にであろうと､不 承不承であろうと､

独断主義は人道主義に屈 しつつあると

彼 らは言う。また彼らは､自 分たちの

研究か ら明らかになったように､婚 外

の男女関係は神に忠実 さを表わす手段

となるであろうと確信 をもって語るの

である。

このような教 えが人類に対する主の

命に全 く反す ることを､私 は知ってい

る。主の計画における外形的な秩序 を

見ても､主 が 証正 を必 要 と しておら

れるようなことを私 は何 ら見 出せな

いのである。地球は同 じ方筒に回り続

耀.
《

驚

辮1

疲 労と暑 さ､乏 しい食糧､そ れに逃亡 と､

西 への旅 は苦難の連続 であった。マホン

ライ･ヤ ング作の約束の地記念碑か ら。

けて いる し､地 軸の角度 も変 わ って い

ない。水 は海 か ら雲 とな り､地 に降 り､

川 を下 って海 に入 る循 環 を繰 り返 して

お り､変 わ りな く人 に恵み を与えて い

る。

神が 人類の ために定め られ た律 法 に

つ いて も全 く同 じで ある。 神 は時 の初

め に この よ うに宣伝 してお られ る。

｢ま た主 な る神 は 言われ た ､『 人が

ひ とりで いるのは良 くな い。 彼の ため

に､ふ さわ しい助け手 を造 ろ う』。…

そ こで主 なる神 は人 を深 く眠 らせ､

眠 った時 に､そ の あば ら骨 の一つ を取

って､そ の所 を肉でふ さがれ た。

主 な る神 は人か ら取 った あば ら骨で

ひ と りの女 を造 り､人 の ところへ 連れ

てこ られ た。

その とき､人 は言 った､『 これ こそ､

つ い にわた しの 骨の骨､わ た しの肉の

.肉。 男か ら取 った もの だか ら､こ れ を

女 と名づ け よ う』。

それで人は その父 と母 を離 れて､妻

と結 び合 い､一 体 となるでの であ る。｣
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io月5日 旧)午 前 の部 にお ける説教

東洋の人々の信仰 と

主のみ業

地域総大会､東 京神殿の建築計 画､教 会員

の犠牲､こ れらによって教 会は急速 に発展 を

続 けている。

十二使徒評議員会補助

ア ドニ ー･Y･小 松

.〆

『

ノ

磁

籔

､,ヂ

する兄弟姉妹の皆様､こ の半期総
愛
大会 に出席す る機 会 と祝 福 を心 か

らへ りくだ り天 父に感謝 した い と思 う。

素晴 ら しい大 会の雰 囲気 を味 わい､予

言者 であるスペ ンサ ー･W･キ ン ボー

ル大管長 をは じめ とす る教会 幹部か ら

受け た数 々の指導 と助 言 に感 謝 してい

る。 また､主 のみ た まの導 きが あって､

私 が これ か ら話す事 柄が大会 の精神 を

高め る もの とな るよ う祈 り､ま た願 う

もので ある。

新 約聖書 に､次 の よ うな ヨハ ネの言

葉が ある。｢神 は その ひ と り子 を賜 わ

ったほ どに､こ の世 を愛 して下 さった。

それは御子 を信 じる者が ひ と りも滅 び

ない で､永 遠 の命 を得 るため であ る。｣

(ヨ ハ ネ3:16)

天 父 は地上 の子 らを非 常 に愛 してお

られ る。 それ故､私 た ちに この世 の経

験 を得 る機会 を与 え､や が て､救 い主

イエ ス･キ リス トに よって神 のみ前 に

立 ち帰 る道 を備 え られたの であ る。

救 い主は この世 でみ業 に携 わってお

られた ときに､こ う述べ てお られ る。』

｢わ た しは よみ が え りであ り
､命 で あ

る。 わた しを信 じる者 は､た とい死 ん

で も生 きる。 また､生 ぎて いて､わ た

し を信 じる者 は､い つ まで も死 なな

い。｣(ヨ ハ ネ11:25,26)

さ ら に 救 い主 は､｢わ た しを信 じる

者 は､わ たしを信 じるの では な く､わ

た しをつ か わ され たか た を信 じる｣

(ヨ ハ ネ12:44)の で あ る と も述 べ て

お られ る。

私たち末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教

会の会員は今 日､キ リス ト教世界に住

む数 多 くの人々と同 じように､神 が生

きてお られ､イ エスが生ける神の子キ

リス トであ り､世 の救い主 であること

を理解 し､信 じている。

しか し現在でも､ア ジアの諸国では､

世界人 口の大多数 を擁 しているにもか

かわらず､こ の明.白な真理が地上に住

む子 らのための神の計画 として理解 さ

れてはいない。

だが､主 のみ業はアジア民族の間に

も着実に進展 している。10年 前､極 東

にはわずか3つ の伝道部 しかなかった。

それが現在では15の 伝道部､5つ のス

テー キ部 となっている。

先頃開かれた日本､フ ィリピン､台

湾､香 港､韓 国の地域総大会は素晴ら

しい経験であった。教会員たちは予言

者であるスペ ンサー･W･キ･ン ボール

大管長や他の教会幹部の話 を聞 き､歓

喜の涙 を流 していた。

これらの地域総大会に出席した人は､
'教会員と非教会員を合わぜてほぼ45

,000

人に達すると報告されている。神の生

ける予言者の声に耳を傾けることは､

数多くの教会員と非教会員にとって初

めての経験であった。

東京の大会でキンボール大管長が神

殿建設の提議 をしたとき､会 衆は喜び

のあま りお もわず拍手 をした。やがて､

人々が右手をあげて支持する頃には､

それは静かな感謝の涙 と変わっていた。

地域総大会が開かれたアタアのどの地

でも､同 じような光景が見 られた。ア

ジアで最初の神殿 を建てるとい う予言

者の提議に対 して､教 会員は喜んで支

持 したのである。

さらに私にとって､と て も素晴 らし

い経験 となったことは ､ア ジアに住む

教会員のためにキンボール大管長が与

えた助言と勧告 をこの耳で聞 き､さ ら

に導 きを受けたことに対する彼らの感

謝 と愛に満ちた顔 をこの 目で見たこと

であった。

キンボール大管長は､ア ジアの国々

に住む教会員にイエス･キ リス トの福

音に従って生活 し､主 の戒め を守 るよ

うに励ました。 また､会 員たちに系図

活動の重要性 を説 き､神 殿結婚の大切

さを強調 した。数年内に神殿が建て ら

れ､教 会員はこの大きな祝福にあずか

ることができるのである。ある人は家

か ら神殿 まで数時間で行け るようにな

る。 また遠い人で も､現 在大部分の人

々が参入 しているハワイまでほどの道

の りではな くなるのである。キ･ンボー

ル大管長会はさらに､家 族が大切であ

ること.､そ して伝道に出るにふさわし

い若人を育てなければならないことを

強調 した。

この福音の メッセー ジを多 くの人口

を擁す るアジアの国々に伝 えるために

は､伝 道活動の歩みを早めなければな

らない。またキンボール大管長の助言

と勧告に従って､こ の偉大な業 を助け

る若者 を地元で備 える必要がある。ア

ジアに住むすべての教会員は努力を結
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｢ひ と りで はで き.ない｣

相互依存 は福音の本質である。証 さえも人

々の助 けによって育 まれる。

十二使徒評議員会補助

ロ バ ー ト･D･ヘ イ ル ズ

兄 弟姉妹･今 この壇上に立ち･同 じ
よ うに ここで大 会が 開催 され るよ

うになってか ら108年 経 つ､最 初 の大

会以来､こ こに立 っ た数 々の人 々か ら

おのず と発散 された その霊 を身 に感 じ､

ま た きょう述べ られ た証 を実 感 として

味 わ うことができ るこ とは大 きな祝 福

で ある。 ア ドニー･Y･小 松 長 老の 次

に話す 人 は実 に損 な役 回 りであ る。彼

は神 の人で あ り､率 直､謙 遜で､私 は

自分 の残 りの生涯 を彼 と共に主 のみ業

に捧 げたい と願 って いる。聖 歌 隊か ら

は大 きな感 動 を受 け､私 はそれ らに励

まされ て､胸 につか えてい る話 が ど う

や らスムー ズに 出て きそ うで あ る。

｢私 た ちはひ と りではで きない｣と

い う言葉 につ いて ､ど うか少 しの間一

緒 に考 えて いただ きたい と思 う。 程度

の差 こそあれ､私 た ちの 多 くはそれ ぞ

れ に証 を持 ってい るα私 た ちは皆､こ

の世 に生 まれ 出た ときにキ リス トの み

たま を与 えられ た。 それ は賜 であ る。

私 たちは皆､聖 霊 に助 け られて 証 を 自

分 で育 てて きた。私 たちは神が生 きて

お られ るこ とを知 っている。 また､イ

エ スが キ リス トであ るこ とや ､キ リス

トが私 た ちを腰 うため に命 を捧 げて下

さ り､私 た ちが再 び生 きるこ とがで き

る ように､復 活 され､今 なお生 きて お

られ ることを知 って いる。 さ らに､ジ

ョセブ･ス ミスが時満 ちた る神権 時代

に末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教 会 を回

復 した こと も知 って いる。1確か に､私

たちは イエ ス･キ リス トの再臨 をひか

えた｢最 後 の神権 時代｣と い う素 晴 ら

しい時代 に生 きて い る。 この｢時 満 ち

たる時代｣は すな わち､こ れ までに啓

示 されて きた聖典 のす べて が人類 に与

え られ る時代 であ る。 私 た ちは､ス ペ

ンサ ー･W･キ ン ボール大 管長 が この

末 の時代 に神権 のすべ ての鍵 を授 け ら

れ､啓 示 によって この教 会 を導 く神 の

予 言者で ある ことを知 ってい る。 しか

し兄弟姉妹､こ れ らの こ とをすべ て知

ってい るに もかか わ らず､こ の世 に生

まれたの はひ と りきりで生 きるため で

はない とい う非常 に大切 なこ とを悟 ら

ない人々が い るの はなぜ だろ うか。

あな た方 は 自分 の行 動 を 自分や他 人

か ら隠す こ とはで きない。 ポ ロー ニア

スは息子の レアーチ ー ズに こ う言 って

いる。

｢い ちばん大事 なこ とは
､お の れに

誠実 なれ､と い うこ とだ。 さすれ ばか

な らず､夜 が昼 につ ぐご とくにじ ゃな､

他 人に対 して も誠実 な らざる を得 ん。｣

(シ ェ イ クス ピア､｢ハ ム レ ッ ト｣1,

iii､三 神 勲訳)

こ の言葉 は まさに真 実 であ る。 しか

し､自 分や隣 人に誠実 で あるには どう

した らよいか とい う関心 も､そ の上 さ

らにつけ加 え るべ きであ る。 キ リス ト

の光 を遮断 した｢閉 ざされ た 自己｣は､

そ の人 を誤 りや す く､間 違 った考 えに

走 りや す くす る。 人 を気遣 い､人 に気

遣 って も らうその調和 と釣合 いが､人

生 その ものの 本質 であ る。私た ちには､

自 己欺隔 を避 け るため に他 人か らの励
､

ましの援助が必要 である。知的エ リー

トたちに神のみたまを拒む人が時々見

受け られるのは､私 にば どうに も理解

し難いことである。

ここで私の証 を述べたい。私たちは

この世に来る前に天父と共に住んでい

た。聖典にそう言われている。私たち

は､肉 体 を受け､こ の第二 の位に住み､

神の戒め を守 り､す べてに反対の もの

があることを経験す る道をそこで選ん

だことも知っている。正反対の ものが

あることで､私 たちは強 くなれる。私

たちの霊は火に耐えて､は がねの よう

に強 くなるのである。

私たちはだれの助けもなしにひとり

で神のみ前に帰 ることはできないとい

う のも､ま た神の計画である。ヤ コブ､

はそれ をこう言っている。｢信 仰 も､

それ と同様に､行 いを伴 わなければ､

それだけでは死んだ もの である。｣(ヤ

コブ2:17)福 音の計画では与える

ことと受けることが要求 される。信仰

だけでは不充分であ り､私 たちには奉

仕 し､奉 仕 され る｢行 ない｣が 必要で

ある。これは､ひ とりではできない。

私 たちの人生に課せ られた数々の使

命は､人 の助けなしでは立派に果たす

ことができない。誕生には地上の両親

が必要である。 また､幼 児の祝福､バ

プテス1マ､聖 霊の賜を受ける按手礼､

教会員になること､神 権の聖任､伝 道､

結婚､自 分の子供 を持つ こと､病 気や

必要 なときの祝福な ど､こ れ らは皆人

の助けが必要 である。そしてそれはす
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の姿か くっ き りと浮彫 りに され てい る。

｢お 前 か もし神の命 令 に従 うな らは地

に於て栄 え るで あろ う。 しか し､神 の

命令に従 わな いな らは､神 の御前 か ら

追 い払 われ る。｣(ア ルマ38:1;36:

30を も参 照)自 分 の息子 に はなか なか

言 えないこ とたか､し か しこれは真理

であ る。

人生 をひ と りで経 験 しよう とす る人

は､自 分 に忠実 て もなければ､人 生 に
ち

おける大切 な使命に も忠実でない。人

はよく困難に出会 うと､｢ひ とりて頑

張 ります｣､｢放 っておいて下 さい｣､
｢助けはいりません｣ ､｢自 分の ことは

自分でできます｣と 言 う。 しか し､人

の助けか要 らないほ ど人生経験に富ん

でいる人はいないし､隣 人に役立つこ

とか何 もないほどに経験の乏 しい人 も

いない。信頼 して人の助けを仰 ぐ気持､

親切にそれに応 じる気持か､私 たちの

心の底にいつ もなければならない。

私は少年時代､ニ ューヨー ク州ロン

グアイラン ドに住んでいた。その頃､

こまどりか毎年わか家の屋根に巣をか

けていた。母鳥がひなを育てるのを家

族ていつ も観察したものである。こま

どりはひなを養い育てた。飛ぶ時期か

来れば､や さしくひなを巣の外へつつ

き出した。す るとひなは地面へ向けて

滑空 しなか ら､は ばたいた。おほつか

なけに､怖 そうに､飛 び方 も知らず。

すると母鳥は地面に下 りて､え さの捜

し方 を教え､飛 び方 を教 えた。母鳥は

ひなか自立す るように手伝いたかった

のてある。

毎年､｢ひ とりでしよう｣と す るこ

まどりのひなかいた。その ようなひな

は大変悲 しい結果を招 いた。ユ リか咲

く谷間の岩場に､死 んだひなの姿 をよ

く見かけたものてある。

世捨人はこの上ない利己主義の容認

者てある。この世 て人々に役立つ よう

にと与えられた賜や才能 をまるて無に

している。彼は悪魔の狡猜な道 を歩ん

ているのである。孤立や隠遁 は､人 生

のゲームて盤の上か ら退 くこまのよう

に､私 たちを引 き下 ろしてい く。

アメリカの詩人 ジョン･ホ イソター

は､人 生 と人間の相互依存を的確に表

現 している。

汝か我を引き上けよ､さ らば我汝を

引 き上けん。

而して共にのぼ りゆかん。

私たちは天父 と共に出発した。私た

ちはこの世に来た。 そして敵 なる悪魔

の与えるものを甘ん じて受け､天 父の

み もとに｢名 誉の帰還｣を 成 し遂ける

ことを理想 としている。

私は至極単純 な証を持っている。

神は生 きてお られる。 イエスはキリス

トである。私たちは目的を持 ってこの

世に来たこと､そ して私たちか受ける

最大の喜びは､私 たちか人々のために

す る愛 と奉仕の行 ないであることを私

は知っている。私たちはその愛 と奉仕

を通 じて力と証を強 くし､天 父の祝福

を自分 自身 と家族 にいただ くのである。

他人の助けを全 く必要 としないほど立

派な人は存在 しないということも､私

かこれまでの人生で知 ったことである。

何 でも｢ひ とりでできる｣よ うな偉 い

人は存在しない。

私たちか もし予言者 であるスペンサ
ー･W･キ ンボール大管長のように ､

真っ正直な愛にあふれた生活をして､

周囲のすべての人たちに関心を示 し､

己を捧けて奉仕 したならば､自 分には

他人の援助か必要で､他 人も自分の援

助 を待 っているということか十分に理

解できるであろう。福音の基本てある

この原則 を理解 して､隣 人 と互いに愛

し合えるように､イ エス･キ リス トの

み名によって祈る次第である。アーメ

ン 。

トリーフ･ナ ファス作の手車隊記念碑か ら。(テ ンプルスクウェア)
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えるように､後 ろ正面から前正面 まで

5メ ー トルの傾斜がつけてあった。設

計施工当時は､柱 のない建物 として世

界最大 と言われていた。､

1863年 春に工事が開始 された。フォー

トダグラス後方のレッドバ ットキャ

ニオンか ら赤砂岩の大石塊が切 り出さ

れ､木 材の大半はワサ ッチ山脈の松林

で伐採 されてビッグコッ トンウッ ドキ

ャニオンの製材所で加工 された。 タバ

ナクルの中央部分が先に完成 し､次 に

西側先端 の曲線部がつけ加えられて､

オルガンの製作 と据付け工事が開始 さ

れた。ボル トや釘や帯金は入手できな

かった。そのため､木 材の交差部分は

木に穴をあけ､ほ ぞをか ませ てつない

だ。そして端 は くさびでその場所に固

定 した。木材が裂けたときは生皮 を巻

いた。す ると､乾 燥するに従って生皮

が縮み､万 力を使 ったように強力に梁

を支えることができた。

大型パイプオルガンの製作の話には

だれもが驚 く。オルガンが初めて演奏

された当時は､ふ いごに男性5人 がか

りで空気を送 り込んだ。それでは大変

ということで､そ の後は最下部に水車

を取 りつけ､さ らに電気が普及するよ

うになってようや く､そ の動力が確保

されたのであった。建物が完成 した当

時はすでに座席が足 りなかったので､

わきと後方に階廊が設け られ､3千 名

の座席が追加 された。

以来この建物で集会や大会が行なわ

れたが､献 堂 されたのは今か ら百年前

の1875年､10月 大会の ときである。この

ときにはすでに鉄道が敷かれていた。

その週の日曜 日､ユ リシーズ･S･グ

ラン ト合衆国大統領が初めて､旗 とま

ん幕に飾 られた特別列 唯でユ タ準州を

来訪 した。停 屯場か らウォーカーハウ

スに至 る道路にはサバ ススクールの児

童が列 を作 り､そ の後ろには何百人と

いう見物人が大統領 と護衛の馬車の巨家

列 を…目見ようと立 ち並 んだ。新聞は

ソル トレー ク･シ ティーについて論評

し､人 口はおよそ2万5千､｢宗 教 的

用途にあてられる公共の建物数は人口

に対する割合においては合衆国中のど

の町や村 をもしのぎ､恐 らくは教会､

集会所の座席数総計 はこの社会の男女
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子 供 の全員 を優 に上 まわ る｣と 書 いた。

(1ソ ル トレー ク･ヘ ラル ド｣紙､1875

年10月3日､6:102)そ の 翌 朝､グ ラ

ン ト大統領 はエ メ リー総督 と共に テ ン

プルブ ロ ックへ 行 き､真 新 しい タバ ナ

クルに 入った。

土 曜 日の総 大会午 前 の部 の初め に､

ブ リガム･ヤ ン グ大 管長 は､ジ ョン･

テ イラー長 老が献堂 の祈 りを捧 げ る と

発表 した。 その祈 りを全文読 ん でお聞

かせ したいが時 間が ないの で､1そ の一

部 のみ をご紹介 しよ う。テ イラー大管

長 の祈 りは こ うであった。｢汝 が古 の

契約 の 民に慈悲 を賜 わ らん こ とを。お

お主 よ､汝 が よし と見た も うときに､愛

顧 と懇 願の精神 が彼 らの上 に とどま り､

汝 が散 らした まい しすべ て の国々 よ り

彼 らが 集め られ､父 祖 のゆ ず りを受 け､

そ の聴 い主 を知 り､エ ルサ レムが主の

玉座 とならんこ とを。｣そ れか ら次の よ

うな興 味深 い請 願 を した 。｢お お主 な

る贈 い主 よ､道 か ら迷 い出た レーマ ン

人に､子 孫 に誓約 を再 新す る とその祖

先 に汝 が約 束 した まい しレーマ ン人に

慈 悲 を垂 れた まえ。汝が 彼 らに夢 とビ

ジ ョン とを与 え､彼 らが汝 を求め始 め

しこ と を感 謝 したて まつ る。｣(｢デ ゼ

レ トニ ュー ズ｣紙24:594)

そ の 日の午後 の大会 で､ジ ョー ジ･

Q･キ ャ ノン長 老は､家 族 を残 し宣教

師 として伝 道 に携 わる人々の 名前 を読

み上げ た。総勢105名 で あ った。 当時､

宣 教師 に召 され る者 は総 大会 にお いて

この タバナ クルの前壇 か ら氏 名 を読 み

上 げ られ るのが慣例 とな ってい た。 後

に宣教 師の人数 がふ え るに伴 って この

慣例 は変 わ り､や が て大管長 か ら文書

で召 され るよ うに なっ た。 もし総大 会

で氏 名 を読 み上げ て宣 教師 に召す方 法

が現 在 も続 いて いた ら､こ の 大会 では

7,923名 の 名前 を呼ば なければならない。

それだ けで3日 間の大会 の半分 を使 っ

て しま うはず である。7,923名 と い う数

字 は半年 前の総大 会以来 召 され た宣教

師の数 で､ち なみに その数 は今 この会

場 に着 席 してい る人 々の数 とほ ぼ同数

で ある。

ジ ョー ジ･Q･キ 寿 ノン長老 は､献

堂 を控 えな タバ ナ クルの この壇上 に立
.
ち､伝 道活動 につ いて隷 を した。彼 の

､

言 葉 は､現 在 の大管長 が語 ってい るこ

とを､過 去 か ら語 りか けて いる ようで

あ る。 キ ャノン長 老は 次の よ うに語 っ

てい る。｢長 老 た ちは､神 が 世 の民 の

ただ 中で行 なっでお られ るこ と､こ れ

か らなそ う としてお られ るこ とにつ い

て､警 告 の声 を上 げ るべ く､何 百 人 と

東部諸州 に旅立 って行 った。 その 目的

の ため に､彼 らは ヨー ロ ッパ に､西 海岸

に､太 平洋の 島々 に､ア ジア､ア フ リカ

に行 く。彼 らは全地 の面の あ らゆる国

々 を越 えて い くで あろ う。数 百万 のア

ジア の民は､や が て イスラエルの長 老

た ちか ら救 いの よ きお とず れ を聞 ぞで 幽

あ ろ う。… … イスラエ ルの長 老 たちが

告 げ るこの福 音の声 が地の端 か ら端 へ

響 きわ たる ときは 間近 い。 それ は万国

へ証 人 として説 き伝 え られ ねば な らな

いか らである。｣(Jo脚 磁｣げD∫5CO解5εS

｢説 教 集｣13:53)

時 は 変 わ り､生 活の状態 は違 って い

る。 しか し､こ の 回復 され た福音 の 目

的 は変 わ らず､真 理 は不変 であ る。今

はす でに亡 き人 々の犠 牲 と努 力 は､現

在 の私 た ちに と一て祝福 とな り､こ れ

か ら後 の人々 に対 す る私 た ちの責 任 を

居 い起 こ させ て くれ る。この建 物 はそ

の記念碑 で あ る。 タバナ クルは､こ の

入 口を入 り､こ こか ら音 楽や 言葉 でそ

のお とずれ を聞 く世 界中の 人に イエ ス･

キ リス トの福音 を紹 介す る偉大 な宣教

師 と して立 ち続け て きたの であ る。幾

年 月 もの間､教 会の宣 教師 はそのお と

ずれ を携 え､地 上 の何 十万何百 万の 人

を祝福 して きた。彼 らは今 もなお その

同 じお とず れ を携 え､そ れ に耳 を傾 け

て信 じる人 を永世 にわた って祝 福 して

い る。その教 えは真実 で ある。私 は こ

の こ とをイエ ス･キ リス トのみ名 に よ

って証 す る。

アー メン.
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いるこ ととか 一致す る とは決 して考 え

ていないか らて ある。それ以上 に大切

なこ とは､も し人 々か彼 わ一 人一 人の

宣へ伝 えて いる確 信の 源 を知 るなbは､

それ たけて十分 に彼bは この業 か真 実

てあることの証 人に な り得 る とい りこ と

てある。

生 あるすへ ての人 を捜 し求 め､彼b

に福音 を教 え､パ フテ スマ を勧め る務

め を､私 たちは決 して休 もっ とは 思わ

ない。 また､失 音 を抱 くこと もない。

この業に は大 きな力か あ り､こ の こと

は､心 か わ求 めて いる人に よ り実証 さ

れ るかbて あ る。

王 の教会 てあ るこ とを立証 す る もっ

ひ とつの特徴 か ある。 それはパ フテス

マ に も関連 す るものて あ る。パ フテス

マ を受け すに死 んた人々 につ いて､非

常 に不安 をか き立 て る疑 問か ある。死

者 は と っな るの か､と 。 もし人 を救 い

得 る名か 王 を別 に しては天下 のたれ に

も与 えbれ て いす(ま こ とにその通 り

なの たか)､彼 らか その 名 を聞 くこ と

さえな しに世 を去 ったなbは､ま たパ

フテ スマか不可 欠の もの て(そ の 通 り

なの たか)､彼bか それ を受 け入れ る

機会 さ えな しに死 んたなbは､彼 らは
一体 とっな って いるの たう っか

。

これ を説 明す るこ とはむすか しい。

またこれは､人 類のほ とん とか 関係 す

る問題 て ある。

幾 つかの宗教 は､ほ とん とのキ リス

ト教教 派 よ りも大 き く､ま たそれ らの

宗教 を合 わせ ると､す へ て の キ リス ト

教 教派 よ りも大 きい。 そ して何世 紀 も

の間､そ れ らの宗教 の信者 た ちは次々

と世 を去 ったか､パ フ テスマ とい り言

葉 を全 く聞 いた こ とはなか った。彼 わ

は とっなるのた う っか 。

これ は人々の･L･を 非 常 に動揺 させ る

疑 問 てあ る。王 は一 つ､パ フテ スマ は

一つ とい う教 えかあ りなか ら人類 のほ
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大 きなチ ャレ ンジであ るな らば､ま し

てや これ まで世 に生 まれた人 全 員の た

めに身代 りの業 を行 な うこ とは､不 可

能 とも言 え るで しょう。.

こ れ に対 して私 た ちは答 え る。｢こ

とによる とそ うか もしれ ませ ん。 で も､

とにか く私 た ちは それ を します｣と 。

再 び申 し上 げ る。私 た ちは落胆 しな

い。 自分 た ちの務 め を休む こ とも､そ

れ を果 たす こ とに対 す る言 い訳 も した

い と思 わない。 チャ レンジに比べ た場

合､､現 在 の成果 は実 際に少 ない。 しか

し､他 のいか なる場 所 で も行 なわれて

いない こ･とか ら見て､主 が私 たちの働

きを喜 んでお られ るこ とは確 か であ る。

すでに私 た ちは､数 十億 の名前 を集

めてお り､そ の業 は神殿 にお いて進 め

られてい る。 また､将 来建 て られ る数

数 の神殿 にお いて続け られ るこ とだ ろ

う。 しか し私 た ちは､成 果の大 きさを

とや か く言 うつ も りはな い。 なぜ な ら､

私 た ちの本来 あ るべ き状 態 と行 な って

い るこ ととが一 致す る とは決 して考 え

てい ないか らであ る。

この業 につ いて深 く考 える人々は､

死 者の名 前の中 で集 め るこ とので きな

い ものにつ い て尋 ね る であろ う。｢記

録 に名前 の ない人につ いては ど うな る

の ですか 。その 人々に対 してはで きな

いで しょう。名前 を捜 し出す 方法が な

いのだか ら｣と 。

これ に 対 して 私 は､｢あ な たは啓示

を忘 れてお られ る｣と 答 えよう。私 た

ちはこれ まで､こ の方法 に よって数 多

くの 記録 を与 え られ て きた。啓示 は個

々の会貝に与 え られ､彼 らは全 く奇跡

的な方法で家族 の記録 を見 出 してい る

である。また､他 の業 では見 られ ない､こ

の業 に特有 の霊 感 を感 じる ことが あ る。

そ して私 たちは､自 分 のな し得 る事柄

をすべて行 なった ときに､残 りの部分

が与 えられ､道 が開か れ るの であ る。

すべての末 日聖 徒 は､こ の業 に対 し

て責任が ある。 この業 がなけ れば､福

音の救 いの儀 式は､福 音 が真実 であ る

とい う宣言 をこの世 にお いて聞 く機会

の なか った人々の ために施せ ない こ と

に なる。

この業 か ら､生 者 に関連 して もうひ

とつの恩 恵が得 られ る。 それ は家族生
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活 と家族 の永遠 の存 続 とに関係 す るこ

とで ある。私 たちが最 も神 聖 に､ま た大

切 に して いる もの､す な わち 自分の家

族 内の愛す る者 たち との交 わ りに関 わ

るこ とで あ る。

私 の家族 の記録 にあ る手紙 を読む と､

こ の精神 を幾分か で も感 じるこ とが で

きる と思 う。ア リゾナ州 グ レア ム郡 サ

フォー ドか らの1889年1月17日 付 の手

紙 を読 み たい と思 う。 これには私 の先

祖 で初め て教 会 に入 り､そ の数 日後 に

死 んだ曾祖 父､ジ ョナサ ン･テ イラー･

パ ッカー の こ とが 書かれ てい る。 この

手 紙は義理 の娘 が家族 宛 に書 き送 った

ものであ る。

彼女 は､私 の曾祖 父が数週 間耐え忍 ん

で きた苦 しみ と苦難 につ いて述 べ た後､

次 の よ うに続 けてい る。

｢け れ ども
､私 は彼 のため にで きる限

りの こ とをす るつ も りです。 それが私

の務め だ と思 い ます 。私 の愛す るお母

さんの ため に して欲 しい と思 う同 じこ

とを､私 は義 父のためにす るつ もりです 。｣

さ らに 彼 女 は こ う書 いてい る。｢お

父 さんは､皆 さん に､祝 福 の原則 に忠

実 であ るよ うに と言 って い ます。 そ し

て､ア ブ ラハ ム と､イ サ ク と､ヤ コブ

の祝福 が皆 さんの上 に ある ように願 い､

復 活 の朝 に また会 お う と皆 さん に別 れ

を述べ て い ます。

マー サ､涙 でもう字が よ く見え ませ

ん。 ですか らこれ で終 わ ります。姉 メ

ア リー･ア ン･パ ッカー よ り｣

私 は幕 の彼方 で この曾祖 父 を初 め､

祖 父や 父に も会 え るこ とを知 ってい る。

また､完 全 な福音 が この地 上に ない時

代 に生 きて いた先祖 たちに も会 え るこ

とを知 って いる。 これ らの先祖 た ちは､

主 のみ 名 を耳 にす るこ とな く､バ プ テ

スマの機 会 にあずか る こと もな しに､

この世 を去 ったの であ る。

この教 義 ほ ど､こ の教 会 を他 の教会

とは っ き り分つ も▽)は ない こ とを申 し

上 げたい。私 た ちは これが なければ､

他 の教 派の 人々 と同 じように､新 約聖

書がバ プテ スマ を不可 欠な もので ある

と宣言 して い る言葉 を受 け 入れなが ら

も､ほ'と ん どの人が そのバ プテ スマ を

受 ける こ とが で きなか ったζ とを認 め

ざるを得 ないだ ろ う。 妥
'｣

.､

しか し私 たちには啓示 が ある。死 者

の ためのバ プテスマ をは じめ とす る聖

なる儀 式が あ る。 この死 者の ためのバ

プ テスマ を義務 と して私 た ちに課 して

いる啓示 は､教 義 と聖約128章 に あ る。

ここで､こ の章 の終 りの部分 を2､3節

読 みた い と思 う。

｢兄 弟 よ
､わ れ ら まこ とに偉 な る大義

に向 って進 まざらんや 。進 み行 きて退

くこ となか れ。奮 い起 て よ､兄 弟 たち。

進 み進み て勝 利 に至 れ。汝 ら喜 べ大 い

に喜 べ よ。世 の 人､歌 声 を張 り裂け し

め よ。死者 よ､王 イ ンマニ ュエル に永

遠 讃美の歌 を語 り出だせ。 イ ンマニ 五

エ ル こそ創世 の前 よ り､わ れ らを して
ひと や

死 者 をその囚屋 よ り腰 うを得 しむ る を

こ とを定 めた まえ り。……

山々 は喜 びの声 を挙 げよ。汝 ら谷 よ､

皆 声高 く叫べ 。すべ て諸 々の海 と乾 け

る地 とは､汝 らの永遠 なる王の為 した

もう驚嘆 すべ き御 業 を語 れ。河 よ､小

川 よ､谷 の流 よ､歓 び の声 を挙 げて流

れ下 れ。森 よ､野 の樹 よ､み な主 を讃
いわお

え よ。堅 き巌 よ､喜 び に泣け。… …

この故 に､い ざわれ ら一 教会員 とし

て､一 人の民 として､ま た末 日の聖徒

として､義 しきに適 う捧物 を主 に捧げ

ん。 また いざわれ ら､主 の神殿 の完成

せ る時､そ の 中に於 て､主 が完全 に受

け入 れた もう価値 ある､わ れ らの死者

の記録 を載せ た る一冊 の書 を主 に呈せ

ん。｣(教 義 と聖約128:22-24)

証 を述べ たい。 この業 は真理 にかな

ってお り､神 は生 きてお られ､イ エス

は キ リス トであ る。 また､こ の偉 大 な

務め を負 って現 代の イス ラエ ル を導 い

てい る神 の予 言者が､今 日この地 上 に

いる。私 は ､主 が生 きてお られ､死 者

の嫡 いの業 を心 にか けて見守 ってお ら

れ る こ とを知 って い る。 イエ ス･キ リ

ス トのみ名 に よって 申し上 げ る。アー

メン。
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聖 書の地にお いて組 織 された教 会 と同

一 の教 会か ここにあ るの であ る。

それか皆 さんへ の私の最初 の チャ レ

ンジであ る。次 のチ ャレン ジは､皆 さ

んの周囲 を見 ていた だ きた い とい うこ

とであ る。何か 見 えるだろ うか。私 た

ちの救 い主､イ エス･キ リス トの手 に

成 る美 しい創造 物で ある。

主 は私 たちのため に まこ とに数 多 く

の素晴 らしい事柄 を行 な って こ られ た。

理性 を働かせ て見 た ときに､ど うして

私 た ちは神 とイエ ス･キ リス トの存在
'を否定す るこ とか で きようか

。 皆 さん

の 目の前 にあ る木､草､宇 宙､月､太

陽､こ･れ らはす べて､イ エ ス･キ リス

トを立 派に証す る ものであ る。

人類 を創造 で きる者 かだれ か いるた

ろ うか 。

草や 宇宙､太 陽､月､雨､雪､木､

私 たちの食べ る食物 を創造 で きる者 か

だれかい るたろ うか。

今私 たちか 目に し､住 ん てい るこの

よ うな美 しい世 界 を創 造で きる者か だ

れかい るだろ うか。

科学 者や学識 あ る人々は､秩 序 正 し

く正確 な美 しい創造物 を目の 当た りに

しなが ら､神 とイエ ス･キ リス トの存

在 を どう して否 定で きるだ ろ うか。 私

たちか 目にす る もの を複 製で き る者 は

ひ と りとしてい ない。神 か遣 わ され た

イエス･キ リス トの存在 を感 じるには､

これ で十分 であ る。主 は生 きてお られ

る。 イエス･キ リス トは この世 の創造

主 であ る。 福音 は主 の計画 であ り､生

命の道 であ る。

死ん でパ ラダイス に行 くとき､そ こ

に はア メ リカ人の住 む合 衆国 は見出せ

ないであ ろ う。私 た ちは み な､こ の こ

とを考 えなけれ ばな らない。

私 たちか行 こ うとして い る場所 はみ

な 同 じてあ るこ とを皆 さんに理解 して

いただ きたい。 私 はイ ンデ ィア ンてあ

るか､パ ラ ダイスにイ ンデ ィア ン保 留

地は ないだろ う。 ホウ ピー族 のため の

保留地 はパ ラ ダイスには ないだ ろ う。

日本人か そこに 日本 を見つけ る こ とは

ない し､中 国人 も中国 を見つ け るこ と

はないだ ろ う。 神の子 として 共に住 も

りでは ないか。 私 たちはみ な､兄 弟姉

妹 なのたか ら。 もし義 しく､終 りまて

134

耐 え忍ぶならば､私 たちは全員同じ場

所に行 くことだろう。パラダイスに合

衆国はない。ナバホ族の保留地 もない。

神か備 えられた生活以外に､ど のよう

な生活もないのである。

灘

神 は生 きてお られ､イ エ ス･キ リス

トも生 きてお られ る。以 上の こ とをイ

エス･キ リス トのみ名 に よって 申し上

げ る。 アー メン。
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この よ うな雄 々 しい兄弟 か､ブ ラジ

ルの グアラテ ンン ェタに住 んて いる。

彼 は起 きて いる時問のほ とん どを福 音

の 伝道 に捧 けて い る。 しか もユニー ク

な方法 で。 彼 は会 う人 こ とに､E･J

･サ リバ です と自己紹介 し
､名 刺 を渡

すの てあ る。 そ して相手か 名刺 に印刷

され た名前 を読 むの を待 って いる。｢シ

オ ン､EJ･サ リバ長 老｣こ れ に対

して ほ とん との 人は､｢こ こに書 かれ

て いるシオ ン とい うのは何 てすか｣と

尋ね る。 す る と彼 は こ う言 う。｢お や､

シ オンにつ いて御 存知 ないのてす か。

て は御説 明 しま しょ う。｣サ リバ兄弟 は

ここて相手 に､末 日聖徒 イエ ス･キ リ

ス ト教 会の こ とを紹介す るの てあ る。

母 障 ■

､礪 糎･､,煙

駄 干

靴毒患 駐
･撫･,

サ リバ 兄弟は この よ うな勇気 ある方法

を使 い､主 に対 す る熱意 と愛 を もっ て､

天 父の 王匡1に130名 以 上 もの人 々 を連

れて来 たのて あった。

も うひ と りの主 の兵士 は､タ クシー

の運転手 て ある。 彼は 自動 車の 中に､

｢私 は関心 か あ ります｣と い う標語 を

は って い る。 す る とほ とん どの乗客 は､

｢あ な たは何に 関心 か あるのてす か｣

と尋ね る。 そこて この立派 な兄弟 は､

自分か 人に関心 を持 つ教会 に所属 して

い るこ とを説 明す るのて あ る。 そ して

その乗客 か さらに問いか けて くる と､

彼 はモル モ ン経 を渡 し､相 手 の興 味 を

呼 ひ起 こす。 その ために常 時､何 冊 か

の モルモ ン経 を運転席 の所 に備 えてい

･辮 晦噸 纒 扁 七LL臨 誌
。､講

,､憲
ド オ ヤ ほ

麟ll嚇F底二
朧.

井 占博

るの てあ る。 この忠実 な会貝 は､200

名 以 上 の入々 を改宗 に導 いて い る。

現在 この世 にい るこ とは何 と素 晴 ら

しい ことた ろ うか。進 み行 く業 を目に

す る私 た ち一 人一 人か､そ の業 に貢献

て きる よ うに願 って いる。 勇敢 かつ忠

実に奉 仕の業 に励 む ことによ り､主のふ

と う園に まか れ た種 か ら豊 か な収穫 を

得 るこ とかて きるよ うに。私 は この教

会 か地上 にお け る神の 王国て あ り､ス

ペ ンサー･W･キ ン ボー ル大管長 か主

の僕の頭 で あ り､予 言者 て あるこ とを

証 す る。 イエ ス･キ リス トのみ名 に よ

って 申 し上 け る。 アー メン。
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｣

に 職 員に紹介 した紳士 は､軽 率 に もこ

う言ったのて ある。｢モ ー リッ ク氏 を

御 紹介 します。 モー リッ ク氏は あ るグ

ルー プの代 表者 で して …･･こ の 団体 は

……
。｣最 後に なって よ うや く｢こ の

教会｣と ロに したのだ った。

す る とモー リック兄弟 は手 を上 けて

言った｢市 長､異 議 か あ るのです か。｣

市 長 は答 えた。｢ま た交 渉は始 まっ

て いないのに､ど んな異議 てすか。｣

モー リック兄弟 は次の よ うに答 え た。

｢交 渉 を始め る前 に
､私 は皆様 に､私

か何 の代 表者か を承知 してお いてい た

た きたいのてす。私 は今 日地上 にお い

て､唯 一真 の教会 で ある末 日聖徒 イエ

ス･キ リス ト教会 を代 表す る者 です。｣

この 言葉 は笑 い をさそった。 そ して

市長 はモー リック兄弟 を紹介 した人に

向か って こう言 った。｢こ の教会 につ

いて言 うときは､気 をつ けた方か い い

ね。｣

モー リソク兄弟 は これ て下準 備か で

きた と思 っ た。す ると､町 長 は声 を大

に して こう言 った。｢お た くの教会 に

つ いて少 し申 し上 けた いこ とか あ りま

す。私 た ちはお た くの教会 に校 舎 を2

年 以上 お貸 し した ことか あ ります。 そ

して皆 さんか とて も心の きれい な人だ

とい うことか わか りま した。私 は学校

の プー ルに よ く行 くん です か､あ る晩

の こ と､教 会の 人々か プー ルの近 くで

何や ら会 を開 いて いま した。バ プテス

マ の儀 式 をしていたの です ね。私 は グ

ラウン ドのすみ に静 か に腰 を下 ろ し､

じっ となかめ てい ました。 彼 らは讃美

歌 を歌 い ました。 美 しい歌 て した。 そ

れ か らだれかか祈 り､『 アー メン』 と

言 うと､全 員か 『アー メン』 と繰 り返

しま した。 私 はその光景 の素 晴 らしさ

に あっけに と られて しまい ました。 そ

れか ら十代 の女 の子か立 ち上 か る と､

キ リス トと教会 か 自分 に とって どん な

意 味か あ るか につ いて話 し始め たので

す。涙 を浮かべ てい ま した。 私 も心 を

打 たれて しまい ました。 そ して､そ こ

に集 まって いた人々の心暖 まる誠実 さ､

そ れに一 致 と霊 的なつ なか りに何 とも

言えない感動 を覚 えた のてす。私 は家

に帰 る と妻 にこ う申 しました。 『この

教会 につ いて もっ と研 究 しよう。 もっ

138

と知 る必要 か あ る と思 う』 と。｣

町 長 の話か 終わ った とき､モ ー リソ

ク兄弟 は こ う言っ た。｢町 長､あ なた

は私 どもの教会 の素晴 らしい監督に な

るで しょ う。｣こ こで一 同は再 び笑 っ

た。

こ うして､こ の会の 雰囲気 は大 き く

変わ った。 そ こには主 のみ た まか あ り

み た まかそ こにい る人 々の心 に ささや

い たのて ある。 モー リッ ク兄弟 は感激

して こ う言 った。｢町 長 か私 どもの教

会につ いて説 明 して下 さい ま したの で､

皆 様 は､な ぜ私 どもか この建物 を､し

か もて きるだ け安 く購入 す る必要 か あ

るのか をおわ か りいただけ た と思 いま

す。｣

教会はこの建物を非常に安 く購入 し

た。モー リック兄弟か勇気 をもって証

を述べ たか らこそ､こ れは達成できた

のてある。そしてこの証はみたまの力

によるものであり､み たまの力か町長

を啓発 して話 をさせ､そ れによって､

市の職員に教会に対 して好意的な印象

を抱かせたのである。みたまか人々の

心に伝えるものには､口 て表わす言葉

以上のものかある。

宣教師時代に学んた第2の 真理は､

主か奇跡的な方法 を用いて成 し遂げる

べ き主の 目的を告げられるということ

である。宣教 師に召されて､イ タリアに赴任

したゲイリー･D･シ ョウ長老は､み

たまのささや きに従 い､こ れか確かな

ゴ
轡･

壌L職 轟
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10月5日(日)午 後 の部 にお ける説教

家族の探求

死者を順 う業がさ らに容易 に行なえるよう

に､主 はその道 を備えておられる。

慧

轟蟻

饗

,

曳
__'ド 。論 大祝福師

エ ル ト'レ ッ ト'･G･ス ミ ス

の初めに､神 はアダムを地上に置
時
き､魚 と鳥 と家畜 を治 め､ま た全

地 を治め る権 能 をア ダム に与 え られた。

今 日､あ る人々に とって､こ れは至高

の地位 である よ うに思 われ るこ とだろ

う。 しか し､ア ダムが全地 を治め る権

能 を持 ってい たに もかか わ らず､神 は

言 って お られ る。｢人 が ひ と りで いる

のは良 くない。｣(創 世2:18)こ うし

て神 はア ダム に､伴 侶 として､助 け手

として イブを与 え られ た。次い で神 は､

ふ えよ､地 に満 ち よ とい う最:初の大切

な戒め を彼 らに与 え られた。

ア ダム とイブが善悪 を知 る木の実 を

食べ て､園 か ら追放 され､死 すべ き世

の生活 を始 め るよ うにな るまで､ど れ

位の期 間エデ ンの 園に住ん でいたか､

私 たちには告 げ られ てい ない。ただ私

が指摘 したい点は､神 御 自身が 第一の

家族 を定 め られた とい うこ とであ る。

結婚 は､人 類 の進 歩の過 程 で廃 止す る

こ とので きる もの ではない。 人が作 っ

た制度 では ない。私 たちの生 活の 中で

最 も関係 が深 く､大 切 な もの はすべ て､

家 族 に関連 を持 つ。 この世 に おいて家

族 の中心 となって いる ものは愛 で あ り､

愛 のあ る所 に､私 たちは幸福 をも見 出

すのであ る。

確 かに､八 がひ と りで いるのは良 く

ない。主 はその知 恵に よって､人 が こ

の地 上で幸せ に な り､ま た永遠 に わた

って その喜 び を持続す る道 を備 え られ

た。最 も大 きな喜 び と幸せ は､家 族 を

通 して得 られ る。 人類 の歴 史が始 まっ

て以来､こ れは変わらない。来世 は別

だ と言えるだろうか。家族は非常に大

切である。従って主は､こ の世の家族

はみなひ とつに結び固め られなければ

ならないことを､私 たちに告げられた

。福千年の終 りまでに､福 音 を受け入

れるアダムの子孫は全貝､神 権の力に

よって一家族 としてひ とつに結び固め

られなければならない。この神権の権

能により地上で結び固め ることは天で

も結び固められ､地 上でつな ぐことは

天でもつながれるのである。

この世に来 る人は全員､福 千年の終

りまでに､こ れらの結び固めの祝福を

ことごとく受ける機会 を持つに違いな

い。 もしそ うでなければ､神 は公平で

ないことになる。 しか し､こ れらの結

び固めの祝福 を得 るためには､ま ずバ

プテスマの儀式 を受 けてイエス･キ リ

ス トの教会に入らなければならない。

次いで夫婦は､こ の世においても永遠

にわたって も結び固め られなければな

らない。また､こ の結婚以外の結婚に

よって生 まれた子供たちは､そ の両親

に結び固め られなければならない。こ

うす るときに､彼 らは新 しく且つ永遠

の誓約の下に生 まれたかのごとく､諸

々の祝福を受けることができるのであ

る。

この律法 を知 らずに世 を去った人々

は､身 代 りによって､､こ の祝福 を受け

る特権iにあずかることができる。私た

ちの責任が存在す るゆえんはここにあ

る。私たちはまず､生 老墾 福音 を教 え

な ければ な らな い。それか ら､こ の大

切 な業 が行 な える ように､律 法 を知 ら

ず に世 を去 った家族 の記録 を集め なけ

れ ばな らないの であ る。

教義 と聖約128章 か ら予 言者 ジ ョセ ー

フ･ス ミスの言葉 を引用 しよ う。

｢さ て わ が 親愛 な る兄弟 姉妹 よ。 わ

れ 断言す､こ は死 者 と生者 とに関す る

原理 原 則に して､わ れ らの救 いに関 し

て決 して軽 々 に見過 すべか らざる もの

な り。 それ死に た る者の救 いは必要 に

して､死 にた る者 の救 わ るるこ とは わ

れ らの救 いに とりて必須 な るこ とな り。

パ ウロわれ らの先祖 に就 きて言 い たる

如 くわれ らな くば彼 らは完 うせ らるる

こ とな し。す なわ ちわれちの死 に たる

者 な くば､わ れ らもまた完 くな る能 わ

ず 。｣(教 義 と聖約128:15､ヘ ブ ル11:

40を も参 照)

パ ウロは コ リン トの 人々に復 活の原

則につ いて教 えた際､こ の点 を次の よ

うに述べ て明 らか に した。
｢そ うで ない とす れば

､死 者 の ため

にバ プテ スマ を受 け る人 々は､な ぜ そ

れ をす るの だ ろ うか。 もし死者 が全 く

よみが え らな い とす れば､な ぜ 人々が

死者 のためにバプテスマを受け るのか。｣

(1コ リン ト15:29)

こ れ は､パ ウロの時代に､死 者の た

め の身代 りの儀 式が執行 されて いたこ

とを示 して い る。

予言 者 ジ ョセブ･ス ミスが モ ロナ イ

か ら受 けた最初 の指示 のひ とつ に､マ

ラ キ4:5､6か らの 引用が あ った。

140



1

1セ1

。
/(〆一よ')(ン甲

コ1号穿(〃寸×li美･×丁髪o(彦.臥理Dl

卑4母(ぎ;孕マコ(Σ(ぎ3i叢》(〃…ξ4穿⊃

寧1推。母2コ1ゾ(ゴ(必4劉辮(∠)ξ⊃陵Y

⑦).こ〉↓?9{挺DlΨ藤コli業(〃⊃')し

剥。管亀)Ψ2コ管マ里障夏〔(〃(潔4(〃

甥置(〃…奪㌧レしT⊃1業ω⊃寧1(44推
。←量2(彦(ぎユ/(4一ロ

γ(〃壬尊{葬受毛μ⊃1弓:¥:率雫1畔コ｢9窪

昂身｣。4q嘩宰ゆ←辞鶉Dl<4一ロ

Y(〃着:鳥¥4r一建･<美いヘマ｢9穿昂

,』と｣。⑫(掌ユ(訴4豚(}し…阜髪,)阜賜(〃i鎧

孝(〃管η(客尋身(〃豪(〃を'遅鬼4奮ω

轟¥。･聯婁畔払へ).つコ9ア管η黒

コ1磁眼畢醤2呈(∠)臼η:をQ曾(ぎ弘⑦【へ身

kへ》し築⊃1(浮4←尋身母業(〃磁申半詳準

'弘勲詳認個蛍o弘へ)
.勲月.穿裂⊃1櫓孝

醤2呈(ρ〉豪㌧4菖サ聯尋翼不(〃権:¥:
。9(乞(払)2コ曾§⊥)マ肯孝幸乖導4算§

4製'吾喜的箪孝i業(〆y書ξ柳年'勲(4

昂←嬰畢婁茸(〃…§4年4身(ダ1撃㌧レ

し認。?(払)(〃4η･字冨2鳳手?･へ畢盈

'⊃1(圏認喜4音;孕(坪鍵(〃戻冥降rl絆拝1

･へ?(ぎ'(潔4管偽鑑壕身n9幸撞璃勇

畢醤2呈'〉(ゴ粧科卑4尋(碧。←(シ(払)

管喜⊥}毛1聰濠阜4身(ぎ劉年'勲η垂

←を。くへ4妥詳こムへ}つ興弔)!1亘革昌

畢軍'⊃1礪噸'⊃捏母1･。←留躯へこγN

"孝叢呈(グ1準靱'コ々Y(〃雷鼎専
。･字9(ン(弘)(妾婁弘幸多

臨畢ぞ='受勲吾孝豊蹴(〃々〕礒).一192
'⊃1婁2管母孝丑巣(〃岳目。管(ぎ払(ゴ4

丈へ尋(ゴ尋勲η毛1昂η9身身毛･π･写1η妾

'(ゴ尋吾尋。管母⊃1ぞコ←二身4Y(
∠)

恥･字η詳'勲η自尋(4尋勘孝?コ塁こ>

9尋身Ψ臼穿推oqつ酵覇･¢92･4吸

§⊥).ηY臼蚕鰹王'孝凄･へ呈いAぞ

q尋忘き)4マコ(Σ》(ぎ(}[劉翻(〃｢φ21

囚ま')〉つ孕1ゆ丑皇(〃叫(〃》嵯oq

尋亀)宇12⊃9身コ1薪当(豪り詳割(44

推'淫緋毛障4業(〃コ。管(ぎ払王少巣認

η臼吾渚呈⊃IY-Y一(44慰㌧4ηコ

｢。(孝素)丑巣(〃羅第'寧障←3･4

管ηY毛1誉尋η妾。享準q留ぞ･A4つ

蟄孝〔1昇♪(〃妾'}し昂身畢葬(〃(溜團ρ

畢2ム×ム∠.き/コ(浮マ(〃景第(〃老'(ゴ

4享弘o熱)勲畔辞(〃景贈(〃妾宰1(〃管

丸嘱7き4推'⊃,射。.臥)毛1£〆話輩いヘマ

4(一辛濠租(〃コ')･へ》葵弔⊃1冊(〃コ
'詳4。9γ吾準6(蜜湯醜21推'寧卜4

=γ嘉耳ヲ21←甲(〃2遅恥晋｣。認蓄量⊃1

⊆ア⑦承'割Y{塾駆へ呈管(ぎ⊇≠kへ》つ率

潔畢圓肇'η(ゴ畔琶ぞ｢4車季つ92

94'〕甲百孝Y丈へ尋〉｢準壬尊'2身Y

昌ξ日隻をY蝦'⊃伸(∠)且掲9寧にγ尋(ぎ｣
。(Σ(ぎ払

⑦(へ身亀)尉ぞコ(Σ幸η梨丸へ呈')マ

髪;～(ゴ44q》し昂身尋素(〃⊃}4獅降

(〃1眺〃老4確劇'粋44推。･へ尋G)､

つマQぞo割昇二管婁払⑦2コ9ηi摂母

丑皐←ヲ掃コ葬(〃コ。曾(ぎ払(〃･へ昂(ゴ尋

割η毛1昂つコ←ア管耳9二身4(潔團の

畢⑦遡牽母'判(4潔推(ゴ4管禦,)穿を
。丸へ尋(外4(宰〉ミヲ冒2悔4推､【字(Σ⊃酵

き¢叫日餉。(外4･へ尋嘉払躍2コ7幸黛

輩叫'割).･へ罪毒。U埠吻昂割)つ劃

喪劇色)準駆A発虫。管(払}%字･へ尋

ηつ躰豚爆豪2尋軸(甲(〃刷鼻。･へ

身臼尋割》丈へ)し準払)iε牟臣Aア⑦･号瞬
。q4ミ詳諏kへ)(浮尊()し(き畢粂皐導(〃({

鼻'〉尋[劉マ窮'コつ鱗'〉身弘謡講

身工旦十甲o(髪略4量π曙(浮蛍孕醤2呈ω

恥贈(髪(以(ゴ(ぎ曳Q劃尋君厚担寧1(44挫
。←(亥(払)

.創甲｢百畢耳鯉口ぞコ9事

←妾'勧多》瓢管η(》個回の暑》欝型

⑦(44{夕甲)つを島)γ量(外4･り･;孕夢

窪(〃聾多ぞ厚集(〃¥多'鰹身二当)免⑦韓

¥'測(ぞ尋管享鶴蚕口(豪。･4←(芸詳9

･へ》つ鶴雷壬畢聾辮(〃臼耳コ宰1(4認推

。畔←9詳吸畔臼窪》｢出I
I士孝嶺･圭(〃

臼ηコ劉γ喜ξ}。(Σ(払)(〃管穿(ゴ辞》

し身身尋甦壷(〃)一こv準(1割尋審阜但物年

'コ1∈甲受マ尋
,｣婬嗜量孝葬》(ρ…弊字

毎=γ推。uつ翁撃､鵬學ア財コo管･A

》穿9尋身⊃1ら囎粗馨'〉尋2コ?喜劃

画4号糖のア穿'易習'亘素岳'溝五打(〃

胆牙=γ準'Q辞}η臼(浮古罪贈募(〃巽

》(o…τ'払勲･4辞(∂セo受～払)%:γ昇

弘へ)4蔭韓ま11虞脚導:象｢1名幸撞車寡

幽孝射擢ぞ石罫･圭昂ら日虞七士'週(44輩(〃

寝･飾

､

コ。4穿(ゴコ》しi粟⊃1:酔(〃コ尋臼4舞4

穿萱怜⊃卜轄幽年。(Σ望,}(〃(Ση(ざ窪)

し澤身;孕墨‡輩(〃〉豪辞昂･←'⊃1(坪4⑫

喰鮨瓢孝業(〃='ア1…F(容4尋つ･4!1
。?
･へ}!1身聯畢

鋳團ρ旱まコ1(潔4(〃聡辛(〃(4裂)(ン揮ぞ

(蒔ン昂ン(¥曳一臼誉尋(浮團辺轡(〃后目

磁目'つY彰1⊃1譜睡(〃…τ尉(ゴ尊妻)つ←

コ。(Σ(4ユ(〃?耳Y毛1蚕畢皐蟄4Y尊

壱i翼章(〃を').(ン昂ぞ裂4Y(〃をコ¥
。管q)

.ηIY毛1蚕尋η老'2管η(ゴ≧喜}

4畢費㌧6穿}η(ゴi簸⊃1担管隻(〃歯:再

'皐監別(4葬i舞(〃(ゴηコ。4し(ぎ払(〃

4穿(ゴ薯孝(44舞･噂長〉!1々窺'?τ客

Y毛1吾尋呆豊o=γη:≦～田(再蒼⊃1:用一(〃=)
'畢臼4i箋身l

i9…駄4η･9僻)(〆毘⊃1(潔

4(Σ峯⊃烈一(∠)コ⊃時括…口暴申孝=γつ葦鯉算f(∠)

コ津1…碁)バへ¥。?(払}ω=γつ賜回濠

藩(〃(圏團紛暑⊃ll【d4･4･一yr[4ζ2

芸ミ×･ム舞Eぐ}4をぐ髪4丁一薬2

ωコ。4穿9身捗)嶺魁d/(4ヨー4

0咀ウ由･9ε81'劉穿コo(Ση(ゴ窪》つ

劃回孝窮暴(〃禦魁石欝(〃々聚ゑ準㌧レ

し4(ぎ⊃慢(～得4孝葬尋:¥割(〃='割…享

Q量(払)(〃9身身⊃1

姻4(∠)々Y(〃)こ〉垂(碍季孝羅¥(∠)(4畔

推?畔Y毛1誉畢,畢,費(〃q'∠`【美･×丁

ン巌恭ビ)〉払4弓翻訓劉?蛛)!ソ…§

コ黒(D〉払)毛群営ミヲ〕稼(髪q払γ

王}⊃1租⑦コ翠箆。管.創狛具蓼ぞコ･(尋

臼母勲穿毛1尋9身勘Dl(潔4(〃壬(〃申孝(〃

》》/.創管畔Y毛1吾孝ηコ曳尋葬(〃(潔團

の暑2ムγ姜.乙y(〃='写R⊃(〃コ

(99ε'd｢マ〕霧…(∠)〉(ミ芸･∠_キ

Eぐ昊呈去｣喫膨S翌d∂30r1∂》doル♂

∂解∫03激鰐つη∂』)｢。(Σ(4,)マコ.露

藷;孕鼻二坐ω(44推'尉丑皇(〃:¥警(〃弘

租(〃コ49(}4マ肴コ(4潔推4瞬｣
o(駆へ)

し呈⊆コ寧箆ミ×･ム牙Eぐ鼻呈を

(6ε`8ε:～;芸ミ×。∠二

腎Eぐ)｢。γη塾耳竪〉マρぞコ郡群手

専曳鋼(Σ巌(〃王'測誰(4蓄!γ}。γ(潔

つ9量;孕羅贈(〃疹コトワ･(〃(ゴ遥:'マ興Dl

つ･(〃(フ壬孝車窮つ酵§尋コ1腓毎割剃

･･…･。γ§甑コ噂せ尋妻坤孝耳(孝'}Qア

コ1士(〃をぐン4丁鼎呈を'⊃1胆管峯(〃

日嘉レ管老鉢管厚q¥(o軍'ア喜ヨ

'。(髪丸へ》

｢宙臣コ匹ア⑦¥多再(〃コ割レ≠ロ}



1.0月5月(日)午 後 の部 にお ける説教

.鉾･

響.曳.

愛は持続しなければならない

天父は私たち と同様､行 ないの伴 わない愛

に飽さてお5れ ることだろう。

十二使徒評議員会会員

マ ー ビ ン･J･ア シ ュ トン

私 の友人が髄･と ても大切なこと
を学ん だ と自分の経 験 を話 して く

れた。 まだ小 さい彼の 息子の話 で あっ

た。友人 は仕事 か ら帰 ると､息 子の頭

をなでて､｢お 父 さん はお まえが好 き

だよ｣言 った。

す る と少年 は､｢あ あ､お 父 さん。

好 きでな くって もいいか ら､フ ッ トボ

ール をして遊 んで よ｣と 返事 を した
。

この少年 は ､父 親 に欠けて いた もの を

教 えて くれ たのであ る。

私 た ち も含 めて世 の 多 くの人 々は､

愛 を単 な る言葉 で表 わ しが ちで ある。

しか し､本 当の愛は作用す る過程 で

ある。 まこ との愛に は人の行 な いが あ

る。愛 が真実 であ るには持 続 しなけ れ

ば な らない。方便 やの ぼせ や 興奮 ､お
幽せ じ
､欲 望 とい った ものが愛 と間違 わ

れ るこ とが 実に 多 い。 私 た ちの愛 が ､

口に 出 したその場 限 りの表現や ､そ の

ときだけの感 情に しかす ぎない 薄っぺ

らな ものだ とした ら､何 と空 しいこ と

だろ うか。 先 だって数 人の大学 生が ､

年 上 の人 々の 言 うこ とで一 番 いや なの

は､｢何 か私 にお手伝 いで きるこ とが

あったら言って下 さい｣と いう言葉だ

と話 して くれた。ほかの人 もそうだと

思うが､彼 らは言葉よ りも行ないがず

っと大事だと思っているのである。

私たちは人に対する愛 を､適 当な間

隔を置いていつ も口に出して表現すべ

きだが､そ れを行ないで証明す るには

長い時間がかかる。 まことの愛は持続

しなければならないのである。偉大な羊

飼いはそのように考 えておられた。主は､
｢もしあなたがたがわたしを愛するなら

ば､わ たしのいましめ を守るべ きである｣

(ヨハネ14:15)､｢わ たしの羊 を養iい

なさい｣(ヨ ハネ21:17)と 言ってお

られる。 愛が続 くためには行 動 が必

要である。愛は過程である。 ただの言

葉ではない。口先ではない。 その場限

りの気分ではない。愛は便法でもなけ

れば､都 合に合わせた もので もない。
｢も しあなたがたがわたしを愛す るな

らば､わ たしのいましめ を守 るべ きで

ある｣､｢わ たしの羊 を養いなさい｣は

神か ら与えられた宣言であり､養 い維

持する過程で愛が最 もよ く示 されるこ

とを私 たちに教 えて くれる。

先程の友人の子息より何 歳か年上で､

ここか ら数百キロ離れた州刑務所に入

っている若者から､私 たちはその愛の

過程についてさらに学ぶことができる。

私は先 日彼か ら感動的な手紙 を受けた

が､そ の中で彼は､現 在の状態に至っ

た原因やそれに伴 う苦悩 を切 々と語っ

てくれた。彼はこのように書いている。

｢父は僕を全然愛しているようには見

えませんでしたが､『 おまえが大好き
ら

だ』 と大 げさに言 って キスな どす るん

です。 だか らぼ くは 『お まえが大 好 き

だ 』って言 い さえすれ ばいいの だ と思

っよ っにな りました。 家 の仕 事 をきち

ん とす る ように きっ.く言 われた こ とも

なけれ ば､道 徳 や 霊的 な こと を教 えら

れ た こと も全 然 あ りませ ん8い まだ に
コだ コ

両親が どん な主義をもろて生 乾て1いる

のか知 らないのです。｣

まだ会ったことのないこの友人の言

葉 をもう一度繰 り返 してみたい。｢『お

まえが大好 きだ』 と言いさえすればい

いのだ｣と 。私 は有益なことを教えて

くれた彼を友 と呼びたい。彼の言葉 を､

この機会に皆さんのお役に立てたいと

思 う。

父親の側か ら見れば､彼 の父は養い

守ったと言えないのではないだろうか。

おそらく家族は食物には不 自由してい

なかったであろう。息子は屋根の下で無事

に､長 い歳月を日夜､外 の自然か ら守

られていたに違いない。 そうではない

だろうか。 しか しそれに答えるにあた

って､私 は彼の両親やそのほかの人たち

に言いたい。養 うことは､食 べ物 をあてが

うだけのことではない。人はだれでもパン

だけでは生きてゆけない。養 うとは ､

愛によって､そ の人に物質にも精神に

も道徳的にも霊にも十分な栄養 を与え

ることである。守 るとは､心 遣いや世

話や親切がほ どよく混 じり合った状態

である。守 るとは{四 方の壁 と屋根 を

与えるだけのことではない。家庭 を愛

に満 ちたところとするためには､生 活

と愛の積み重ねが必要なことを私たち

はいつ も思い起こさなければならない。

さて､私 たちはどのように したら､

愛 をよ く示すことができるだろうか。

自分の抱いている愛 をどうしたらわか

ってもらえるだろうか。ペテロは主な

る教師から､ど うし'たら愛 を一番よ く

示せ るかについて教 えられた。｢イ エ
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とな り､夫 となり､父 親 となった。 そ

の息子のひ とりは最:近このように話 し

ている。｢母 はいつ も時間を取って愛

を示 して くれたのです｣と 。 この母親

は､息 子たちがなお教育 を求め､自 分

の家族 を持 とうとしている現在 も､ま

ことの愛を示 し続けている。

かな り前に､地 域のある建築請負人

の技術 と心構えに感心 したことがある。

彼の完壁を求める気持 と仕事に対する

誇 りにひかれて､私 はいろいろ質問 し.､

親しくなった。彼はまだ若い頃に両親

を失い､何 人かの弟妹をひとりで養つ

てきた。正式な教育は中学2年 で断念

しなければならなかった。 そして弟や

妹たちが自立できるようになってか ら､

結婚 をした。 ところが結婚後1年 で､

妻は重い病気にかか り､長 期の闘病生

活を余儀 な くされた。それか ら25年 間

妻の健康が徐々に悪化 していく間､彼

は妻とふた りの息子の面倒をみてきた。

手術 を受け､多 額の費用がかかったが､

彼はよく働 き､世 話 をし､無 条件に 愛

した。私は彼と話 をして､自 分が途方

もない立派な人物 と会えたことを知っ

た。愛は持続 しなければならない。愛

は耐えることである。彼はめったにはい

ない人物 だった。彼がどんな状況の下

でも養い､守り､分かち合 うまこ との愛 を

知 っている人であることは､彼の行ない

が教えていた。長い人生の間に､悲 しい

出来事や危機や死別に もめげず､まこと

の愛の根本 となる原則を実行 している

人たちを見ることは､何 という喜びで

あろうか。平凡な 日常生活にあっては､

毎 日のささいな表現が まことの愛を示

し､そ の中にこそ礼儀や思いや りや親

切が一番よく表わされることがある。

私は今､機 会 を逃 さずに息子のために

時間を取 り､一 緒に散歩して自然の不

思議 を発見するなど､息 子 と裸で接す

る場 を設けているある父親のことを考

えている。あなたの知っている母親た

ちのことを考えてみてほしい。喜んで

娘に料理やお菓子作 りを教えている母

親たち。息子に本を読んで聞かせた り
一緒に読んだ りして

､読 書の楽 しみを

教えている母親 たち。弟に切手の収集

法を教えている兄､弟 の話の準備 を手

伝 う姉､彼 らも愛を行動に表わ してい
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る人 た ちで ある。｢な ん とつ ま らな い､

な ん と平 凡 な｣と 思 うか もしれ ない。

しか し､こ の よ うな こ とが養 うことの

基 であ り､そ れ は結 果 として､●喜 び と

幸せ を生 じるの であ る。

もっ とほかの例 をあ げ よう。 チーム

の少年 た ちの ために勝つ こ と以上 の も

の を求 めて いる コーチ､デ ー トをす る

娘 や息 子 を寝ず に待 ち､い つ で もじっ

くり話 合 いので きる母親や 父親､旅 行

の準備 を助 け合 う家族 な ど。宣教 師 に

常 に励 ましの手紙 を書 きなが ら､ふ さ

わ しい相手 とふ さわ しい時にふ さわ し

い場所 で結 婚 しよ うと身 を清 く保 って

い る20歳 前後の女性 も､何 気 ない 日常

の愛 を示 す立 派な一例 であ る。 また い

つ も変 わ らず妻 を愛 して､子 供 た ちに

日々ま ことの愛 の何 た るか を教 えて い

る父親 も素晴 らしい模範 であ る。皿 洗

いや子供 を寝か しつけ る とい った普 段

の仕事 を手伝 うこ とも､行 ないが伴 わ

な いために空 しく聞 こえ る甘 い言葉 よ

りはるかに まこ との愛 を伝 える もの で

あ る。 愛 を本 当に理 解 して いる人は､

愛 とは もとも と､さ りげな い､継 続 す

る真心 か らの もので ある こ とを知 って

い る。

家 族 や 隣 人､地 域 社 会 へ の伝 道 な

ど､神 へ の 愛 を示 す機 会 に は 際 限 が

ない。 家族 が落 胆 した り反抗 した り迷

い出て いった りした ときに､や や もす

れ ば愛 を示す こ とを止め る人 た ちが い

る。 しか し､愛 を受け るに 足 りな い と

思 われ る ときこそ､愛 が一 番必 要 なの

であ る。愛 はお ど しや非難､失 望 した

様子や 仕返 しで表現 で きる ものでは な

い。 まこ との愛 には ､時 間 と忍耐 と手

助 け と継続す る行 為が必要 とされ る。

私 はひ と りの長 老見込 み会員 の ことを

考 えて いる。彼 は35年 間 とい うもの全

ぐ教 会に は不 活発だ ったが､今 では我

が家 の ホームテ ィーチャー として私 を

養 って下 さる。 私 は彼 に､｢ジ ョン､

ど うい うわけで また教 会に戻 って こ ら

れ たん ですか｣と 尋ね たこ とが あ る。

す ると､彼 は こ う答え た。

｢私 の妻 が ど うして もあ きらめ なか

ったん です。 それ に今 晩私 のわ きにす

わ って いるホーム テ ィーチ ャーの 同僚

が上手 に私 を 『後 押 しJ壕･じそ くれ たん

です よ。｣特 にふ た りの 人が 愛 とは ど

うい うものか よ く知 って いたため に､

現 在 ジョンは幸せ を得､一 生 懸命 にみ

業 に励 んで い るの であ る。

神 を愛す るには その愛は継続 しなけ

れば な らない。 家族 を愛す るに も､国

を愛す るに も､そ して恋 人へ の愛 に も､

自分 を愛す るに も､そ の愛 を持 続 させ

なけ れば な らな いのであ る。

愛 の言葉 を聞 くこ とよ りも行 ないに

それ を求 め る幼 い息子や 囚人､学 生､

母 親､父 親､娘､あ るいは見知 らぬ人､

た とえ どの よ うな者 で あれ､私 たちに

は､`｢愛 してい るよ｣と い う言葉 以土

の ものが必要 で あ り､ま たそれ を受 け

る価値 が あるので あ る。私 だ ちは時間

を取 り､己 を捧 げ て愛 をそれ な りの行

動や 実行 に移 す決心 を しようではない

か。神 も また､言 葉 以上 の もの を必要

としてお られ る。私 たちが養 い､守 り､

保 ち続けれ ば､神 は喜ば れ る。

中身の あ る愛は､そ れ にあずか るす

べ ての人 に喜び と.幸せ を もた らす長 続

きのす る もので ある。 この真理 を私 た

ちが知 るこ とが で きるよ うに､天 父の

助 け を祈 る もの であ る。願 わ くは家族､

友 人､見 知 らぬ人､そ して私 たちの予

言 者や神 に対 して 時間 を取 り､言 葉の

愛 が行 ないに よ り裏付 け られ てい るこ

とを 日常 の生 活 で示せ る よ うに。愛 が

神 と人 とに受 け 入れ られ るために は､

心 の 中か ら湧 き出て いっ まで も続か な

けれ ばな らな いこ とを､私 たちが知 る

ことがで き るよ うに。

まこ との愛 には時間が かか る ことを

私 た ちが忘 れず にい られ るよ うに､天

の御 父 に祈 る。神 は､私 た ちが 時間 を

取 って､養 い､守 り､世 話す るこ とに

伴 う祝 福 を享受 で きるよ うに助 けて下

さる。皆 さんに証 を したい。私 た ちの

属 して い るこの教 会は真 実で あ る。 こ

れは､生 け る天の 御父 と救 い主 イエ ス

の永遠の愛 に よって 回復 され､守 られ

て きた。 この こ とをイエ ス･キ リス ト

尊 いみ名 に よって 申 し上 げ る。 アーメ

ンQ
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度か2度､大 きな祝福が下 されると語

っている。そしてそのことを詳 しく取

り上げ､こ の神権時代に私 たちに与え

られた偉大な計画､す なわち福音の回

復の計画について話 している。

ハンクス長老は ､息 子 をしつけ､教

え､導 く父親の力 と､そ のために何を

なせばよいかについて語った。

あなた方はヒンクレー長老の言葉 も

聞いている。ヒンクレー長老は､現 在

の世 の人々を押 し流さん としているポ

ルノの洪水､そ れに性 と暴力が衆 目を

集めていることを語 った。彼は私たち

に､指 導者たちすなわち州議会がこの

ような状況を制する適切 な法 を制定す

るよう求めている。 そして､彼 らが

それを行なうときに感謝 を述べ､も し

も行なわなければそうするよう少 し注

意を促す よ.うに勧めて いる。私 もその

通 りだと思う。

教会は委任がなければ効果的にその

機能 を果 たさないと､ハ イ ト長老は語

っている。委任す るためにぱ､神 権が

必要である。神権はすでに私 たちに与

えられている。従 って､業 を押 し進め

る備 えはできているのである。

その他すべての兄弟たちの話 を引き

合いに出せたらと思 う。これ らの説教

はすべて例外な く有益なものである。

席に着き､耳 を傾け､祈 ったときに､

実に私たちはその話に胸を打たれたの

である。

今朝この建物の歴史について語 った

ハンター長老の話について述べたいと

思 う。私はもうこの地に久 しい。私は

この地で生 まれた。 しか し今 日のよう

な話を聞いたことはなかった。これ ら

の善良な民､私 たちの先祖が払った犠

牲 と労苦の美しい物語に感謝 している。

私たちは先祖のお陰で､少 な くとも不

自由なくこの偉大なタバナ クルに集え

るのである。何 と長い期間使われてき

たことだろう。彼が語ったように､100

年間 も使われて きたのである。この建

物ぽ100歳 にもなるのである。

この建物の中で､予 言者や使徒や､

その他の指導者たちが数 多くの偉大な

説教を述べてきた様が思い出される。

兄弟たちが心か ら捧げた祈 り､長 年続

いている合唱団や指導者たちの姿が思
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い 出 され る。 この建 物は何 と大 きな貢

献 を して きた こ とか 。私 は少な くとも

も う100年 間 この建 物が存 続す るよ う

に と願 って い る。

パ ン タニ長 老 は伝 道の業 につ いて述

べ るに あた り､も し伝 道 に行 く人々の

名前 が この 説教 台か ら読 み上 げ られ る

とした ら､そ れ だけで丸一 日かか る と

述べ た。今年 召 され た宣教 師は､タ バ

ナ クルの収容 人数､す なわ ちこの会 場

にお られ る方々 とほぼ 同数 となって い

るので ある。私 たちが あなた方 を全 員

伝道 に召 した らいかが であ ろ うか 。

その ほか の素 晴 らしい説教 につ い て

も述 べ る時間が あれば と思 う。 なぜ な

ら､私 に とって､こ れ らの事柄 をま と

め､自 分 が聞 いた こ と､覚 えてお きた

い こ と､そ しで実行 したい こ とを心 の

中で整理す るこ とは助 け となるか らで

あ る。

結婚 に関 してのペ リー 兄弟 の力強 い

説教 につ い て取 り上 げたい。 これは現

実 の問題 で ある。サ タ ンは私 た ちを破

滅に導 く事 柄 にね らい をつ けて いる。

その筆頭 が結婚 では ないだ ろ うか。私

た ちが 結婚 を止め､家 庭 生活 を放棄 し

た ら､サ タンに してや られ る こ とにな

る。

兄弟姉妹 たち。 この福 音 はイエ ス･

キ リス トの福音 である。耳 を傾 け るす

べ て の人々 に とって価値 あ るもの であ

る。 この3日 間に私 た ちが語 って きた

こ とは真実 であ る。 全 くの真理 であ る。

耳 を傾 けて 聞 くすべ ての 人に救 い と昇

栄 を必ず もた らす もの であ る。

これは キ リス トの福 音 であ り､キ リ

ス トは私 た ちの主 であ る。 これ はキ リ

ス ト教 会 であ る。私 た ちは主に従 い､

主 を愛 し､主 をたたえ､主 に栄 光 を帰

す 。今 こそ私 た ちは前進 し､あ らゆ る

点 にお いて主に従 わなけれ ばな らな い。

福音 は 回復 され､現 在私 た ちの ため に

完全 な福音 が地上㌃こ置か れて いる。か

つ て これ ほ どまでに完全 で､広 汎 に及

ぶ福音 はなか った。私 たちは これ まで

の 時代 でこれほ どの もの を知 らない。

福音 は今.日､私 たち をは じめ､そ れに

耳 を傾 け る幾百万 の人々 のため に地 上

に置かれ てい るのであ る。。人々 がそれ

を放棄 し､無 視す る と壽 う誤ち を犯 す
.･擁､

こ とのな いよ うに願 ってい る。耳 を傾

け て きた あなた方に､神 の恵み があ ら

ん こ とを。

また､現 在 この会場 にい るすべ ての

人々 に､神 の 恵みが あ らん こ とを。あ

な た方 が家族 の も とに戻 る とき､神 が

あ なた方 と共 にその家庭 に行か れ るよ

うに。平安が あ り､あ なた 自身の人生

も家 族 の生 活 も大 い な る もの となら

ん こ とを。 これ らの祝福 を主 に願 い､

こ こで私 の証 を申 し上 げた い。 この業

は神 の業 であ り､神 は生 きてお られ､

イ エスは キ リス トであ り､救 い主 であ

1六 贈 い主 であ る。主 が計画 され た生

命 の道は､す べて の点に わたって正 し

く真 実 であ る。 あなた方へ の大 きな愛

と感謝の気持 を もって この証 を申 し述

べ た い。 イエ ス･キ リス トのみ名 に よ

って 申 し上 げ る。 アー メン。

f予 言 者 の 兄 で あ り
､共 に 殉 教 した ハ イ ラ

ム･ス ミス 。 マ ホ ン ラ イ･ヤ ン グ作 。(テ

ン プ ル ス ク ェ ア)
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ブラ ウ ン長 老､ク リス チ ヤ ンセ ン長 老

12月2日 逝 く

欝

繋
繕

無

夢
嘩
暁

㍑
ヒ ュ ー 。b･フ フ ワ ン 長 老

エ ル レ イ･L･ク リス チ ャ ン セ ン 長 老

12月2日､ふ た りの教会 幹部 がユ タ州 ソル

トレー ク･シ テ ィーに あ る末 日聖徒病 院 で亡

くな った。 十二使徒 評議 貝会会 貝の ヒュー･

B･ブ ラ ウ ン､十 二使 徒評議 員会補 助 のエ ル

レイ･L･ク リスチ ャンセ ン両長 老で あ る。

ふた りの幹部 が 日を同 じ くして天に 召 され

たのは､ジ ョセ ブ･ス ミス とハ イ ラム･ス ミ

スの殉教 以来､初 めて の ことで あ る。

ク リスチャ ンセ ン長 老は､午 前5時 に胸痛

が 起 こった ため 入院 し､午 前7時45分 に 息､を

引 き取 った。担 当医の話 で は､心 搏 動停 止 に

余病が併 発したためとの ことで ある。78歳であった。

ブラウ ン長 老が息 を引 き取 ったの は午後2

時､92歳 で あった。

長 い間病 床 に伏 していたが､老 衰 に余病 が

併 発 した ため と､医 師は話 してい る。

ブラウ ン長 老は十二使徒 評議 員会補助 とし

て､大 管長会会 貝 として､ま た十二使徒 評議

員会会 員 として主 に仕 えた。葬儀 は12月5日

ソル トレー ク､タ バナ クル において､十 二使

徒 評議 員会 に よって行 な われた。

スペ ンサー･W･キ ン ボール大管長 が葬儀

を管理､司 会 し､最 後 に 弔詞 を述べ た。他 に

第一副 大管長N･エ ル ドン･タ ナー長 老､十

二使徒定 員会 のマー ビン･J･ア シ ュ トン長

老 も弔詞 を述べ た。

家族 か らの弔詞 は､孫 の エ ドウ ィン･ブ ラ

ウン･フ ァー メイジが述べ た。

ク リスチャ ンセ ン長 老の葬儀 は､12月4日

正午 か らテン プルス クウェアのア ッセ ンブ リ

ー ホール で行 な われた。 スペ ンサー･W･キ

ン ボール長 老が管理 し､最 後 に 弔詞 を述べ た。

司 会は第一副 管長N･エ ル ドン･タ ナー長 老
●

が務 めた。

他 に十二使徒 評議 員会会 長エ ズラ･タ フ ト

･ベ ンソ ン長 老
､十 二使徒 評議 員会 会 買 トー

マ ス･S･モ ン ソ ン長 老､L･ト ム･ペ リー

長 老が 弔詞 を述べ た。

3
.
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メ キ シコ に16の ス テ ーキ部

メキシ コ･シ テ ィー･メ キ シコカマ ロネス ステーキ部

ステ ーキ部長 ジ ョル ジ ュ･0･日 ハ ス

94年 前､十 二使徒 評議員 会の モーゼ ス･サ

ッチャー長 老が福 音 を伝 え るため に メキシ コ

の地 を献納 して以 来､メ キ シコの聖徒 た ちの

間 に数 々の重要 な出来事が 起 こった。例 えば､

1972年 に はハ ロル ド･B･リ ー 大管長 が メキ･

シ コ･シ テ ィーで地 域総大会 を管理 し､1974

年 に は､ス ペ ンサ ー･W･キ ン ボー ル大 管長

が16,000名 の 会貝､宣 教 師が集 った宣教 師大

会 で説教 され た。 これ は ご く最近 の 出来事 を

あげた にす ぎな い。

ところが1975年11月8､9日 に 驚 くべ きこ

とが起 こった。 この偉 業は メキ シコ･シ テ ィ

ー の聖徒 た ちの心に長 く留め られ るこ とだ ろ

う。 メキ シコ･シ ティーに ある5つ の ステー

キ部 が15の ステー キ部 にな ったので ある。 そ

れ も同時に。 い まだかつ て､こ れほ ど多 くの

ステー キ部 が一 度に組 織 され たこ とはなか っ

た。13の ス テーキ部が新 たに組織 され､ふ た

つ の ステー キ部 が組織変 え され たの である。

続 いて11月13日 木 曜 日に16番 目のステー キ･部

であ る､メ キシ コ･ポ サ レカステー キ部 が メ

キ シコ､ベ ラ クル ス伝道部 か ら組 織 され た。

メキシ コに最初 のステー キ･部であ るフア レ

スステ ーキ部が で きたのは1895年 の こ とであ

る。 当時 フア レスステ ーキ部は､そ れ よ り9

年 前に メキ シ コ､チ ワワ州 の北西部 に定着 し

たア メ リカ モル モ ン開拓者 の グル ー プの 中に

生 まれ た もの であ った。 そ して次 のステ ーキ

部 は1961年 メ キシ コ･シ テ ィー にお いて組 織

され た黛緯 粋 タレーマ ン人のス テー キ部 であ

る。 それ 以来 この国に は､14年.間 で24の ス テ

ー キ部が 生 まれ
､今 日26の ス テー キ部 と(7

つ の伝道部)が ある6

メキ シ コ･シ テ ィーの5つ の ステー キ部 は､

過 去14年 間 で教会 員の指導 力が⊥段 と向上 し

た。 畑 は耕 され種 が まかれ た。 その 中で教会

は新 しい組 織の備 え を したのだ った。

驚 くべ きこの 出来事 は､2ヵ 月前､J･ト

ー マ ス･フ ァイアン ズ長 老が教 会幹部 として

メキ･シ コに住む よ うに なったその ときか らす

で に準備 されて いたの であ る6フ ァイア ンズ

考:パ

長 老は メキシ コの地 に 足をお ろした ときか ら､

メ キ シ コの聖 徒 に特 別 な愛 と思 い を示 され た。

そ して､ス テー キ部を 分割 し､よ り質 を向上

させ るこ と､教 会 員の移動 範囲 を狭め るこ と､

こ の よ うに して メキ シ コにおけ る教 会 の飛 躍

的 な発展対応 す るこ と､こ れ らの必要 を感 じ

取 ったの であ る。小 さいステー キ部の方 が会

貝へ の訓練 も行 き届 き､指 導効果 も高 まる。

毎 月1,000名 と予測 され る改宗者 に対 して も

よ くフ ェロー シ ップが で き るの であ る。

この こ とが ファイア ンズ長 老か ら5人 の ス

テー キ部長 に提議 された。5人 はただ ちに そ

れ を受 け入 れた。 そ して大 管長会 に 申請 され､

承 認 され たの であ る。

ハ ワー ド･W･ハ ン ター長 老が6日 の 晩 こ

の地 に到着 した ときには､す べ てが整 ってい

た。7日 金 曜 日の午前9時 か ら午後9時 まで

の 間､200名 以 上 の神権 者が面接 の ため に呼 ば

れ た。 実 に価値 の ある一 日であ った。ハ ンタ

ー長 老は
､主 がス テーキ部 を管理す るよ う望

まれ てい る15人 の兄弟 を見 出 した。

翌 日と翌 々 日､聖 徒 た ちは6つ の会場 に集

ま り､主 の使徒 か ら新 しいステー キ部 長の 発

表 を聞 くとい う最 も霊 的な経 験 を味 わ ったの

で ある。 ハ ワー ド･W･ハ ン ター長 老はJ･

トーマ ス･フ ァ イア ン ズ長 老な らびに4人 の

十二使徒 会地 区代 表 と共に8日(土)午 前10時

か ら9日(日)午 後7時 までの33時 間 の うち､

18時 間 を6つ のステー キ部 大会 の管理 に費や

し､ま たス テー キ部 セ ンターか らステー キ部

セ ンターへ の移動 のため に合計9時 間 を要 し

た。 休 息 と食事 の時間 はわずか6時 間であ っr

た。

さらに､ハ ンター長 老 とファ イア ン ズ長 老

そ して ふた りを助 け る他 の兄弟 た ちは､45人

の ステ ーキ部長会 を任命 し､96ワ ー ド部､288

人 め 監督会 と､12支 部､36人 の 支部長会 な ら

びに各 ステー キ部 の高等評 議貝 を按手 任命 し

た。
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私 と安息 日

安息 日はとても大切です。そ う知れ

ば知 るほ ど､私 はつ らくなりました。

なぜなら､私 の仕事は調理師で､日 曜

日はい くら安息日とわかっていて も､

仕事 を休むわけにはいかなかったか ら

です。神権会 と日曜学校 を終えたら､

急いで帰 り､仕 事をします。｢聖 い安

息 日を感 謝 します｣と 言 うお祈 りの

言葉が､い つ も私の心 を暗 くしていま

した。 ある日､支 部長 と面接がありま

した。｢兄 弟､ど うですか。安息 日を

守 ることはむずか しいですか。｣私はと

て も大変です と答えました。で も支部

長は｢大 丈夫､兄 弟 自身が守 りたいと

望むならいつか必ず守れます｣と 約束

して くれました。 しかし､支 部長の言

葉が励みになったもののこの仕事 をし

ているうちはとてもむずか しい と､自

分 自身あきらめていました。ただ､い

つかは自分で店を持って安息､日を必ず

守ろうと言 う気持には変 わ りな く､い

つ もお祈 りの中に入れていました。私

は､こ の教会が確かに主イエス･キ リ

ス トの教会であ り､福 音が真実なもの

であることを良 く知っていましたので､

安息 日を守 りたいと望んでいる者には

必ず主が助けて下さる ということを信

じ主が どの ように答えて下 さるか待 ち

ました。でも内心､や は り無理 だろう

と思っていました。今の姉妹 と教会で

知 り合い､1年 後に結婚 しようと決め

たのはその頃です。そうなって くると､

大神権 を受けることがどれほど大切か

ということを痛切に感 じるようになり､

安息､日を守れない自分が情な くなりま

した。 そうこうしているうちに今度は

体 をこわしてしまいぐ1月 から2月 ま

で入院するはめにな りましな。4月 に

結婚する予定 だった私は誹 常に心配で

日本札幌伝道部 小樽支部

和 田 健 一･

ひ ろ み

した。でも姉妹 をはじめ宣教師や兄弟

姉妹がいろいろと準備 をして下さいま

したので､結 婚式は予定通 り4月 にで

きることにな りました。 そして2月 の

末に退院 したのですが､退 院の数 日後､

神様はとても不思議なことをして下さ

いました。ある店の主人をしているお

じが､良 い場所があいたか ら自分で店

をや らないか と言うのです。私は飛び

上が らんばか りでした。で もひとつ､

安息 日のことだけが心配でした。 とこ

ろが聞いてみ るとその場所は市場のす

ぐ横で､し か もその市場は日曜日が休

みなのです。私はこれだ と思いました。

確かに神様は安息 日を守れるように､

私たちのために本 当に不思議な方法で

独立開業の道を示 して下さったのです。

4月3日､私 たちはた くさんの人た

ちに祝福 され､結 婚できました。そし

て､そ の月の10日､無 事 開店すること

ができました。あれほど私 を悩ませて

いた安息､日の戒めを.､今 は自分の意志

で守ることができるのです。神 さまは

確かに祈 りに答えて下 さいました。そ

れか らしばらくして､地 方部大会でと

うとう大神権 も受 けるこ とができまし

た。

私はよく知っています。神様は確か

に祈 りに答えて下 さいます。 そして努

力に応 じて祝福 を与えて下さるのです。

私たちは､こ の世の本当の宝物は何か

を､ま た最 も大切 なものは何かを知っ

てい ます。では､私 たちにふ りかか る

試練は､一 体何で しょう。苦 しみや悩

みは､一 体何 でしょう。そう､試 練は

主のみこころなのです。何の苦 しみに

もあわず､何 の苦労 もしないのならば

この天地 を造 られ私たちが主御自身に

1以せて造 られたことは何の意味がある



。コ9T?呼(ゴマ肯妥》軍

2婁螢⊃1愛團(〃尊珊像臼4η纂4…写
。管(4ユ(ゴ･4受吾9醤'尋購

甚})しぞコ1(44蝉弊島字つ準四ぞ謁聖

⑦尊珊。?(ぎユ攣量(〃鰹誹宰1)≠賜)し

そ⊃1虫目罐耳コ嚇o受･へ.}室)つ雲孝藁

尋馨¥曳4窒肴尋つ準㎎ぞ毛焔コ伽Y

⑦〉豪'(坪q季1濠坐學聯耳を牌蝉{寿凹(〃

菖尋).し(ぎコ中kへり阜1峰しG宰,尊珊
。詳γ>o壇⊃1輩

謁(〃〉多辺量〉画掴コ鯛蜴學Q宇コ

蟹辮(〃…罫條導蟹塾(}η儲量'み4重:
。?(4詠昇当凍(〃罎智ユ園粥。認毛隈

孝ム×壬孟yコ旧ZZ目Z由6961'寧蘭

鱗⊥:宰4穿Yぞ蔭⊃懸嚢…つ甲暫尋話亘

コ鵠署(〃×ミ×･乙毎εく04(ン(払)

臼4寸る4ム為♂(〃聖(〃×ミ×･乙牙

Eぐ4し身ンへ冨2｢･憾⊥山γ筆呈｣遅

罪雪く･1よ宰焙)免(ρ尊製。?･へ)(ン墨寧1

尊尊R｢←了つ画(〃4し身⊃1詣制dく

4一ぐ一τご》し(孝…暮Q9季4瞳琴(〃

嘉ぞ4つ孝身珊さ/κ唄一ε埠由つ1｣
o(Σ(ぎ払(〃4

峯}畔鯉き4遥掴(〃を2寡醤/(･4よ･厘

･4一き/ロ4η§無翼).(圏[母⊃11再(〃團

璽).し揖孝d-4》融ω(ゴ4嶺断紬く

頸…葦園翠盟冥導昇叩}宰口

喜葦(0日⑦q})三

曳卑｢ど詣

暫鱗斗=』V⊥*

4一く一τご。受(払)ぞコ(∠)勤(〃妾別

⑦4し導コ蝉聯耳(〃･<法4母04し準

『}η團'⊃恒蟹(潔4(〃巣車＼字4婁).

つ4皆星丑巣(〃〉多払歯量鳶ξ'峯鷺
。?(家払2コ(〃廟4

し4身kへ》η臼百4つぞ!y喜(kへ(以》

4)暑i郵鯉目最ミξ。7身Olぞコ管.臥豪

幽尋喜量鳶ξ鵠士v⊥‡コM隼園願)つ

妾。翼γ禦蓼戻⑦)つぞ鯛最鶉)γ薦
'囲方1孝菱累)つ粛Y⊃風右量蓑ン

ン4r-1【ム}つ尋寡認'吾･4もへ呈⊃1

音目ぞ｢q身(ラ尋芋D泊q>｣翠1尊範
。4(ン母〉昂(さ澤勲η毛1畢).皐尋鴇士(〃

Yε山§呈(〃騨εε'η4不辛コ囲蜘軍

¥蓄託'つ4つ。4搾準螢⊃怯題(〃Y

ε)1癖旱紹(蝉蜀)笛脂軍⊥¥コ由

0ε61'り季帯)/1ぞ士率(〃{薫晋YOI払

隼劉｢煽鰍q畑8目6…螂061寧1)ア珊
o･へ多遅

9コぞ管喜マ購謝4臼畔澹秘)諭マ賜

竈日牢'Q略¢磁図(〃多鰐寧に1潮(〃老

}つぞY響一'遅4!ユ丑郵畢激(〃〉多

3尋輩蚕主号鰍團劉甲鋤隠齢業量葦肖士

暑'恥4つ万黎畢潔盛量ミξ3準η2
Q潔実)つ騨菓⊃陽

丹〉コ3癌魚(ρ量羊コ19臼尋母笛主[劉由7

εε'罫麟蝉⊥*ゆ(〃黛管η(ヲき肯コ1

々Y4つ羅巣⊃陸:弄D/や購籍尋口目

寧凛(〃2。4η§肴鄭4毒蓮嶽罫⊃1將
ぱユぱ　ゆロソウ

蝉等托』v⊥‡?(ぎユ百ミヲ(〃引呆戻¥桿叫

率日'コ掴(〃射単'日s目II(〃…桝日

。/(〆一よ。4つ季『堆)
.(ンア⊃1号》(〃

母q×fl蓼･×丁髪…F)こ〉享孝璽…(〃コ
。享準つ:聖母2コ?(家詠

皐豊(〃酋章管ぞ1壬壌翠担(〃繋誘卑(〃x
'⊃14雛縄皐蟄(〃コ。垂ユ糞(〃王割簾(〃

,臼4推4準o.私山話覚寧1等醇(〃コo.昏

糸へ§⊥)窯:影コ0挺'寧1等Ol･4謝
。←アつ準q望〉専輪(ヌへ)

一し(事

⊃1…F'毛隈尋翠4》'o鼻01年黛し･へ

。垂恥へ)つ謝忍母最殆尋婁¥コ1臼4

推'Q鉢)婁弔秘/(〃.鳥⊃1幸日回マ。,臥

享U}婁弔寧1年。享弘日辛割暑(〃･←⊃1

･字翻。,臥毒(〃(曇塚〉尋宰ゆ騨則(?魁》

しぞ⊃悔4推'判図董管峯(外4病'婁

マ?.喜299毒山魁慰(〃瑳一ぞ藁二←

宇⑫η準醇(〃…ξ孝甥遙'つ盈鳥〉ア孝

者目者目。,昏峯白:γ望⊃財妾'5妬～昂

ぞコ?穿撃尋当縄(〃(44挫マ…ξ'04

穿撃學Q塀'64し尋⊃魁畳。.私弘(〃

?望⊃坤(〃后目臼4推'〉身写ゆ←妾

。'y吾準Q(罫1コ坤(∂図逓ら日病

'字腱妾。畢22qつ9鼎(〃宗宰。
,焦

聴へ}､し蒔〉罧鰍。垂詠吾室コ1宗:宰
'く
7宰吟4推。↓ユ暴卑(〃迅鵠甦劉管η

季酵秘曹(〃王老=呼老へそ=?塁⊃1…耳

⊃慢払へり呈。41悸q§⊥}マ脅濠

穿箪畢馨¥(グ丁鷺穿老'o§⊥)マ量

コQ塁(〃推季1…羊2樟製').つ老。4つ

率(圏卒母毛陥'α躰⊃1…ξ)･へし⊃瀦[摺

尋婆¥いへそ臼留…多(〃コ'享鰍0羊ユ

匝¥遅2コ?マ騨Q毒尋甥¥呈(ρを＼》

暴阜唱η翠轟(ま薯(〃華曳)つ老。.喜山

(〃9(払4塗∬?(醒星'餌紐…ξンへ窪

コ唐戻(〃老←望⊃1つ¥劉臼4濾。.9準

Q(碁4鱒目(〃皿盤(〃ζ4:γ挫⊃1=)コ。.喜

罫へ留=～三/(〃4ひ4⊇!6身⊃1γ(ブo
'宰1年孝畔管7騨6蜜母聡導(〃日留岳

･)

峯碑いへ9ゐ四4推.σ年)(〃⑫

･へ⊃揮手ωコ剰(4認推吾尋o←了つユ(〃

翌

･




	表紙.pdf
	目次

	10月03日午前の部会.pdf
	実践の時代　ｽﾍﾟﾝｻｰ・W・ｷﾝﾎﾞｰﾙ

	実行　ﾛﾊﾞｰﾄ・L・ｼﾝﾌﾟｿﾝ

	千年に1度か2度　ﾌﾞﾙｰｽ・R・ﾏｯｺﾝｷｰ


	10月03日午後の部会.pdf
	幼子の信仰　ﾄｰﾏｽ・S・ﾓﾝｿﾝ

	預言者の信仰　A・ｾｵﾄﾞｱ・ﾀﾄﾙ

	奇にも知らなければならない　ﾏﾘｵﾝ・D・ﾊﾝｸｽ

	家庭の夕べ　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ・A・ｶﾘﾓｱ

	成功例　ｽﾀｰﾘﾝｸﾞ・W・ｼﾙ

	証
	世に与えるﾒｯｾｰｼﾞ　ｴｽﾞﾗ･ﾀﾌﾄ･ﾍﾞﾝｿﾝ


	10月04日(土)午前の部会.pdf
	アメリカの将来　ﾏﾘｵﾝ・G・ﾛﾑﾆｰ

	邪悪に対抗する　ｺﾞｰﾄﾞﾝ・B・ﾋﾝｸﾚｰ

	主の前に聖い者とされるために

	心を洗い清める

	誓約と祝福

	民を主に備えさせる 　ﾃﾞﾙﾊﾞｰﾄ・L・ｽﾃｨﾌﾟﾚｰ


	10月04日(土)午後の部会.pdf
	預言者と預言　ﾘｸﾞﾗﾝﾄﾞ・ﾘﾁｬｰｽﾞ

	王国の鍵　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ・E・ﾌｧｳｽﾄ

	感謝

	刈り入れ

	できないことがあろうか　ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ・B・ﾊｲﾄ

	インマヌエル
	わが愛子に聞け　ﾏｰｸ・E・ﾋﾟｰﾀｰｾﾝ


	10月04日(土)神権部会.pdf
	アロン神権を展望して

	神権の力
	誓約に従いて　ﾏﾘｵﾝ・G・ﾛﾑﾆｰ

	「彼らは神のほまれよりも、人のほまれを好んだからである」　N・ｴﾙﾄﾞﾝ・ﾀﾅｰ

	神権者の特権　ｽﾍﾟﾝｻｰ・W・ｷﾝﾎﾞｰﾙ


	10月05日(日)午前の部会.pdf
	神の律法　N・ｴﾙﾄﾞﾝ・ﾀﾅｰ

	人々が健全な教えに耐えられなくなるときが来る出あろう　L・ﾄﾑ・ﾍﾟﾘｰ

	東洋の人々の信仰と主のみ業　ｱﾄﾞﾆｰ・Y・小松

	「ひとりではできない」　ﾛﾊﾞｰﾄ・D・ﾍｲﾙｽﾞ

	タバナクル　ﾊﾜｰﾄﾞ・W・ﾊﾝﾀｰ


	10月05日(日)午後の部会.pdf
	死者の贖い　ﾎﾞｲﾄﾞ・K・ﾊﾟｯｶｰ

	神の選民である私の先祖

	伝道精神

	みたまの言葉

	家族の探求　ｴﾙﾄﾞﾚｯﾄﾞ・G・ｽﾐｽ

	愛は持続しなければならない　ﾏｰﾋﾞﾝ・J・ｱｼｭﾄﾝ

	兄弟たちの説教　ｽﾍﾟﾝｻｰ・W・ｷﾝﾎﾞｰﾙ


	ﾁｬｰﾁﾆｭｰｽ.pdf
	「全世界に出て行き」

	地区代表セミナーの報告

	ﾒｷｼｺに26のステーキ部

	パリに最初のステーキぶ組織される

	私と安息日





